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防府市文化協会の誕生について

　平成10年６月に、それまで昭和45年から防府市の文化振興の推進役を果たして

来た「防府の文化を高める会」が、「（財）防府市文化振興財団」と「防府市文

化協会」に発展的に移行し、それぞれの役割分担をもって、防府市の文化振興を

図ることとなりました。

　そこで、防府市文化協会は、市民の創意と工夫に基づく新しい文化活動を促進

する団体として、（財）防府市文化振興財団とは車の両輪の様に手を携えなが

ら、防府市の文化事業を推進して行くことになったのです。（ただし「（財）防府市文化

振興財団」は平成23年４月より「（公財）防府市文化振興財団」となる。）

　平成10年度中に諸準備が進められました。

　平成11年度から防府市文化協会の活動が始まりました。

中国胡弓公演（平成11年４月３日） 平成11年度文化振興奨励賞表彰式
　　　　　　　　　　　（平成11年６月26日）

文化協会・文化振興財団設立報告 文化協会・文化振興財団へ引継ぎ
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防府市文化協会創立二十周年を迎えて

　　　　　　防府市文化協会　会長　　　

岡　本　早智子

　この度、防府市文化協会は創立二十周年を迎え、この節目に当たり創立以来二十年間の歩みを
まとめた記念誌の刊行に取組んでまいりましたが、お蔭様でこゝに発刊の運びとなりました。
　振り返れば当協会は、平成十年六月に、防府市民の文化意識の向上を図ると共に、防府市民の
創意と工夫による自主的文化活動を促進し、薫り高い文化に富んだ防府のまちづくりに貢献する
ことを目的とする団体として誕生しました。
　爾来、今日までの二十年の間には、先ず、誕生して約十年間は、県外や国外からも立派な芸
術・文化団体を招くなどして、公演等を通して、市民の文化意識の向上を図ると共に、「市民文
芸表彰」や「市民文化祭」の充実により、市民の自主的文化活動を促進して、防府市文化協会の
基礎をしっかり定着させております。
　次の五年間、即ち十周年から十五周年の間には、それまでに築かれた団体基盤を大切にしなが
らも、時代や社会の要請に応えられる運営が出来るように、また、真にふるさと防府に根ざした
芸術・文化活動が促進されるように、当協会の会則や規約等の見直しも行われ、当協会のよりよ
い方向への発展が図られました。
　以後、二十周年を迎えた今年度までの五年間については、いよいよ順調に年間事業計画に沿っ
て、「文化振興奨励事業」「市民文化活動支援事業」「市民文芸表彰」「民俗芸能発展継承事
業」「自主公演事業」等、そして、１７０を越える当協会加入団体による「防府市民文化祭」や
自主的創造的な文化・芸術活動を熱意をもって推進して来たところです。特にこの中で、加入団
体の自主的創造的な文化活動がまちづくりに直接役立ち、貢献している事例がみられるように
なったことは、当協会として誇れる成果であると嬉しく思っているところです。
　このような当協会の今日までの発展も、偏に歴代の役員並びに会員の皆さまのご研鑚・ご協力
の賜であり、また、広く市民や関係の皆さま、特に防府市ご当局の温かいご支援・ご協力のお蔭
であると深く感謝し、敬意を表したいと存じます。
　この上は、これからの大切な課題として、「どんな文化・芸術活動も世代を越えて、伝え広げ
ていかなければならない」ことを、しっかりと胸に抱きながら、防府市がますます薫り高い文化
に富んだまちとなりますよう、防府市文化協会会員一同で務めて参りたいと考えます。
　市民の皆さまの一層のご指導・ご鞭撻をお願いしご挨拶といたします。
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祝　　辞

　　　　　　防府市長　　　　　　　

池　田　　　豊

　防府市文化協会が創立20周年を迎えられ、このたび記念誌を発行されますことに、心からお祝

い申し上げます。

　貴会は、平成10年６月に前身である「防府の文化を高める会」からその事業を受け継ぎ、「市

民の創意と工夫に基づく文化活動を促す団体」として誕生されて以来、時を同じくして設立した

財団法人防府市文化振興財団とともに、防府市の文化事業を推進してこられました。ここに、改

めて感謝と敬意を表するものであります。

　さて、近年の少子高齢化や社会システムの変革などにより、本市を取り巻く社会情勢は急速に

変化しており、個人の価値観も一層多様化してきております。

　しかし、そのような時代にあっても、芸術をはじめとする文化は人々の生活に根ざし、潤いと

安らぎをもたらすとともに、人々の心に生きがいや創造の喜びを与えるものです。本市が目指す

「豊な心の育みと文化の薫りあふれるまちづくり」を実現するためには、優れた我が市の先人た

ちが残してくれた伝統・文化を生かし、市民一人ひとりが文化と触れ合い、文化に親しむことが

できる環境づくりが重要であると考えております。

　貴会におかれましては、これからも、市民の皆様、関係団体等と手を携えて、文化事業を推進

していただき、本市の文化振興にお力添えをいただきますようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、貴会のますますの御発展と会員の皆様の御健勝、御活躍を祈念いたしま

して、お祝いの言葉とさせていただきます。
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祝　　辞

　　　　　　防府市議会 議長　　　

松　村　　　学

　防府市文化協会が創立二十周年を迎えられるにあたり、心からお祝い申し上げます。
　平成十年に、「芸術・文化を通じて市民の文化意識の向上を図ると共に、自主的な文化活動を
促進し、人間性豊な心のふれあいによる、薫り高い文化に富んだまちづくりに貢献すること」を
目的として貴会が設立され、現在171団体、約10,000人もの加盟者を擁されるほどの隆盛をきわめ
られましたことは、誠に御同慶に耐えないところであります。
　貴会におかれましては、市民文化祭の開催、文化振興奨励事業及び市民文化活動支援事業等を
活発に展開され、芸術・文化活動の推進や、芸術・文化団体の支援・育成に努められ、防府市の
文化を創造する推進母体として、防府市の芸術・文化の向上に多大な貢献をしてこられました。
　会長を初め、関係者の皆様の芸術・文化に対する御熱意と御尽力に対しまして、心から感謝と
敬意を表するものでございます。
　人々が心豊かで生きがいのある生活を営むうえで、芸術・文化の果たす役割は極めて大きく、
近年、市民の文化的ニーズは増大し、かつ、多様化、高度化してきておりますが、今まで守り育
ててまいりました芸術・文化活動等を広く市民へＰＲし、次の世代へつなげていかなければなり
ません。
　防府市議会といたしましても、今まで以上に、芸術・文化活動に携わる方々の活動しやすい環
境づくりに努めてまいる所存でございますが、様々な活動を通じて本市の文化を守り育ててこら
れました防府市文化協会が今後ともさらなる飛躍を遂げられ、防府市の文化振興に寄与されます
ことを切望する次第でございます。
　終わりに臨みまして、防府市文化協会が、今後ますます発展されますとともに、会員の皆様の
ご健勝、ご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。
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　　防府市文化協会創立20周年を祝して

　　　　　　防府市教育委員会 教育長　　

江　山　　　稔

　防府市文化協会が記念すべき創立20周年を迎えられ、ここに記念誌が発刊されますことは誠に

意義深く、心からお祝い申し上げます。

　防府市文化協会におかれましては、幅広い活動を通じて、本市の文化・芸術の発展に大きく貢

献されておりますことに深く感謝するとともに、歴代の会長をはじめ、会員の皆様方のたゆまぬ

努力と熱意により、今日の隆盛を極められたことに、深甚なる敬意を表す次第でございます。

　近年、人々の価値観の多様化、めまぐるしい社会環境の変化の中にあって、心の豊かさやゆと

りが求められています。このような社会の中で、芸術をはじめとする文化活動は、生活に活気や

潤いを与えてくれるものと認識しております。

　本市の文化の更なる発展のためには、これまで引き継がれてきた伝統文化を次代に継承しなが

ら、文化に親しみ、伝えていく人材の育成や環境づくりが必要であり、貴会の果たされる役割は

ますます重要であると考えております。貴会におかれましては、創立２０周年という節目を契機

に、市民の文化教養の向上と振興に一層寄与されますことに御期待申し上げます。

　最後に、防府市文化協会の更なる充実・発展と会員の皆様方の御活躍を祈念いたしまして、お

祝いの言葉とさせていただきます。
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防府市文化協会創立20周年祝辞

　　　　　　防府商工会議所 会頭　　

喜多村　　誠

　防府市文化協会が創立20周年という記念すべき年を迎えられ、ここに記念誌を発刊されますこ
と、心からお喜び申し上げます。
　平素は当所の事業活動にご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　貴協会におかれましては、平成10年10月以来、市民文化祭の開催や市民文化活動支援事業等を
通じ、20年の長きにわたり、防府市の文化芸術活動の中心として、幅広い活動を続けられ、様々
な分野で地域文化の振興に大きな役割を果たされてこられたことに、心から感謝申し上げます。
　わが国経済は、「第４次産業革命」といわれるＡＩやＩｏＴ、ロボット、ビッグデータ解析な
どのＩＴ関連技術によってデジタル化が進み、産業構造および社会生活の転換期を迎えておりま
す。このような社会の中にあっても、文化・芸術は、人々に心の豊かさや満足感をもたらすとと
もに、新たな課題に挑戦する創造力の源泉となろうかと思います。「芸術・文化を通じて市民の
文化意識の向上を図ると共に、自主的な文化活動を促進し、人間性豊かな心のふれあいによる、
薫り高い文化に富んだまちづくりに貢献すること」を目的とされた貴会の活動は、豊かな人間性
を育み、人や地域との連携を築くためにもますます重要なものになってくると思われます。
　今春には「平成」が終わり、新しい時代の幕開けとなりますが、貴協会には、これからも防府
市の文化・芸術活動のリーダーとして、末長く地域に根ざした活動を続けられるようお願い申し
上げます。
　結びに、このたびの20周年を契機に、貴協会の更なるご発展と会員皆様のご健勝をお祈り申し
上げ、お祝いの言葉といたします。
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創立二十周年を迎えて

　　　　　防府市民文化活動支援事業部会 部会長　　

深　田　愼　治

　防府市文化協会の事業は、「文化振興奨励事業」「市民文芸」「民俗芸能発展継承事業」「自
主公演事業」「市民文化活動支援事業」等、主な事業がございます。
　市民文化活動支援事業部会の趣旨は、防府市の先人が築いてこられた、防府の文化・芸術を守
り、継承し、さらに向上させて後世に残していくことであり、我々の責務であります。
　この趣旨に賛同された企業及び個人に会員になって頂き、年会費として１万円頂き、その浄財
を助成金にあてて、市内の文化・芸術団体に助成しております。
　部会では、助成金の申請が出た団体、個人を慎重審議し助成金を決定します。
　◎�助成金交付対象となるものは、防府市に在住する団体、個人及び防府市出身者の方とします。
　◎�対象となる事業は、文化・芸術活動等であって、防府市内で行なわれるもの

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

に助成しており
ます。

　（１）営利を目的とする事業　（２）利益が見込める事業
　（３）宗教、政治的、商業的、または興業的な意図がみとめられる事業
　　　（１）（２）（３）は、助成の対象としません。
　◎�助成金の交付を受けようとする団体から、申請書の提出があった場合は、審査委員会を招集

し、審査員の審査を経て、助成金の交付が適当であると認めるときは、その旨を申請者に通
知します。

〈支援事業部の補助対象事業〉
　文化・芸術等の創出、伝承活動で主な内容は、
　　①音楽・美術・文芸・演劇などの創作や公演・展示・鑑賞の場づくり
　　②歴史的街並保存等の文化的な環境づくり
　　③文化財・伝承芸能の保存伝承
　これまでの加入総数はのべ963会員で、市内文化団体91団体に助成交付することができまし
た。誠に有難うございました。
　我がふるさと防府市の文化・芸術のさらなる向上・発展を祈念いたします。
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
４月３日 公演「中国胡弓の調べ」趙　国良
６月26日 文化協会総会

市民文芸表彰・防府市文化協会表彰・総会議事
記念講演「芸術・文化活動とメセナ」小谷典子
《第30回市民文化祭》

７月18日 市民川柳大会　防府川柳会
９月５日 市民俳句大会　防府市俳句協会
10月３日 市民合同短歌大会　防府短歌協会
16日 洋舞フェスティバル　防府市洋舞の会
22日 華道展・お茶席　防府華道連盟　防府市茶道連盟
～25日 健康相談　山口県看護協会防府支部

30～31日 盆栽展　防府盆栽連合会　
11月３日 市民音楽祭
　　７日 邦楽の会　防府邦楽舞踊連盟
14日 ビデオ作品試写会　防府８ミリの会

19～22日 防府市美術展　防府市美術連盟　
２月13日 ママさんコーラス連盟講習会

平成11年度

１．20年間の主な活動記録

華道展

市民音楽祭
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
６月10日㈯ 文化協会��総会（地域交流センター）表彰・総会議事、アトラクション「津軽三味線特別公演」
７月16日㈰ 市民川柳大会（文化福祉会館）出席者：48��受賞者：28��課題決定、研究選考、表彰
９月10日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）投句数：117��受賞者：24��研究、選考、表彰
10月１日㈰ 防府合同短歌大会（文化福祉会館）出詠数：240��受賞者数：16��短歌の批評研究、表彰
10月21日㈯ 市民文化祭��盆栽展（防府市公会堂）出品団体：３団体��出品作品：51点
～30日㈰ 　　　　　 華道展（地域交流センター）出瓶団体：６団体��出瓶作品数：243点

　　　　　 お茶席（地域交流センター）抹茶、煎茶���４団体
　　　　　 健康相談（地域交流センター）血圧測定、体脂肪測定等��相談者：353�

10月28日㈯ 洋舞フェスティバル（防府市公会堂）スペイン舞踊���フォークダンス���出演団体：３団体
11月３日㈷ 市民音楽祭（地域交流センター）合奏、合唱、独奏等��16個人・団体
11月５日㈰ 邦楽の会（防府市公会堂）長唄、詩吟、筝曲、舞踊、文楽、民謡、尺八、能楽等発表
11月12日㈰ ビデオ作品試写会（文化福祉会館）前年度優秀作品表彰���12作品試写研究
11月17日㈮ 防府市美術展（地域交流センター）出品総数：258���入選総数：252���受賞者：33
～20日㈪
11月30日 民話「なまじい物語」公演の準備開始（文化福祉会館ほか）
～６月15日 　　脚本完成、実行委員会設立、練習開始（３月～６月）、公演準備完了（H.13.6.15）��
12月１日 「山頭火いろはかるた」製作事業の開始（文化福祉会館）

～５月31日 　　実行委員会設立���選句���絵画募集���審査���印刷���５月完成（H.13.5.31）
12月10日㈰ 自主公演「津軽三味線大競演」（防府市公会堂）入場者数：1379人
２月18日㈰ ママさんコーラス連盟講習会（文化福祉会館）会員の研修と親睦���発表会

平成12年度

洋舞フェスティバル公演 津軽三味線特別公演 防府市民川柳大会

洋舞フェスティバル公演 盆栽展
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平成13年度
月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
５月31日　 「山頭火いろはかるた」の完成
６月16日㈯ 文化協会��総会（防府市公会堂）、表彰、アトラクション「なまじい物語」初公演、記念講演
７月22日㈰ 市民川柳大会（文化福祉会館）課題決定、批評・研究選考、表彰
９月２日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）投句の発表、研究・選考、表彰
10月７日㈰ 防府合同短歌大会（文化福祉会館）作品発表、研究、選考、表彰

20日㈯・21日㈰ 市民文化祭��盆栽展（防府市公会堂）盆栽連合会会員の作品展示
10月26日㈮
～29日㈪

市民文化祭��華道展（地域交流センター華道連盟各流派の作品発表）
市民文化祭��お茶席（地域交流センター）茶道連盟各流派のお点前
市民文化祭��健康相談（地域交流センター）身長・体重、血圧等の測定、相談

27日㈯ 洋舞フェスティバル（防府市公会堂）洋舞連盟のフラメンコ、バレエ等の発表
11月３日㈷ 市民音楽祭（地域交流センター）公募により個人・団体の合唱・演奏
11日㈰ 邦楽の会（防府市公会堂）長唄、詩吟、筝曲、能楽、舞踊、文楽、民謡、尺八の発表会
18日㈰ ビデオ作品試写会（文化福祉会館）会員自主制作の作品映写会、表彰
23日㈮ 防府市美術展（地域交流センター）
～26日㈪ 　　日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真、デザイン各部門の作品発表、表彰

12月16日㈰ 自主公演「樂太郎・小
コ�ユウ�ザ�フタ�リ�カイ

遊三二人会」（防府市公会堂）落語��前座、小遊三、二つ目、樂太郎
２月17日㈰ ママさんコーラス連盟講習会（文化福祉会館）連盟の会員研修と親睦・交流

総会アトラクション・狂言の世界公演 市民俳句大会

藤田弓子先生総会記念講演「いつも何かにときめいていよう」

総会情景・表彰
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
４月２日 主催事業

山頭火いろはかるた大会
６月８日 文化協会総会

市民文芸表彰・防府市文化協会表彰・総会議事
アトラクション（天神囃子「梅っ子」公演）
特別講演「和太鼓競演」
《第33回市民文化祭》

７月21日 市民川柳大会　防府川柳会
９月８日 市民俳句大会　防府市俳句協会
９月25日 防府演劇研究会設立
10月19日 盆栽展　防府盆栽連合会
～20日 　

10月25日 華道展・お茶席　防府華道連盟　防府市茶道連盟　
～29日 健康相談　山口県看護協会防府支部

10月26日 洋舞フェスティバル　防府市洋舞の会
11月３日 市民音楽祭
11月10日 邦楽の会　防府邦楽舞踊連盟
11月17日 ビデオ公開試写会　防府８ミリの会
11月22日 防府市美術展　防府市美術連盟
～25日

11月30日 自主公演「茂山忠三郎・狂言の世界」公演
２月16日 ママさんコーラス連盟講習会

平成14年度

市民音楽祭公演

「茂山忠三郎・狂言の世界」公演

春日鬼太鼓公演

防府市民音楽祭 防府市美術展
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月10日㈭ 第１回防府民俗芸能まつり実行委員会
４月21日㈪ 山口県文化連盟総会（山口市）
４月22日㈫ 文化協会　会計監査
４月24日㈭ 14年度市民文芸表彰者選考会　川柳・俳句・短歌各 10名
４月25日㈮ 第１回文化協会常任委員・委員合同会議
５月２日㈮ 第２回防府民俗芸能まつり実行委員会
５月７日㈬ 文化振興奨励賞選考部会　個人２名・団体５団体
５月９日㈮ 第１回支援事業部会委員会
５月20日㈫ 第３回防府民俗芸能まつり実行委員会
５月30日㈮ 第４回防府民俗芸能まつり実行委員会
６月７日㈯ 文化協会総会（公会堂）　「姫島婿島物語劇」発表

表彰、平成14年度事業及び会計報告、平成15年度事業計画及び予算案、
防府民俗芸能まつり及び和太鼓「今福　優の世界」公演

６月26日㈭ 防府民俗芸能まつり　会計監査
６月30日㈪ 第５回防府民俗芸能まつり実行委員会
７月９日㈬ 第２回支援事業部会委員会
９月24日㈬ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月21日㈬ 第２回文化協会常任委員会
２月26日㈭ 第２回文化協会常任委員・委員合同会議
３月16日㈫ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
３月24日㈬ 第３回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月21日㈷ 市民川柳大会（文化福祉会館）　参加者 50名
９月７日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）　参加者 90名
10月13日㈷ 市民短歌大会（文化福祉会館）　参加者 43名
10月24日㈮ 華道展（地域交流センター）出瓶数 170点
～27日㈪ お茶席（地域交流センター）入場者数 1,038人

健康相談（地域交流センター）受診者数 300人
10月25日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,345人
11月１日㈯ 盆栽展（公会堂）出品数 33席　入場者数 500余名
～２日㈰

11月３日㈷ 市民音楽祭（地域交流センター）12団体出演
11月９日㈰ 邦楽の会（公会堂）８部門出演
11月21日㈮ 市美術展（地域交流センター）出品数 248点
～24日㈪

11月30日㈰ ビデオ作品公開映写会（文化福祉会館）12作品上映
２月22日㈰ ママさんコーラス発表会（海北園）

平成15年度

今福 優　大太鼓演奏

民俗芸能まつり公演

民俗日本舞踊花柳流

郷土芸能まつり
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月14日㈬ 文化協会会計監査
４月23日㈮ 第１回常任委員・委員合同会議
４月27日㈫ 15年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌）
４月30日㈮ 文化協会総会並びに特別公演第１回実行委員会
５月26日㈬ 山口県文化連盟総会
６月９日㈬ 文化協会総会並びに特別公演第２回実行委員会
６月19日㈯ 文化協会総会（公会堂）

「津軽三味線成田流」「浜子うた」、文化奨励賞及び市民文芸賞表彰
６月30日㈬ 第１回支援事業部会委員会
７月６日㈫ 総会・表彰式・「津軽三味線・浜子うた」第３回実行委員会
７月22日㈮ 文化協会総会「津軽三味線」「浜子うた」に関する特別会計監査
９月17日㈮ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月25日㈪ 第２回常任委員会
２月21日㈪ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
２月25日㈮ 第３回常任委員会・第２回委員会合同会議

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月19日㈪ 市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 40名
９月５日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 80名
10月３日㈰ 市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 40名
10月10日㈰ 山口県邦楽大会（公会堂）20団体出演  入場者数 336名
10月22日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 310名
～25日㈪ 　　　

10月22日㈯ 華道展（地域交流センター）入場者数 2,025人
～25日㈪ お茶席（地域交流センター）入場者数 1,020人、健康相談

10月23日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,042人
11月３日㈷ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 465人
11月14日㈰ ビデオ作品公開映写会（防府図書館）13作品上映
11月19日㈮ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,304人
～22日㈪
10月７日㈭ 市民吹奏楽の夕べ（ブリヂストン吹奏楽団）
10月13日㈬ 本を読む市民のつどい（防府市読書グループ連絡協議会）
11月６日㈯ 文化講演会（防府史談会）
２月27日㈰ ママさんコーラス合唱講習会（海北園）

平成16年度

防府市民短歌大会

山口県邦楽大会

邦楽の会

津軽三味線特別公演

防府浜子うた
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月11日㈪ 文化協会会計監査
４月13日㈬ 山口県文化連盟総会
４月22日㈮ 第１回常任委員・委員合同会議
４月27日㈬ 16年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌）
５月13日㈮ 文化振興奨励賞選考会
５月17日㈫ 文化協会総会並びに特別公演第２回実行委員会
６月６日㈪ 文化協会総会並びに特別公演第３回実行委員会
６月18日㈯ 防府市文化協会第７回総会（公会堂）

韓国交流40年記念特別公演・韓国舞踊・太鼓公演
　民俗芸能<和尚なまず><華浦音頭><大道切畑神楽><龍美女太鼓>公演　
　文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰

６月30日㈭ 第１回支援事業部会委員会
７月11日㈪ 文化協会総会並びに特別公演第４回実行委員会・特別会計監査
９月５日㈪ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
９月17日㈯ 全日本文化集会　山口大会
10月18日㈫ 第１回常任委員会
２月24日㈮ 第２回常任理事・理事合同会議
３月27日㈪ 第２回支援事業部会委員会（審査会）

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月17日㈰ 市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 50名
９月４日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 60名
10月２日㈰ 市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 40名
10月８日㈰ 盆栽展（公会堂)　入場者数 263名
～９日㈪

10月21日㈮ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,875人
～24日㈪ 健康相談（地域交流センター）

10月22日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,212人
10月30日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 599人
11月６日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 25  入場者数 737人

プレ国民文化祭「大茶会」（毛利氏庭園・防府天満宮芳松庵）2,061人
11月20日㈰ ビデオ作品公開映写会（防府図書館）13作品上映
11月25日㈮ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,677人
～28日㈪
12月３日㈯ プレ国民文化祭�

第26回山頭火全国自由律俳句大会（アスピラート）
２月26日㈰ ママさんコーラス合唱講習会（海北園）

平成17年度

「和尚なまず劇」民俗芸能連盟

韓国舞踊特別公演

ビデオ公開映写会

韓国舞踊特別公演

韓国舞踊特別公演

防府市華浦音頭公演
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

３月13日㈪ 18年度総会並びに特別公演「津軽三味線大競演」第１回実行委員会
３月28日㈫ 17年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月11日㈫ 文化協会会計監査
４月13日㈭ 山口県文化連盟総会
４月14日㈮ 文化振興奨励賞選考会
４月17日㈪ 山頭火小冊子改訂版編集会議が始まる（９月に刊行）
４月18日㈫ 文化協会総会並びに特別公演第２回実行委員会
４月28日㈮ 第１回常任理事・理事会
５月30日㈫ 第１回支援事業部会委員会
６月２日㈮ 文化協会総会並びに特別公演第３回実行委員会
６月24日㈯ 防府市文化協会第８回総会（公会堂）

特別公演　津軽三味線大競演　
文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰

７月18日㈪ 文化協会総会並びに特別公演第４回実行委員会
文化協会総会並びに特別公演　特別会計監査

９月１日㈭ 山頭火小冊子改訂版『防府の生んだ癒やしの自由律俳人山頭火』
９月５日㈪ 第１回支援事業部会委員会（審査会）　　　　　刊行

10月17日㈫ 第２回常任理事会
11月３日㈷ 国民文化祭・やまぐち2006
～12日㈰
３月９日㈮ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
３月16日㈮ 第３回常任理事会
３月27日㈫ 第２回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月17日㈷ 市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 80名
９月３日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 83名
10月１日㈰ 市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 35名
10月７日㈰ 盆栽展（公会堂）入場者数 720名
～８日㈪

10月29日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 18　入場者数 680名
11月４日㈮ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,602名
～５日㈪ 健康相談（地域交流センター）

11月12日㈰ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）12作品上映
11月19日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 583名
12月１日㈮ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,449名
～４日㈪

12月９日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,350名
２月25日㈰ ママさんコーラス合唱講習会（海北園）

平成18年度

国民文化祭文芸祭「自由律俳句」

祝い獅子　立方　花柳 鶴千榮

尺八の深い音色が響く

津軽三味線大競演

津軽三味線大競演

　　民俗芸能連盟「勝間浦人太鼓」
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月６日㈮ 18年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月９日㈪ 文化協会会計監査
４月16日㈪ 文化振興奨励賞選考会
４月20日㈮ 第１回常任理事・理事合同会議
５月18日㈮ 第１回支援事業部会委員会
５月31日㈭ 山口県文化連盟総会
６月８日㈮ 文化協会総会舞台打合せ（ルルサス防府）
７月３日㈫ 防府市文化協会第９回総会実行委員会最終打合せ
７月７日㈯ 防府市文化協会第９回総会、「雅楽公演」と「人形浄瑠璃公演」　

文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
９月７日㈮ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月19日㈮ 第２回常任理事会
12月14日㈮ 正副会長会議
２月25日㈪ 正副会長会議
３月７日㈮ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
３月14日㈮ 第３回常任理事会
３月27日㈭ 第１回10周年記念特別公演実行委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月16日㈷ 市民自由律俳句大会（文化福祉会館）参加者 80名
９月２日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 83名
10月７日㈰ 市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 35名
10月13日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 537名
～14日㈰

10月27日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,139名
11月４日日 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 536名
11月９日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 1,005名
～12日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,849名、健康相談

11月11日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 18　入場者数 537名
11月18日㈰ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
12月５日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,620名
～９日㈰ 　　

２月24日㈰ ママさんコーラス合唱講習会（海北園）

平成19年度

山口県神社庁雅楽公演

山口県神社庁雅楽公演

大道人形浄瑠璃公演

防府市民音楽祭

華道展
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

３月28日㈮ 19年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月９日㈬ 文化協会会計監査
４月16日㈬ 文化振興奨励賞選考会
４月24日㈭ 沖縄「組踊」公演、沖縄関係者と下見打合せ
４月25日㈮ 第１回常任理事・理事合同会議、第１回特別公演実行委員会
５月９日㈮ 第１回支援事業部会委員会　　
５月27日㈫ 山口県文化連盟総会
６月５日㈭ 文化協会総会舞台打合せ（第２回実行委員会・アスピラート）
６月13日㈮ 防府市文化協会第10回総会最終打合せ（第３回実行委員会）
６月28日㈯ 防府市文化協会第10回総会

10周年記念中国音楽胡弓コンサート公演　
文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰

７月５日㈯ 防府市文化協会・（財）防府市文化振興財団設立10周年記念事業
　　特別公演　沖縄「組踊」

７月24日㈭ 第４回特別公演実行委員会
９月３日㈬ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月21日㈫ 第２回常任理事・理事会
２月13日㈮ 正副会長会議・第２回10周年記念誌編集会議
３月６日㈮ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
３月13日㈮ 第３回常任理事・理事会及び編集会議
３月25日㈬ 第２回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月19日㈯ 市民自由律俳句大会（文化福祉会館）参加者 80名
９月７日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 83名
10月５日㈰ 市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 35名
10月４日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 537名
～５日㈰

10月24日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 1,005名
華道展（地域交流センター）入場者数 1,849名

～27日㈪ 健康相談（地域交流センター）
10月25日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,139名
11月２日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 536名
11月９日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 21　入場者数 537名
11月16日㈰ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
12月３日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,620名
～７日㈰

２月22日㈰ ママさんコーラス合唱講習会（海北園）

平成20年度

10周年記念事業　沖縄「組踊」

防府市洋舞フェスティバル

趙国良さんほかによる胡弓コンサート

10周年記念中国胡弓公演

−19−



月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

３月30日㈪ 平成21年度総会　第１回実行委員会
３月31日㈫ 20年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月９日㈭ 文化協会会計監査　
４月22日㈬ 文化振興奨励賞選考会
４月28日㈫ 第１回常任理事・理事会、総会第２回実行委員会
５月27日㈬ 第１回支援事業部会委員会
６月９日㈫ 山口県文化連盟総会
６月19日㈮ 総会第３回実行委員会
７月４日㈯ 防府市文化協会総会、表彰　

第５回防府民俗芸能まつり及び特別公演澤田組邦楽ライブコンサート公演
７月15日㈬ 特別公演会計監査　
７月17日㈮ 総会第４回実行委員会
７月21日㈪ 防府市豪雨災害に対して市へ 832,454円　　　社会福祉協議会へ 45,456円寄付
９月８日㈫ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月16日㈮ 第２回常任理事・理事会
３月９日㈫ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
３月19日㈮ 第３回常任理事・理事会及び編集会議（「文化協会だより」）
３月25日㈭ 第２回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月25日㈯ 第３回市民自由律俳句大会（ルルサス防府）参加者 25名
９月６日㈰ 市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 84名
10月４日㈰ 市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 34名
10月25日㈰ 市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 32名
10月３日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 292名
～４日㈰

10月16日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 1,018名
～19日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,621名

10月17日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～18日㈰

10月24日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,011名
11月１日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 660名
11月８日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 21　入場者数 529名
11月23日㈪ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
11月25日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,624名
～29日㈰
２月21日㈰ ママさんコーラス合唱講習会（海北園）

平成21年度

防府市へ豪雨災害寄付

山頭火劇

邦楽の会
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

３月30日㈫ 平成22年度総会　第１回実行委員会
３月31日㈬ 21年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月９日㈮ 文化協会会計監査
４月12日㈪ 文化振興奨励賞選考会
４月23日㈮ 第１回常任理事・理事会
５月17日㈪ 第１回支援事業部会委員会　　
５月28日㈮ 山口県文化連盟総会
６月26日㈯ 防府市文化協会総会

勝間浦人太鼓・鈴々舎馬るこ落語独演公演　文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
７月15日㈭ 特別公演会計監査　
９月14日㈫ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月27日㈬ 第２回常任理事・理事会
11月２日㈫ 第15回山口県文化功労賞受賞（山頭火ふるさと会）
３月11日㈮ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
３月18日㈮ 第３回常任理事・理事会及び編集会議（「文化協会だより」）
３月22日㈫ 第２回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月18日㈰ 第４回市民自由律俳句大会　参加者 34名
９月５日㈰ 市民俳句大会　参加者 81名
10月３日㈰ 市民短歌大会　参加者 73名
10月24日㈰ 市民川柳大会　参加者 32名
10月16日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 359名
～17日㈰

10月23日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,030名
10月31日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 633名
11月７日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 19　入場者数 427名
11月12日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 994名
～15日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,458名

11月13日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～14日㈰

11月23日㈪ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
12月８日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,624名
～12日㈰
２月20日㈰ 防府市女声合唱連盟研修会（海北園）

平成22年度

勝間浦人太鼓

市長より文化振興奨励賞授与

鈴々舎馬るこさんによるサイン会

盆栽展
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

３月28日㈪ 22年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月５日㈫ 臨時常任理事・理事会　
４月７日㈭ 文化協会会計監査
４月15日㈮ 文化振興奨励賞授賞者選考会
４月19日㈫ 第１回常任理事・理事会
５月24日㈫ 第１回支援事業部会委員会 
５月31日㈫ 山口県文化連盟総会
６月８日㈬ 臨時常任理事・理事会
６月18日㈯ 防府市文化協会総会

邦楽演奏：筝曲への誘い　演目：萌春　演奏者：筝　山野　安珠美、尺八　小林　範山、文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
東日本大震災義援金 67万円を市を通して寄付

７月12日㈫ 特別公演（総会時の演奏等）会計監査　
７月15日㈮ 東日本大震災義援金３万円を社会福祉協議会を通して寄付
８月23日㈫ 臨時常任理事・理事会（「会則等の見直し」専門委員会の立ち上げについて）
９月24日㈯ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月20日㈭ 第２回常任理事・理事会
10月21日㈮ 第１回「会則等の見直し」専門委員会
11月21日㈪ 第２回「会則等の見直し」専門委員会
12月20日㈫ 第３回「会則等の見直し」専門委員会
１月12日㈭ 第４回「会則等の見直し」専門委員会答申
１月13日㈮ 会則等の見直し答申を顧問及び防府商工会議所会頭等に報告
１月27日㈮ 臨時常任理事・理事会、　２月13日㈪　臨時総会
３月７日㈬ 第３回常任理事・理事会　
３月21日㈬ 第２回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月17日㈰ 第５回市民自由律俳句大会　参加者 34名
９月４日㈰ 第43回市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 81名
10月２日㈰ 第40回市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 73名
10月30日㈰ 第34回市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 32名
10月15日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 346名
～16日㈰

10月22日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 896名
10月30日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 324名
11月６日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 18　入場者数 348名
11月11日㈮ お茶席入場者数 883名　華道展入場者数 1,583名
～14日㈪ （12日㈯、13日㈰）健康相談（地域交流センター）

11月23日㈬ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
12月７日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,293名
～11日㈰
２月19日㈰ 防府市女声合唱連盟研修会（海北園）

平成23年度

初代会長橋口照男氏に感謝状贈呈

華道展

東日本大震災寄附

洋舞フェスティバル
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月５日㈭ 第１回理事会
４月６日㈮ 文化協会会計監査
４月13日㈮ 23年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月18日㈬ 文化振興奨励賞授賞者選考会
４月26日㈭ 第１回常任理事・理事会
５月29日㈫ 「文化協会だより」編集会議
６月12日㈫ 山口県文化連盟総会
６月13日㈬ 臨時常任理事会
６月22日㈮ 防府市文化協会総会・文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
６月27日㈬ 第１回支援事業部会委員会
９月13日㈭ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
９月24日㈪ 正副会長会議
10月23日㈫ 第２回常任理事・理事会
11月　　　 第17回山口県文化功労賞受賞（文芸・俳句）伊藤仙女
12月13日㈭ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
12月20日㈭ 『文化協会15年のあゆみ』編集会議（第１回）
１月28日㈪ 正副会長会議
２月４日㈪ 『文化協会15年のあゆみ』編集会議（第２回）
３月12日㈫ 第３回常任理事・理事会
３月14日㈭ 第２回支援事業部会委員会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月15日㈰ 第６回市民自由律俳句大会　参加者 34名
９月２日㈰ 第44回市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 81名
10月７日㈰ 第41回市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 29名
10月21日㈰ 第35回市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 32名
10月13日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 341名
～14日㈰

10月20日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 856名
10月28日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 360名
11月４日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 19　入場者数 395名
11月９日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 972名
～12日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,333名

11月10日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～11日㈰

11月23日㈬ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
12月５日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,732名
～９日㈰

２月17日㈰ 防府市女声合唱連盟研修会（海北園）95人

平成24年度

市民音楽祭

市民自由律俳句大会

文化協会総会

洋舞フェスティバル

市民音楽祭
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月４日㈭ 文化協会会計監査
４月９日㈫ 『15年のあゆみ』編集会議
４月12日㈮ 24年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月17日㈬ 文化振興奨励賞受賞者選考会　
４月24日㈬ 第１回支援事業部会委員会
４月26日㈮ 第１回常任理事・理事会　
６月４日㈫ 山口県文化連盟総会
６月20日㈭ 臨時常任理事会　　
６月27日㈭ 第２回支援事業部会委員会
６月29日㈯ 防府市文化協会創立15周年総会並びに防府民俗芸能まつり、文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
７月24日㈬ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月23日㈬ 第２回常任理事・理事会
１月７日㈫ 監査事務局より監査報告　（指摘事項：特になし）
１月９日㈭ 正副会長会議
１月24日㈮ 正副会長会議
２月17日㈪ 臨時常任理事・理事会
３月13日㈭ 第３回支援事業部会委員会
３月17日㈪ 第３回常任理事・理事会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月21日㈰ 第７回市民自由律俳句大会　参加者 34名
９月８日㈰ 第45回市民俳句大会（文化福祉会館）参加者 81名
10月６日㈰ 第42回市民短歌大会（文化福祉会館）参加者 29名
10月20日㈰ 第36回市民川柳大会（文化福祉会館）参加者 32名
10月12日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 341名
～13日㈰

10月19日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 856名
10月27日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 360名
11月３日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 22　入場者数 395名
11月８日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 972名
～11日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,333名
11月９日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～10日㈰

11月23日㈯ ビデオ作品公開映写会（ルルサス防府）作品上映
12月４日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,732名
～８日㈰

２月16日㈰ 防府市女声合唱連盟研修会（海北園）95人

平成25年度

岡田会長あいさつ

創立15周年防府民俗芸能まつり

支援事業振興賞表彰

邦楽の会
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月４日㈮ 文化協会会計監査
４月９日㈬ 25年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月10日㈭ 第１回理事会　
４月14日㈪ 文化振興奨励賞受賞者選考会
４月24日㈭ 第１回常任理事・第２回理事会
５月29日㈭ 第１回支援事業部会委員会
６月５日㈭ 山口県文化連盟総会
６月12日㈭ 総会最終打合せ
６月20日㈮ 防府市文化協会総会　文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
10月23日㈭ 第２回常任理事・第３回理事会
12月11日㈭ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
３月12日㈭ 第２回支援事業部会委員会
３月17日㈫ 第３回常任理事・第４回理事会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月19日㈯ 第８回市民自由律俳句大会　参加者 27名
９月７日㈰ 第46回市民俳句大会　参加者 62名
10月５日㈰ 第43回市民短歌大会　参加者 39名
10月19日㈰ 第37回市民川柳大会　参加者 28名
10月11日㈯ ビデオ作品上映会（イオンシネマ防府）作品上映 150名
10月11日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 254名
～12日㈰

10月18日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 899名
10月26日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 312名
11月２日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 20　入場者数 433名
11月14日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 829名
～17日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,550名

11月15日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～16日㈰
12月３日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,621名
～７日㈰ 　

平成26年度

大道人形浄瑠璃

花柳扇千鶴さんによる日本舞踊総会並びに表彰式

市民川柳大会
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月３日㈮ 文化協会会計監査
４月９日㈭ 26年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月16日㈭ 文化振興奨励賞受賞者選考会
４月22日㈬ 第１回常任理事・理事会
４月30日㈭ ねんりんピック実行委員会　　
５月７日㈭ 第１回支援事業部会委員会
５月13日㈬ ねんりんピック実行委員会　　
６月２日㈫ 山口県文化連盟総会
６月19日㈮ 防府市文化協会総会　文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
６月26日㈮ ねんりんピック実行委員会
７月９日㈭ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
８月22日㈯ 春日神社　鬼面表彰
10月22日㈭ 第２回常任理事・理事会
12月10日㈭ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
２月４日㈭ 臨時常任理事会
２月25日㈭ 第２回臨時常任理事会
３月15日㈫ 第３回臨時常任理事会（役員選出会議）
３月17日㈭ 第２回支援事業部会委員会
３月21日㈪ 第４回臨時常任理事会（役員選出会議）
３月24日㈭ 第３回常任理事・理事会

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月18日㈯ 第９回市民自由律俳句大会　参加者 203名
９月６日㈰ 第47回市民俳句大会　参加者 62名
10月４日㈰ 第44回市民短歌大会　参加者 39名
10月18日㈰ 第38回市民川柳大会　参加者 28名
10月10日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 410名
～11日㈰

10月17日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,294名
10月18日㈰ ビデオ作品上映会（イオンシネマ防府）作品上映 190名
10月25日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 250名
11月１日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 17　入場者数 372名
11月６日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 833名
～９日㈪ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,205名

11月７日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～８日㈰

12月２日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,216名
～６日㈰

平成27年度

岡田会長あいさつ

祝儀舞 吟舞

中関塩浜太鼓
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月５日㈫ 文化協会会計監査
４月７日㈭ 27年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月11日㈪ 文化振興奨励賞受賞者選考会
４月21日㈭ 第１回常任理事・理事会　　
５月12日㈭ 第１回支援事業部会委員会
５月13日㈬ ねんりんピック実行委員会
６月７日㈫ 山口県文化連盟総会
６月18日㈯ 防府市文化協会総会　文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
７月７日㈭ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
８月20日㈯ 春日神社　鬼面表彰

＊10月12日㈬ 宇部文化連盟から防府市文化協会を視察に来訪
10月20日㈭ 第２回常任理事・理事会
12月15日㈭ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
12月21日㈬ 役員選考会　　
１月23日㈪ 役員選考会
２月13日㈪ 第３回常任理事会（役員選出会議）
＊３月１日㈬ 宗像市文化協会から防府市文化協会を視察に来訪
３月８日㈬ 第２回支援事業部会委員会
３月22日㈬ 第４回常任理事会・第３回理事会合同会議

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月16日㈯ 第10回市民自由律俳句大会　投句者 632名
９月４日㈰ 第48回市民俳句大会　参加者 62名
10月２日㈰ 第45回市民短歌大会　参加者 39名
10月23日㈰ 第39回市民川柳大会　参加者 28名
10月15日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 360名
～16日㈰

10月22日㈯ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,225名
10月22日㈯ ビデオ作品上映会（イオンシネマ防府）作品上映 190名
10月30日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 403名
11月６日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 17　入場者数 441名
11月11日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 705名
～13日㈰ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,001名

11月12日㈯ 健康相談（地域交流センター）
～13日㈰
12月７日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,281名
～11日㈰

平成28年度

若柳吉祐矢さんによる祝儀舞

文化振興奨励賞受賞

市美術展

市民文芸年度賞受賞
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月６日㈭ 文化協会会計監査
４月７日㈮ 28年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月11日㈫ 文化振興奨励賞受賞者選考会
４月18日㈫ 第１回常任理事・理事会
５月25日㈭ 第１回支援事業部会委員会
６月６日㈫ 山口県文化連盟総会
６月17日㈯ 防府市文化協会総会、文化振興奨励賞・市民文芸賞表彰
７月６日㈭ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
８月29日㈫ 第２回常任理事会
10月25日㈬ 第３回常任理事会・第２回理事会合同会議

平成30年度創立20周年記念事業計画が決まる
１．記念祭の開催　総会（６月23日）に合わせて開催
２．記念誌の刊行
　⑴ 山頭火小冊子『防府が生んだ自由律俳人山頭火』
　⑵『防府の民俗芸能をたずねて』（平成30年度版）
　⑶『防府市文化協会20年のあゆみ』

11月28日㈫ セルビアローラ舞踊団と牟礼中学校との交流事業打合せ
12月14日㈭ 第２回支援事業部会委員会（審査会）
12月15日㈮ 山頭火小冊子改訂版編集会議始まる
12月20日㈬ 『防府の民俗芸能をたずねて』（平成30年度版）編集会議始まる
２月７日㈬ セルビアローラ民族音楽舞踊団歓迎会打合せ
２月８日㈭ セルビアローラ民族音楽舞踊団と牟礼中学校との交流事業打合せ
２月13日㈫ 山頭火小冊子改訂版編集会議
２月15日㈭ セルビア給食試食会（於防府市給食センター）
２月16日㈮ セルビアローラ民族音楽舞踊団来防、牟礼中交流、市内見学、歓迎会（グランドホテル）
２月17日㈯ セルビアローラ民族音楽舞踊団公演　於アスピラート
２月20日㈫ 第４回常任理事会・第３回理事会合同会議
３月７日㈬ 第２回支援事業部会委員会
３月17日㈯ 20周年記念祭の「語り芝居」打ち合わせ
３月20日㈫ 第５回常任理事会・第４回理事会合同会議

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月15日㈯ 第11回市民自由律俳句大会　投句数 544名
９月３日㈰ 第49回市民俳句大会　参加者 61名
10月１日㈰ 第46回市民短歌大会　参加者 39名
10月14日㈯ 第40回市民川柳大会　参加者 28名
10月14日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 378人
～15日㈰

10月22日㈰ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,039人

平成29年度

総会議事

市長あいさつ

岡本会長あいさつ

前会長岡田利雄氏に感謝状贈呈
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
10月22日㈰ ビデオ作品上映会（イオンシネマ防府）作品上映 150人
10月29日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 338人
11月５日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 17　入場者数 503人
11月10日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 709名
〜12日㈰ 華道展（地域交流センター）入場者数 1,102人

11月11日㈯ 健康相談（地域交流センター）219人
〜12日㈰
12月６日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,045人
〜10日㈰

若柳吉冬貴さんによる祝儀舞

若柳吉冬貴の会による日本舞踊 素敵な合唱と演奏でした

気をつけて来てね 永田菅堂さんによる尺八演奏

表彰式 西浦音頭

セルビアローラ民族音楽舞踊団来日
防府天満宮、山頭火ふるさと館をご案内しました。
レセプションでは、尺八と日本舞踊がご披露され、
団からは美しい歌声を頂きました。

⎛
⎜
⎜
⎝

⎛
⎜
⎜
⎝
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平成30年２月16日
セルビアローラ民族音楽舞踊団と牟礼中学校との文化交流

給食を一緒に食べました

牟礼フォークダンス同好会のリードによりダンス交流

みんなで記念撮影

ふくさのたたみ方に興味津々

折り紙完成!!

少しずつ輪になってきました

芳松庵にて角中社中によるお茶席

みんなでハイポーズ
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月　　日 行　　事　　名　・　内　　容
１．会議等

４月５日㈭ 文化協会会計監査
４月６日㈮ 29年度市民文芸表彰者選考会（川柳、俳句、短歌、自由律俳句）
４月19日㈭ 文化振興奨励賞受賞者選考会
４月24日㈫ 第１回常任理事・理事会
５月23日㈬ 第１回支援事業部会委員会
５月31日㈭ 20周年記念山頭火小冊子『防府の生んだ自由律俳人山頭火』刊行

『防府の民俗芸能をたずねて』（平成30年度版）刊行
６月６日㈬ 山口県文化連盟総会
６月22日㈮ 防府市文化協会総会　リハーサル
６月23日㈯ 防府市文化協会総会・20周年記念祭

感謝状・文化振興奨励賞・市民文芸賞・支援事業振興賞表彰、記念公演
記念冊子『防府の生んだ自由律俳人山頭火』贈呈（市内全小中学校児童・生徒及び教職員）

７月18日㈬ 第１回支援事業部会委員会（審査会）
10月17日㈬ 創立20周年記念誌『防府市文化協会20年のあゆみ』の編集委員会始まる
10月23日㈫ 文化協会常任理事・理事会　13時30分〜　講座室
11月20日㈫ 20周年記念誌編集委員会
12月12日㈬ 第２回支援事業部会委員会（審査会）　14：00〜
１月15日㈫ 20周年記念誌編集委員会　15：00〜　参考室
２月５日㈫ 20周年記念誌編集委員会　13：30〜　参考室
２月26日㈫ 20周年記念誌編集委員会　13：30〜　参考室
３月６日㈬ 第２回支援事業部会委員会　14：00〜　参考室
３月19日㈫ 文化協会常任理事・理事会　13時30分〜　講座室
３月　　　 創立20周年記念誌『防府市文化協会20年のあゆみ』刊行

２．主催事業等
（市民文化祭）

７月14日㈯ 第12回市民自由律俳句大会　投句数 263名
９月２日㈰ 第49回市民俳句大会　参加者 50名
10月７日㈰ 市民短歌大会　　10時〜　講座室　参加者 30名
10月14日㈰ 市民川柳大会　　13時〜16時　講座室　参加者 20名
10月13日㈯ 盆栽展（公会堂）入場者数 628人
〜14日㈰

10月21日㈰ 洋舞フェスティバル（公会堂）入場者数 1,103人
10月21日㈰ ビデオ作品上映会（イオンシネマ防府）作品上映 180人
10月28日㈰ 市民音楽祭（地域交流センター）入場者数 243人
11月４日㈰ 邦楽の会（公会堂）出演団体 18　入場者数 411人
11月16日㈮ お茶席（地域交流センター）入場者数 713人

華道展（地域交流センター）入場者数 1,014人
〜18日㈰ 健康相談（地域交流センター）378人（17日〜18日の２日間）
12月５日㈬ 防府市美術展（地域交流センター）入場者数 1,383人
〜９日㈰

平成30年度
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岡本会長あいさつ

前市長松浦正人様へ感謝状贈呈

総会議事

杉山教育長へ「山頭火冊子」を小中学校全児童
生徒及び教職員へ贈呈

松崎小学校の児童による山頭火自由律俳句の朗詠

池田市長ごあいさつ
箏演奏家山野安珠美さんによる箏独奏

支
援
事
業
振
興
賞
授
与
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防府市文化振興奨励賞表彰 市民文芸　佳作表彰

市民文芸　文芸賞・年度賞表彰

子どもたちの御点前に、お客様が喜ばれました！

華浦音頭

龍美女太鼓

「山本百次会子ども組」によるお茶席

語り芝居
「髙杉晋作と望東尼　　　　
そして幕末・維新の防府」
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市美術展表彰式防府映像サークルの皆さん

盆栽展 谷淑江スペイン舞踊スタジオダンサルテ

市民茶会席

華道展

邦楽の会

市民音楽祭では、会場の皆様と「ふるさと」を合唱して終わりしました。
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H.C.Bカウント・エースによる演奏

洋舞フェスティバル

日本舞踊

華道展

オカリナ土の音による演奏

誠英高等学校 能楽クラブ

日本舞踊

市民茶会席
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２．加入文化団体の紹介

　　　�　20周年記念誌を編集するにあたり、防府市文化協会に加入されてい
る171団体のみなさまに寄稿のお声掛けをしたところ、次の82団体から
会のPRや日頃の活動と会の今後の展望などをお寄せいただきましたの
で、ご紹介します。

普
段
の
言
葉
で
、
感
動
す
る
心
を
磨
き
合
う

　
初
め
て
の
自
由
律
俳
句
の
会
み
も
ざ
代
表
　
門
田
　
美
和
子

　
初
め
て
山
頭
火
の
句
に
出
会
っ
た
の
は
中
学
生
の
頃
、
学
校

の
近
く
に
住
ま
い
が
あ
っ
た
友
人
と
何
を
す
る
で
も
な
く
遊
ん
で

い
た
小
さ
な
公
園
の
大
き
な
岩
に
、
「
雨
ふ
る
ふ
る
さ
と
は
は
だ

し
で
あ
る
く
」
と
彫
っ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ふ
る
さ
と
防
府
の

偉
大
な
俳
人
・
自
由
律
俳
句
の
生
み
の
親
「
種
田
山
頭
火
」
の
句

だ
と
知
っ
た
の
は
少
し
後
。
若
い
頃
は
父
親
の
姿
に
重
な
り
嫌
い

だ
っ
た
。

　
年
を
経
て
、
今
は
亡
き
田
中
ご
夫
妻
が
出
版
さ
れ
た
「
山
頭
火

の
句
碑
集
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
句
の
奥
に
あ
る
も
の
が
少

し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
清
貧
に
徹
し
た
生
活
や
自
然
や
生
き
物
と
の
出
会
い
を
、
普
段

の
素
朴
な
言
葉
で
表
し
て
い
る
山
頭
火
の
句
を
通
し
て
、
こ
の
防

府
の
地
に
、
自
由
律
俳
句
に
親
し
む
仲
間
が
増
え
た
ら
い
い
な
と

思
う
人
た
ち
と
毎
月
第
一
月
曜
日
午
後
、
文
化
福
祉
会
館
に
集

い
、
楽
し
い
句
会
を
開
催
し
て
い
る
。
　
　

お
互
い
の
句
を
味
わ
い
、
感
じ
た
こ
と
を
言
い
合
い
、
互
い
の
句

を
推
敲
し
合
い
ま
す
。

　
「
も
う
頭
が
働
か
な
く
な
っ
て
・
・
・
」
と
言
い
な
が
ら
参
加

さ
れ
る
九
十
代
の
会
員
か
ら
は
い
ろ
ん
な
言
葉
を
教
え
て
も
ら
い

ま
す
。
教
え
合
い
、
磨
き
合
い
、
時
に
は
孤
独
に
苦
し
み
、
そ
の

孤
独
か
ら
句
が
生
ま
れ
ま
す
。
お
陰
様
で
、
市
広
報
の
文
芸
欄
に

紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
句
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
防
府
市
の
文
化
の

発
展
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
か
な
？
と
。
　
　

在
り
し
日
の
山
頭
火
を
偲
び
な
が
ら
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し

か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ
た
こ
と
を
言
葉
に
紡
い
で
い
ま
す
。

防
府
に
お
け
る
俳
句
の
興
隆
に
つ
い
て
　

　
防
府
市
俳
句
協
会
　
事
務
局
　
藤
井
　
汎
水
　

　
防
府
市
俳
句
協
会
は
、
先
人
達
の
ご
尽
力
に
よ
り
昭
和
五
十
六

年
に
発
足
し
て
お
り
、
以
後
防
府
市
と
防
府
市
文
化
協
会
の
後
援

ほ
か
各
方
面
の
ご
支
援
の
も
と
に
三
十
五
年
間
活
動
を
続
け
て
来

ま
し
た
。

　
松
尾
芭
蕉
以
来
の
日
本
伝
統
文
芸
「
俳
句
」
を
続
け
、
大
会
開

催
や
市
広
報
等
を
通
じ
て
指
導
・
育
成
す
る
と
と
も
に
、
「
俳

句
」
を
も
と
に
市
民
相
互
の
交
流
や
親
睦
を
促
進
し
ま
し
た
。
市

内
の
高
・
中
・
小
学
校
生
に
も
作
句
や
応
募
の
機
会
を
提
供
し
、

創
作
力
と
国
語
力
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
俳
句
界
に
も
高
齢
化
が
進
み
、
か
つ
若
者
の

参
加
が
増
え
な
い
情
勢
に
あ
り
、
そ
の
波
は
容
赦
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
風
土
で
三
百
有
余
年
続
い
た
世
界
一
短
い
詩
で
あ
る

「
俳
句
」
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
義
務
が
我
々
に
あ
り
ま
す
。
一

方
、
国
内
で
は
、
世
界
を
目
指
し
て
「
俳
句
」
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
す
る
べ
く
国
際
俳
句
交
流
協
会
（
会
長
は
元
文

部
大
臣
有
馬
朗
人
氏
）
が
設
立
さ
れ
、
世
界
に
広
が
る
気
運
に
あ

り
、
非
常
に
心
強
く
感
じ
ま
す
。
当
協
会
を
支
援
す
る
た
め
に
も

我
々
は
し
っ
か
り
「
俳
句
」
の
興
隆
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

は
、
俳
句
各
派
・
句
会
間
の
交
流
促
進

や
潜
在
的
同
好
者
へ
の
呼
び
か
け
、
広

報
活
動
等
も
更
に
活
性
化
し
て
「
俳

句
」
の
底
辺
を
厚
く
、
確
固
た
る
も
の

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

防
府
市
俳
句
協
会

初
め
て
の
自
由
律
俳
句
の
会
み
も
ざ
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講
師　

富
永　

鳩
山　

　

平
成
十
七
年
五
月
開
講
、
当
時
は
桑
山
の
図
書
館
で
し
た
。

平
成
十
八
年
、
山
口
県
は
「
心
と
き
め
く
文
化
維
新
」
を
テ
ー
マ

に
国
民
文
化
祭
を
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
種
田
山
頭
火
の
生

誕
地
で
あ
る
防
府
市
で
は
「
全
国
自
由
律
俳
句
大
会
」
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
由
律
俳
句
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
開
講
し
た
も
の
で
す
。
同
年
二
月
か
ら
「
Ｆ
Ｍ
わ
っ

し
ょ
い
」
で
も
番
組
が
始
ま
り
、
防
府
市
広
報
の
文
芸
欄
に
も
自

由
律
俳
句
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
講
座
を
取
材
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
で
は
番
組
に
て

「
自
由
律
句
ら
ぶ
」
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
平
成
二
十

年
か
ら
平
成
三
十
年
ま
で
の
十
年
間
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
種
田
山
頭
火
と
自
由
律
俳
句
は
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
に

浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。
当
講
座
で
は
、
毎
月
一
回
防
府
市
立

図
書
館
の
研
修
室
で
、
山
頭
火
の
句
を
は
じ
め
先
人
の
句
の
紹

介
や
鑑
賞
、
そ
し
て
講
座

生
の
皆
さ
ん
も
句
作
を
し

な
が
ら
句
会
と
し
て
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
講
座
の

句
集
は
こ
れ
ま
で
に
六
冊

上
梓
し
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
九
年
に
は
「
山
頭
火

ふ
る
さ
と
館
」
も
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
ま
す
ま
す

自
由
律
句
が
身
近
な
文
学

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

川
柳
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
　

防
府
市
民
川
柳
会　

河
村　

康
子　

　

平
成
三
十
年
度
の
防
府
市
民
川
柳
大
会
は
、
平
成
三
十
年
十
月

十
四
日
に
、
防
府
市
文
化
財
郷
土
資
料
館
講
座
室
に
て
十
三
時
か

ら
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
少
数
で
、
淋
し
い
大
会
で
し
た
。
川
柳
人
口
は
、
い
つ

か
ら
こ
ん
な
に
少
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

滑
稽
、
笑
い
、
風
刺
、
皮
肉
と
い
ろ
い
ろ
な
人
事
を
読
む
面
白

い
文
芸
の
は
ず
で
す
が
・
・
・
。

　

微
力
な
が
ら
二
、
三
人
の
有
志
の
智
恵
で
、
今
年
は
何
か
試
み

て
み
よ
う
と
思
案
中
で
す
。

　

と
に
か
く
五
・
七
・
五
の
面
白
い
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

短
歌
へ
の
誘
い　
　

　

防
府
市
民
短
歌
会　

羽
仁　

和
子　

　

防
府
市
文
化
協
会
が
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
防
府
市
民
短
歌
会
も
、
文
化
協
会
と
い
う
心
強
い
後

ろ
盾
を
戴
き
、
市
民
文
芸
、
市
民
短
歌
大
会
と
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
心
か
ら
の
ご
指
導
ご
支
援
を
戴
き
、
次
の
世
代
に
も
継
承

す
べ
く
努
力
せ
ね
ば
と
気
を
引
き
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
の
世
代
と
言
え
ば
、
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
短
歌
大

会
に
多
く
の
高
校
生
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
高
校
の
先

生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
熱
意
、
ご
努
力
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
で
素
直
な
気
持
ち
を
詠
む

高
校
生
の
歌
に
、
会
員
一
同
感
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
も
高
齢
に

な
り
、
大
会
に
参
加
す
る
人
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

若
い
人
た
ち
に
刺
激
を
受
け
、
よ
り
多
く
の
人
に
気
持
ち
を
伝
え

ら
れ
る
歌
を
詠
も
う
と
い
う
思
い
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
は
誰
に
で
も
詠
め
ま
す
。
万
葉
の
時
代
か
ら
私
た
ち
日
本
人

に
は
馴
染
み
の
詩
形
で
す
。
い
い
歌
、
褒
め
ら
れ
る
歌
を
詠
も
う

と
初
め
か
ら
気
負
い
過
ぎ
る
と
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
を
見
つ
め
、

思
い
を
素
直
に
具
体
的
に
詠
ん
で
い

く
う
ち
に
、
人
に
伝
わ
る
歌
が
詠
め
る

よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
何
事
も
そ
う

で
す
が
、
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

苦
し
み
や
悲
し
み
喜
び
を
詠
み
、
潤
い

の
あ
る
人
生
を
歩
ん
で
い
け
た
ら
、
こ

ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と
信
じ
ま

す
。 防

府
市
民
短
歌
会

防
府
市
民
川
柳
会

防
府
図
書
館
自
由
律
句
講
座
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文
化
サ
ー
ク
ル
「
爛ら
ん
ぎ
ん銀
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

野
々
村　

竹
代　

　

当
サ
ー
ク
ル
は
、
我
が
子
の
小
学
生
時
代
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
委

員
を
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
を
主
体
と
し
て
、
平
成
四
年
四
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
目
的
は
、
月
に
一
度
テ
ー
マ
を
決
め
た
例
会
を
開
き
、

年
に
一
度
文
集
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

二
十
八
年
間
に
作
成
し
た
文
集
は
十
四
冊
と
や
や
不
活
発
な
活
動

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

只
、
も
う
一
つ
の
目
的
に
「
老
後
の
楽
し
み
」
の
た
め
と
あ

り
、
メ
ン
バ
ー
の
殆
ど
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ
れ
か
ら

先
は
、
「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
を
続
け
、
八
名
の
メ
ン
バ
ー
で
仲

良
く
年
を
重
ね
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
由
律
俳
句
に
親
し
む
防
府
市
に
‼　
　
　
　

　

防
府
市
民
自
由
律
俳
句
の
会　

代
表　

窪
田　

耕
二　

　

防
府
市
の
皆
様
に
自
由
律
俳
句
を
親
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、

と
の
思
い
か
ら
「
市
民
自
由
律
俳
句
大
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
ま
で
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
市
内
の
各
小
中
高
校
や
公
民
館
等
に
投
句
の
募
集
要

項
を
お
届
け
し
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
十
二
回
目

を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　

毎
回
、
防
府
市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
多
数
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
も
投
句
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
九
年
十
月
に
開
館
し
た
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
で
出
会
っ
た
、

小
学
四
年
の
お
子
さ
ん
が
「
学
校
で
も
ら
っ
た
本
（
昨
年
、
防
府

市
文
化
協
会
が
市
内
の
小
・
中
学
生
に
贈
呈
）
を
読
ん
で
、
子
ど

も
の
頃
に
、
つ
ら
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
句

が
で
き
た
ん
だ
！
と
思
っ
て
、
自
分
も
自
由
律
俳
句
を
作
ろ
う
と

思
っ
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
ち
し
ゃ
も
み
が
う
ま
い　

ふ
る
さ
と
に
い
る
」

「
水み

ず
お
と音
し
ん
じ
つ
お
ち
つ
き
ま
し
た
」

「
ま
っ
す
ぐ
な
み
ち
で
さ
び
し
い
」

「
酔よ

う
て
こ
お
ろ
ぎ
と
ね
て
い
た
よ
」
等

　

漂
泊
の
俳
人
は
、
帰
り
た
く
て
も
帰
れ

な
い
ふ
る
さ
と
防
府
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
全
国
を
行
脚
し
、

句
作
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

自
由
律
句
を
考
え
て
い
る
時
だ
け
で
も
、
物
欲
を
捨
て
、
少
し

で
も
孤
高
の
俳
人
に
近
づ
け
た
ら
い
い
な
あ
と
考
え
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

文
化
サ
ー
ク
ル
爛
銀

防
府
市
民
文
芸
自
由
律
俳
句
の
会

「
珊
瑚
樹
」
四
十
五
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　

防
府
詩
の
会　

代
表　

佐
藤　

文
彌　

防
府
詩
の
会
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
四
）
市
内
有
志
に
よ
っ
て

発
足
し
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
も
う
四
十
三
年
。
年
刊

詩
集
「
珊
瑚
樹
」
も
四
十
五
号
を
発
刊
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で

長
い
時
間
を
か
け
て
、
こ
の
防
府
の
街
に
根
づ
い
た
詩
の
文
化
を

消
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
志
し
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、
こ

こ
ま
で
こ
ら
れ
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

防
府
詩
の
会
は
「
現
代
詩
を
通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
、
詩
作
活
動
を
通
し
て
地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
と
共

に
、
年
刊
詩
集
を
発
行
し
、
生
涯
活
動
を
行
う
」
と
言
う
趣
旨
の

も
と
、
市
内
某
喫
茶
店
で
、
二
カ
月
に
一
度
合
評
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
が
年
間
に
出
さ
れ
た
詩
の
原
稿
を
元
に
「
珊
瑚
樹
」
と
言
う

タ
イ
ト
ル
で
詩
集
と
し
て
出
し
ま
す
。
こ
の
文
化
を
継
続
し
、
次

の
世
代
に
渡
す
。
今
い
る
我
々
の
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
う
ぶ
毛
に

そ
っ
と
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

心
の
機
微
が
解
れ

解
れ
た
糸
を
紡
い
で

あ
な
た
が
織
り
な
す
言
葉
に

誰
か
が
目
覚
め

誰
か
が
立
ち
上
が
る

･

・
・
・
・
「
前
へ
」
と

防
府
詩
の
会
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『
書
の
道
は
続
く
』　　

書
研
・
風
信
会　

会
長　

山
田　

梓
江　

　

昭
和
四
十
二
年
に
、
初
代
会
長
山
田
魯
江
が
書
道
を
勉
強
し
た

い
と
い
う
人
に
声
を
か
け
て
創
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
五
十
一
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
も
新
旧
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
も
の
の
、

五
十
数
年
継
続
し
て
い
る
人
も
数
名
あ
り
、
書
の
魅
力
は
何
か
と

思
う
時
、
追
求
す
る
こ
と
が
無
限
大
に
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
私
達
は
古
典
か
ら
学
ぶ
漢
字
、
か
な
文
字
、
そ
し

て
、
現
代
の
文
字
、
ア
ー
ト
的
な
前
衛
書
な
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
観
て
楽
し
め
る
事
が
出
来
る
よ
う
な
知
識
を
得
よ
う
と
日
々
研

鑚
し
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
し
か
解
ら
な
い
よ
り
も
多
く
の
こ
と

が
理
解
出
来
た
方
が
楽
し
い
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

平
成
二
十
九
年
は
第
四
十
五
回
記
念
書
道
展
と
い
う
事
も
あ

り
、
全
会
員
軸
装
に
し
て
日
本
文
化
の
美
し
さ
を
表
現
し
ま
し

た
。
全
国
に
会
員
が
在
籍
す
る
書
道
芸
術
院
の
巡
回
展
と
併
催
と

な
り
、
「
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
」
と
「
ル
ル
サ
ス
」
の
二
会
場
を
使
用

し
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
全
国
各
方
面
か
ら
の
ご
来
場
者
も
あ
っ

て
活
気
の
あ
る
展
覧
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
年
は
「
ア
ス
ピ
ラ
ー

ト
」
で
四
月
に
開
催
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
四
十
七

回
展
は
新
し
い
年
号
に
変
わ
っ
た

六
月
に
開
催
し
ま
す
。

　

書
の
文
化
が
永
遠
に
続
く
事
を

願
っ
て
・
・
・

防
府
の
水
彩
画
愛
好
者
が
集
う
場
と
し
て

　
　
ほ
う
ふ
水
彩
画
倶
楽
部　
　

執
筆
者　
　
青
木 

靖
男　

　

近
年
人
気
の
あ
る
水
彩
画
の
魅
力
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
画

材
で
、
場
所
を
選
ば
ず
、
気
軽
に
描
け
、
表
現
の
幅
が
広
い
等
、
数
え
上

げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
言
で
言
う
と
す
れ
ば
「
だ
れ
も
が
楽

し
め
る
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
水
彩
画
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
ど

う
ぞ
「
ほ
う
ふ
水
彩
画
倶
楽
部
」
（
以
下
当
会
）
で
共
に
水
彩
画
の
魅
力

を
堪
能
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

当
会
は
二
〇
〇
四
年
に
、
「
市
内
の
水
彩
画
愛
好
者
が
共
に
学
び
、
共

に
楽
し
む
場
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
国
的
に
水
彩
画
の

人
気
が
高
ま
り
、
入
会
者
も
増
加
、
数
年
後
に
は
文
化
協
会
に
も
加
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
活
動
内
容
も
充
実
の
一
途
を
辿
る

中
、
ま
も
な
く
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は
、
個
人
単
位
だ
け
で
な

く
、
教
室
単
位
や
サ
ー
ク
ル
単
位
等
団
体
で
の
入
会
も
推
進
し
、
一
層
の

充
実
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
府
市
水
彩
画
愛
好
者
の
交
流
を
進

め
、
併
せ
て
地
域
文
化
の
向
上
・
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

《
当
会
の
主
な
活
動
内
容
》

・
定
例
会
： 
月
に
一
度
、
会
員
が
集
い
、
水
彩
画
実
習
お
よ
び
情
報
交
換

等
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 
特
に
指
導
者
、
講
師
等
は
置
か
ず
、
「
相
互
研
鑽
」
を
前
提

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

現
在
は
、
約
十
名
参
加
、
毎
月
第
二
日
曜
日
午
後
、
市
文
化

福
祉
会
館
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
作
品
展
： 

年
に
一
回
、
活
動
成
果
発
表
の
一
環
と
し
て
、
会
員
の
作
品

を
持
ち
寄
り
、
「
作
品
展
示
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

併
せ
て
、
広
く
近
郊
水
彩
画
愛
好
者
に
も
、
展
示
の
機
会
提

供
お
よ
び
相
互
研
鑽
の
観
点
で
出
品
呼
び
か
け
を
し
て
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

現
在
は
、
六
月
上
旬
に
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
に
て
約
七
十
点
の
作

品
を
三
日
間
展
示
し
ま
す
。

・
そ
の
他
： 

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
、
研
修
会
、
交
流
会
等
を
随
時
開
催
し
ま

す
。

山
頭
火
ふ
る
さ
と
会　
会
長　
窪
田　
耕
二　

　

昭
和
五
十
五
年
五
月
に
山
頭
火
研
究
会
が
設
立
さ
れ
て
、
今
年

で
四
十
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
に
全
国
自
由
律
俳
句
大
会
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成
四
年
十

月
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
会
と
名
称
変
更
を
し
て
、
東
京
、
関
西
、

四
国
、
九
州
、
全
国
各
地
の
ゆ
か
り
の
地
で
、
二
十
五
回
に
わ
た

り
全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

　

全
国
の
会
員
各
位
の
熱
心
な
協
力
で
啓
蒙
活
動
、
山
頭
火
新
聞

（
五
十
一
号
発
刊
）
、
旅
の
会
、
酒
の
会
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
、
顕
彰
の
基
地
と
し
て
の
山
頭
火
記
念
館
の
設
立
を
願
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
二
十
九
年
十
月
七
日
に
念
願
だ
っ
た
山
頭
火
ふ
る

さ
と
館
が
開
館
、
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
や
役
員
の
意
見
の
中
で
、
昨
年
に
な
り
会
の
存
続
に
つ
い

て
問
題
提
議
が
あ
り
、
平
成
三
十
年
三
月
十
六
日
の
山
頭
火
ふ
る

さ
と
会
の
総
会
で
、
会
員
の
脱
会
の
増
加
、
全
国
自
由
律
俳
句
大

会
、
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
役
員
の
高
齢
化
に
よ
る
実
務
遂
行
の
困

難
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
活
動
の
継
続
が
出
来
な
く
な
り
、

会
活
動
の
縮
小
の
動
議
が
あ
り
、
検
討
の
結
果
、
現
在
は
地
元
有

志
に
よ
る
十
二
月
三
日
の
生
誕
祭
、
十
月
十
一
日
の
山
頭
火
を
し

の
ぶ
会
、
山
頭
火
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
継
続
に
よ
る
全
国
フ
ア
ン
と

の
交
流
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
へ
の
協
賛
な
ど
に
活
動
範
囲
を
縮

小
し
て
い
ま
す
。

　

「
山
頭
火
を
う
た
い
、
山
頭
火
に
親
し
み
、
山
頭
火
を
つ
た
え

る
」
理
念
の
も
と
に
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
が
、
こ
れ
ま
で
に
私
た

ち
が
活
動
し
て
き
た
顕
彰
、
交
流
、
研
究
、
発
信
、
自
由
律
俳
句

の
拠
点
と
し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
く
れ
て
お
り
、
民
間
団
体
と

し
て
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
顕
彰
活
動
の
応
援
を
継
続
し
て
お
り

ま
す
。

山
頭
火
ふ
る
さ
と
会

書
研
・
風
信
会

ほ
う
ふ
水
彩
画
俱
楽
部
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伝
統
の
防
府
市
美
術
展

　
　
　

防
府
市
美
術
連
盟　

会
長　

岡
田　

博
幸　

　

防
府
市
美
術
展
は
、
昨
年
六
十
八
回
目
を
迎
え
、
市
内
唯
一
の

公
募
展
と
し
て
長
く
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
理
解
に
よ
り
、
こ
の
展
覧
会
が
防
府
市
の
美
術
文

化
向
上
に
寄
与
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

美
術
連
盟
の
主
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
防
府
市
美
術
展
」
を

毎
年
十
二
月
に
開
催
し
、
多
く
の
作
品
応
募
を
い
た
だ
き
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
展
覧
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

　

応
募
部
門
は
今
ま
で
の
七
部
門
か
ら
「
現
代
ア
ー
ト
」
を
一
昨

年
か
ら
新
設
し
、
現
代
は
八
部
門
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
な
発
想

と
若
者
に
も
関
心
を
持
っ
て
貰
い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。

ま
た
会
場
の
配
置
換
え
で
鑑
賞
し
易
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
輝

く
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
高
校
生
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
会
場
入
り
口
付
近
に
、
幼
児
児
童
の
作

品
展
示
や
自
由
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り
）
等
、
楽
し
め
る
参

加
型
展
覧
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

歴
史
的
、
文
化
的
遺
産

の
多
い
防
府
市
は
、
既
に

芸
術
的
な
素
地
や
感
性
は

市
民
に
十
分
に
培
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
一
段
の

関
心
と
、
活
発
な
創
作
活

動
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

水
彩
ス
ケ
ッ
チ
で
豊
か
な
人
生
を

ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十と

い
ろ
か
い

色
会　
　

藤
村　

涼
子　

　

平
成
二
十
五
年
に
行
わ
れ
た
市
の
生
涯
学
習
講
座
を
起
点
と
し

て
始
ま
っ
た
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
『
ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十
色
会

(

と
い
ろ
か
い)

』
は
、
五
年
目
を
迎
え
、
講
師
の
熊
﨑
範
男
先
生

を
中
心
と
し
て
、
十
八
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
楽
し
む
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
先
生
か
ら
教
わ
る
ス
ケ
ッ
チ
技
法
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
感
性
で
、
伸
び
伸
び
と
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
候

の
良
い
時
期
に
は
、
屋
外
に
出
か
け
て
の
ス
ケ
ッ
チ
、
雨
天
や
冬

な
ど
気
候
の
悪
い
時
は
、
屋
内
で
の
学
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
は
、
多
く
の
協
力
を
得
て
、
第
二
回
作
品
展
を
、

十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
、
国
指
定
の
史
跡
『
英
雲

荘
』
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
永
い
歴
史
が
刻
ま
れ
た
英
雲

荘
の
壁
を
背
景
に
、
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
イ
ー
ゼ
ル
等
を
使
い
、

文
化
財
と
共
に
水
彩
画
を
楽
し
ん
で
観
て
頂
け
る
よ
う
に
、
作
品

を
配
置
し
ま
し
た
。
期
間
中
多
く
の
方
か
ら
、
英
雲
荘
の
佇
ま
い

と
見
合
い
、
と
て
も
雰
囲
気
の
い
い
展
示
会
だ
っ
た
と
い
う
感
想

を
頂
き
、
会
員
に
と
っ
て
も
、
大
変

嬉
し
い
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
果
を
励
み
と
し
、
更
に

良
い
作
品
展
を
開
け
る
よ
う
に
、
力

を
付
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、
皆
で
元
気

で
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十
色
会

防
府
市
美
術
連
盟

　
　
　
　

代
表　
　

松
永　

房
枝　

　

下
手
で
い
い
、
下
手
が
い
い
と
い
わ
れ
、
絵
手
紙
を
は
じ
め
て

二
十
年
近
く
な
り
ま
し
た
。

　

防
府
郵
便
局
三
階
会
議
室
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
、
宇
田
先
生
の

教
え
を
賜
り
ま
し
た
。
口
コ
ミ
で
月
毎
に
会
員
が
増
え
、
午
前
午

後
の
二
部
に
分
か
れ
、
受
付
や
集
金
の
世
話
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
郵
便
局
の
使
用
が
出
来
な
く
な
り
、
現
在
ま
で
、
佐

波
公
民
館
で
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

史
跡
名
勝
歴
史
的
建
造
物
見
学
で
、
萩
・
下
関
・
門
司
・
柳

井
、
熊
野
の
筆
の
里
へ
ス
ケ
ッ
チ
バ
ス
旅
行
を
し
ま
し
た
。

　

宇
田
先
生
が
各
地
の
教
室
が
忙
し
く
な
り
、
私
た
ち
の
会
を
切

ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
郵
便
局
時
代
の
仲
間
と
月
一
回
佐
波
公
民
館
で
十
名

和
気
あ
い
あ
い
ボ
ケ
防
止
に
楽
し
み
な
が
ら
十
年
続
け
て
い
ま

す
。 絵

手
紙
同
好
会
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花は
な
ざ
く
ら
桜
の
会　
　

代
表　

佐
古　

明
美　

　　

花
桜
の
会
は
平
成
十
一
年
五
月
に
発
足
し
て
、
平
成
最
後
の
年

を
迎
え
二
十
一
年
間
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
短
い
花
の
命
を
、
何
時
ま
で
も
の
思
い
か
ら

は
じ
ま
り
ま
し
た
、
押
し
花
を
研
鑽
し
な
が
ら
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
、
第
二
の
人
生
を
楽
し
く
と
の

思
い
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

初
め
は
結
婚
式
に
使
用
し
た
ブ
ー
ケ
を
フ
レ
ー
ム
に
と
じ
込
め

る
と
こ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
、
楽
し
い
押
し
花
教
室
で
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ン
の
花
、
庭
に
咲
い
た
花
、
野
山
に
咲
い
た
花
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
植
物
を
使
っ
て
フ
レ
ー
ム
に
閉
じ
込
め
押
し
花
絵
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
花
も
育
て
る
事
も
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
、　

防
府
市
生
涯
学

習
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
春
休
み
、
夏
休
み
と
参
加
し
て
子
供
向

け
の
簡
単
押
し
花
の
講
座
も
毎
年
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
年
に
一
度
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
に
お
い
て

作
品
展
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
公
民
館
を
通
じ
て
地

区
の
小
学
校
、
中
学
校
に
も

作
品
の
展
示
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

写
真
は
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
作

品
展
の
看
板
で
す
（
押
し
花

作
品
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

書
研 

鳩
山
書
院　
　

主
宰　

富
永　

鳩
山　

　

地
域
に
書
道
を
学
ぶ
会
を
作
る
、
を
命
題
と
し
て
、
昭
和

三
十
八
年
、
現
在
の
勝
間
一
丁
目
に
開
塾
し
て
以
来
、
「
全
日
本

書
芸
文
化
院
」
の
運
営
総
務
と
し
て
、
ま
た
書
道
家
と
し
て
伝
統

文
化
の
一
つ
で
あ
る
書
道
を
沢
山
の
子
ど
も
た
ち
や
一
般
の
方
々

と
五
十
年
以
上
共
に
学
ん
で
参
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
書
道
を
通
し

て
芸
術
を
学
び
、
人
生
を
深
め
、
趣
味
と
し
て
道
と
し
て
、
一
筆

一
筆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
教
室
か
ら
多
く
の
師
範
も
育
ち
ま
し
た
。
最
近
の
伝
達
手

段
は
驚
く
ほ
ど
手
軽
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
な
り
ま
し
た
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
手
書
き
は
時
間
も
手
間
も
か
か
り
ま
す
が
、
実
感
が
伝
わ

り
や
す
く
個
性
の
出
る
行
為
で
あ
り
、
芸
術
と
し
て
も
素
晴
ら
し

い
表
現
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
二
月
、
第
十
三
回
鳩
山
書
院
書
作
展
を
開
催
し

ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
「
書
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
併
設

し
、
多
く
の
来
場
者
の
方
が
筆
を
持
つ
楽
し
さ
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。
何
年
ぶ
り
何
十
年
ぶ
り
か
に
筆
も
持
っ
た
、
そ
の
喜
び
は
格

別
な
よ
う
で
す
。
長
い
歴
史

を
持
つ
書
道
に
釣
り
糸
を
垂

れ
る
こ
と
、
自
分
の
好
き
な

道
を
歩
く
こ
と
は
限
り
な
い

喜
び
で
す
。
伝
統
文
化
に
は

そ
う
し
た
道
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
書
道
と

い
う
道
を
歩
き
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　

　

会
長　

富
永　

鳩
山　

　

防
府
市
書
道
連
盟
は
、
防
府
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
先
生
方

が
志
を
持
っ
て
集
い
、
平
成
十
二
年
三
月
二
十
六
日
に
発
足
し
ま

し
た
。
第
一
回
防
府
市
書
道
連
盟
展
は
、
防
府
天
満
宮
千
百
年
式

年
祭
に
合
わ
せ
て
、
平
成
十
四
年
四
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
以

後
、
連
盟
展
を
毎
年
開
催
し
、
数
年
前
よ
り
隔
年
ご
と
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

書
道
を
よ
り
身
近
な
文
化
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
茶
道
の
会
、
琴
の
会
、
写
真
の
会
な
ど
と
共

催
し
て
、
お
互
い
の
文
化
に
よ
り
深
く
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
伝
統
に
磨
か
れ
て
き
た
も
の
、
現
代
社
会
が
求
め
て
い
る
も
の

を
取
り
込
み
な
が
ら
、
書
道
芸
術
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
ま
し

た
。
昨
年
の
連
盟
展
で
は
学
生
部
を
併
設
し
、
幅
広
い
年
代
の
皆

さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
大
き
な
成
果
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
ル
ル
サ
ス
で
は
毎
年
、
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
と
冬
休

み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
書
の
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
は

小
学
一
年
か
ら
「
習
字
」
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

文
字
を
書
く
、
言
葉
を
書

く
、
よ
り
美
し
く
書
く
、
そ
し

て
芸
術
と
し
て
展
開
し
、
書
の

あ
る
風
景
が
人
の
心
に
新
し
い

変
化
を
も
た
ら
す
。
こ
の
伝
統

芸
術
を
文
化
の
力
と
し
て
、
皆

様
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
防
府

市
書
道
連
盟
は
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

防
府
市
書
道
連
盟

花
桜
の
会

書
研 

鳩
山
書
院
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代
表　
堀
越　
政
美　

　

合
唱
組
曲
『
佐
波
川
』
は
、
平
成
元
年
に
（
社
）
防
府
青
年
会

議
所
の
企
画
で
誕
生
し
、
そ
の
翌
年
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
こ
の
曲
を
歌
い
継
ぐ
た
め
に

「
合
唱
組
曲
『
佐
波
川
』
を
歌
う
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
母
な
る
川
「
佐
波
川
」
を
歌
っ
た
こ
の
組
曲
は
、

女
声
合
唱
「
笹
さ
や
ぐ
」
、
男
声
ソ
ロ
「
木
遣
り
」
、
男
声
合
唱

「
佐
波
の
津
」
、
女
声
ソ
ロ
「
思
い
出
」
、
児
童
合
唱
「
た
ら
い

と
人
形
」
、
混
声
合
唱
「
大
地
生
成
」
、
全
員
合
唱
「
佐
波
川
讃

歌
」
の
７
曲
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
波
川
の
水
が
生
ま
れ
出
る
清
々
し
い
様
子
か
ら
、
河
口
に
流

れ
出
る
ま
で
の
雄
大
な
様
子
、
ま
た
東
大
寺
再
建
の
為
に
佐
波
川

を
使
っ
て
用
材
を
運
ん
だ
重
源
上
人
の
心
情
や
、
来
目
皇
子
へ
の

苦
労
を
安
ら
か
に
眠
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
気
持
ち
、
菅
原
道
真
公

が
ま
た
こ
の
地
に
戻
っ
て
く
る
と
誓
っ
た
気
持
ち
、
子
ど
も
の
頃

の
な
つ
か
し
い
思
い
出
、
こ
れ
か
ら
の
防
府
市
へ
の
未
来
に
期
待

す
る
思
い
な
ど
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
合
唱
組
曲
「
佐
波
川
」
を
好
き
な
人
た
ち
が
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
会
で
す
。

　

初
め
て
の
方
で
も
、
歌
が
好
き
な

方
、
防
府
の
好
き
な
方
な
ら
大
歓
迎
！

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の
母

な
る
川
佐
波
川
。　

合
唱
組
曲
「
佐
波

川
」
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

練
習
日　
毎
月
第
三
火
曜
日

　
　
　
　
19
時
30
分　
佐
波
公
民
館

天
然
灰(

あ
く)

汁
醗
酵
建
正
藍
染

「
藍
と
愛
の
会
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

飴
村　

秀
子

　

藍
染
は
世
界
中
に
在
り
ま
す
。
最
古
の
出
土
品
は
、
紀
元
前

五
百
年
前
の
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ォ
ス
タ
ッ
ト
の
ろ
う
け
つ
染
の
小
布

で
す
。

　

今
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
」
と
賞
讃
さ
れ
る
美
し
い
天
然
灰
汁
醗

酵
建
正
藍
染
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か

定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

唯
日
本
人
の
世
界
一
高
い
美
意
識
と
、
藍
バ
チ
ル
ス
の
抗
菌
作

用
を
自
然
に
活
用
し
つ
ヽ
今
日
ま
で
大
切
に
育
ん
で
来
ま
し
た
。

多
く
の
古
布
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
九
世
紀
、
科
学
万
能
、
経
済
最
優
先
の
時
代
に
入
り
、
合
成

藍
が
発
明
さ
れ
、
化
学
薬
品
に
よ
る
染
色
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
手
間
の
か
か
る
、
時
間
の
か
か
る
天
然
の
自
然
発
酵
建
て

は
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

薬
品
が
地
球
を
汚
し
、
作
業
人
の
健
康
を
害
し
て
も
、
楽
で
早

く
て
多
く
儲
か
る
・
・
・
。
薬
品
建
て
の
藍
染
に
、
変
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

私
共
は
、
五
十
年
前
か
ら
活
き
て
い
る
正
藍
染
を
続
け
て
居
り

ま
す
。
世
界
へ
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
よ
！

　

藍
さ
ん
よ
。
何
時
ま
で
も
！
富
海

の
あ
お(

・
・)

よ
！
何
時
ま
で
も
！
と

願
っ
て
働
い
て
居
り
ま
す
。

　

本
物
の
藍
の
体
験
も
出
来
ま
す
。
お

待
ち
致
し
て
居
り
ま
す
。

（
要
予
約
：
事
務
局

　

   

０
９
０

−

７
５
４
４

−

３
３
６
０
）

合
唱
組
曲  

佐
波
川
を
歌
う
会

藍
と
愛
の
会

伝
統
彫
刻
の
美
し
さ
を
伝
え
る

　
　
　
　
　

彫
歩
会　

会
長　

山
本　

歩　

　

彫
歩
会
は
、
伝
統
彫
刻
や
漆
芸
の
美
し
さ
と
難
し
さ
に
と
り
憑

か
れ
た
私
の
許
に
集
ま
っ
た
、
数
名
の
朴
の
木
会(

ほ
お
の
き
か

い)

と
い
う
小
さ
な
木
彫
り
の
会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ

ン
プ
ラ
ザ
防
府
が
で
き
て
間
も
な
く
初
め
て
の
木
彫
展
を
開
き
好

評
を
得
ま
し
た
。
図
書
館
や
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
も
作
品
展
を
開
催

し
、
そ
の
後
公
民
館
に
て
木
彫
と
鎌
倉
彫
講
座
と
し
て
の
活
動
を

開
始
す
る
と
、
瞬
く
間
に
百
二
十
名
の
大
き
な
会
へ
と
成
長
し
ま

し
た
。
私
の
活
動
の
原
点
は
、
日
本
の
伝
統
彫
刻
の
美
し
さ
を
沢

山
の
方
に
知
っ
て
欲
し
い
事
。
そ
の
思
い
で
活
動
を
続
け
、
あ
っ

と
い
う
間
に
三
十
数
年
が
過
ぎ
、
そ
の
間
に
防
府
市
美
術
連
盟
の

理
事
も
十
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
会
員
の
中
に
も
美
術
展
へ
の

出
品
に
意
欲
を
燃
や
す
人
も
沢
山
出
て
、
充
実
し
た
活
動
も
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
全
国
で
も
珍
し
い
と
言
わ
れ
る
女
の
建
築
彫
刻
師
と

し
て
、
周
防
国
分
寺
の
聖
天
堂
再
建
の
装
飾
彫
刻
を
さ
せ
て
頂
い

て
以
降
、
県
内
外
の
十
軒
以
上
の
社
寺
仏
閣
の
彫
刻
の
仕
事
を
手

掛
け
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
技
術
を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
責
務
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

朴
の
木
会
は
防
府
木
彫
工
芸
会

へ
、
そ
し
て
彫
歩
会
へ
と
名
を
改

め
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
彫

歩
会
は
趣
味
の
会
で
す
か
ら
木
彫

り
を
学
び
な
が
ら
も
人
と
の
出
会

い
を
楽
し
ん
で
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。 彫　

歩　

会
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能
章
ま
つ
り　

～
輝
け　

昭
和
歌
謡
大
会
～

　
　
　
　

大
村
能
章
顕
彰
会　
　

会
長　

池
永
光
男　

　

大
村
能
章
顕
彰
会
の
二
つ
の
大
き
な
行
事
は
、
春
と
秋
の
能
章

ま
つ
り
で
す
。

　

春
は
「
二
輪
の
サ
ク
ラ
祭
り
」
と
題
し
、
今
年
で
十
五
回
目
。

佐
波
神
社
境
内
で
行
わ
れ
、
地
元
多
々
良
自
治
会
の
協
賛
に
よ

り
、
佐
波
神
社
春
季
例
大
祭
奉
賛
行
事
と
し
て
四
月
第
一
日
曜
日

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
の
能
章
ま
つ
り
は
二
十
八
回
目
と
な
り
、
今
年
は
十
月
十
二

日
（
土
）
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
行
う
予
定
で
す
。
二
十
五
回
を
期
に

コ
ン
テ
ス
ト
方
式
か
ら
会
場
の
皆
様
が
選
ぶ
好
き
な
昭
和
歌
謡
を

歌
っ
た
方
に
賞
を
贈
り
、
入
場
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
ラ
ジ
オ
、
Ｆ
Ｍ
わ
っ
し
ょ
い
で
の
番
組
「
昭
和
歌

謡
の
旅
」
で
毎
月
最
終
火
曜
日
午
後
四
時
か
ら
役
員
等
が
出
演
し

能
章
先
生
の
生
い
立
ち
、
生
き
様
、
生
涯
の
話
な
ど
放
送
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
顕
彰
活
動

と
し
て
は
、
全
国
各

地
に
何
千
と
あ
る
能

章
先
生
の
作
品
を
知

る
た
め
に
全
国
能
章

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮

称
）
の
構
築
を
考
え

て
い
ま
す
。

勝
間
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
勝　

　

勝
間
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う
と
の
目
的
で
、
防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ

タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ギ
タ
ー
パ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な

り
二
〇
一
八
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
八

名
で
、
一
～
二
回
／
月
、
勝
間
公
民
館
で
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
練
習
の

成
果
は
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
の
各
種
行
事
や
依
頼
演
奏
等
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
場
で
演
奏
す
る
様
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ

で
は
常
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

を
愛
好
さ
れ
て
い
る
方
、
一
緒
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
を
通
し
て
広
が
る
音
楽
の
輪
、
人
の
和

防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

代
表　

西
村 

和
代　

　

防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
一
九
九
九
年

に
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
「
音
楽
ホ
ー
ル
」
が
完
成
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
に
第
一

回
の
定
期
演
奏
会
を
行
い
、
昨
年
は
二
十
周
年
の
記
念
演
奏
会
を

防
府
市
民
合
唱
団
と
の
共
演
に
よ
る
特
別
ス
テ
ー
ジ
も
設
け
、
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
と
幅
広
く
、
マ
ン
ド
リ
ン
や

ギ
タ
ー
の
経
験
も
学
生
時
代
か
ら
の
経
験
者
、
全
く
の
未
経
験
者

と
様
々
で
す
が
、
皆
音
楽
が
大
好
き
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に

も
毎
週
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
か
ら
は
、
山
口
県
内
に
あ
る
十
余
り
の
社
会
人
、

学
生
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
が
一
堂
に
会
し
て
の
「
山
口
県
マ
ン

ド
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
団

体
の
発
表
の
場
で
も
あ
り
、
全
員

で
の
大
合
奏
を
通
し
て
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
年
に
数

回
、
福
祉
施
設
や
保
育
園
な
ど
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
聴
い
て
下
さ

る
方
々
と
一
緒
に
楽
し
い
演
奏
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
音
楽
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

防
府
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

大
村
能
彰
顕
彰
会

勝
間
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
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目
標
！
！　

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　

サ
ル
ビ
ア
コ
ー
ル　

藤
本　

三
惠
子　

　

サ
ル
ビ
ア
コ
ー
ル
は
、
今
年
で
四
十
七
年
目
に
は
い
り
ま
す
。

　

当
初
か
ら
の
二
人
の
会
員
を
合
わ
せ
、
現
在
、
三
十
八
名
が
在

席
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
三
回
の
発
表
会
に
向
け
て
、
私
達
、
五
〇
代
か
ら
八
〇
代
で

年
令
を
越
え
た
仲
間
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
至
福
の
時
間
を

過
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
導
し
て
下
さ
る
の
は
、
河
村
京
子
先
生
、
伴
奏
を
担
当
し

て
下
さ
る
の
は
、
喜
多
村
裕
美
先
生
―
時
折
、
素
敵
な
ピ
ア
ノ
の

音
色
の
前
奏
に
聞
き
入
り
、
自
分
の
歌
い
出
し
に
躓
く
こ
と
も
あ

り
ー
、
お
二
方
と
毎
週
二
時
間
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
の
選
曲
さ
れ
た
も
の
が
難
し
く
大
変
に
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
難
し
い
程
、
日
を
追
う
毎
に
少
し
ず
つ
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
仕
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
が
醍
醐
味
と
な
り
、
一
層
歌
う
こ
と

に
楽
し
さ
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
感
じ
て
頂
き
た
い
ー
。

　

歌
の
好
き
な
方
、
ご
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
世

の
中
の
諸
々
の
事
、
歌
っ

て
い
る
間
だ
け
で
も
払
拭

出
来
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
防
府
市
の
文
化

活
動
の
一
助
に
も
繋
が
る

活
動
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

山
頭
火
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　

防
府
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル　

代
表　

中
谷　

俊
子　

　

季
語
や
五
・
七
・
五
の
形
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
俳
句
を
詠
む

防
府
市
生
ま
れ
の
俳
人
・
種
田
山
頭
火
。
お
酒
が
大
好
き
で
全
国

行
脚
し
な
が
ら
句
を
詠
み
続
け
ま
し
た
。
彼
の
功
績
を
た
た
え
、

平
成
二
十
九
年
に
「
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
」
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山

　

あ
ざ
み
あ
ざ
や
か
な
朝
の
雨
上
が
り

　

あ
め
ふ
る
ふ
る
さ
と
は
、
は
だ
し
で
あ
る
く

等
、
多
く
の
句
に
感
銘
を
受
け
ら
れ
て
、
桑
原
一
朗
先
生
が
哀
愁

の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
、
す
て
き
な
曲
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
曲
一
曲
に
味
わ
い
が
あ
り
、
大
正
・
昭
和
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
な
が
ら
合
唱
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

「
防
府
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
」
は
、
発
足
し
て
二
年
余
り
の
ほ

や
ほ
や
の
合
唱
団
で
す
が
、
歌
う
こ
と
を
通
し
て
山
頭
火
の
心

に
そ
っ
と
触
れ
、
幸
せ

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
毎
月
第
三

木
曜
日
に
「
ふ
る
さ
と

館
」
に
集
ま
り
活
動
し

て
い
ま
す
。
山
頭
火
を

歌
う
仲
間
が
も
っ
と
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

サ
ル
ビ
ア
・
コ
ー
ル

防
府
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

　
　
　

防
府
市
民
合
唱
団　
　
　

団
長　
　

河
野　

隆
文　

　

「
防
府
市
民
合
唱
団
」
は
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
年
）

７
月
防
府
市
内
の
歌
が
好
き
な
仲
間
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
混
声
合

唱
団
で
す
。
本
年
で
結
成
三
十
六
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
防
府

市
だ
け
で
は
な
く
、
山
口
市
や
周
南
市
在
住
の
団
員
も
い
ま
す
。

結
成
以
来
、
防
府
市
民
音
楽
祭
、
フ
ェ
ス
タ
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
、
天

神
ピ
ア
・
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
だ
け

で
な
く
、
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
へ

出
場
し
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
に
山
口
県
大
会
に
二
十
九
回
出
場

し
、
内
十
八
回
は
山
口
県
代
表
と
し
て
中
国
大
会
に
も
出
場
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
数
年
に
一
度
行
う
定
期
演
奏
会
は
昨
年
で
十
一

回
と
な
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
美
女
と
野
獣
」
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

仕
立
て
で
演
奏
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

 　

練
習
は
毎
週
月

曜
日
佐
波
公
民
館
で

第
一
・
三
土
曜
日
は

勝
間
公
民
館
で
十
九

時
三
十
分
よ
り
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
高

校
生
以
上
の
歌
う
こ

と
が
好
き
な
方
、
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
？
見
学
等
大
歓
迎

で
す
。 防

府
市
民
合
唱
団
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み
つ
ば
ち
合
唱
団
に
つ
い
て　
　

み
つ
ば
ち
合
唱
団　
　
　
　

代
表　

末
冨　

孝
代　

　

み
つ
ば
ち
合
唱
団
は
二
〇
一
二
年
に
発
足
。
下
は
年
長
さ
ん
か

ら
上
は
十
八
歳
ま
で
の
児
童
合
唱
団
で
す
。

　

少
人
数
を
活
か
し
て
、
個
人
の
才
能
や
個
性
が
発
揮
で
き
る
よ

う
独
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
山
口
県
学

生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
独
唱
部
門
で
は
、
参
加
し
た
五
年
生
、
六
年

生
の
三
名
全
員
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

毎
年
十
月
に
行
わ
れ
る
「
防
府
市
民
音
楽
祭
」
や
、
三
月
に
ア

ス
ピ
ラ
ー
ト
で
開
催
す
る
「
み
つ
ば
ち
合
唱
団
定
期
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
、
メ
ン
バ
ー
が
た
く
さ
ん
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
創
り
上

げ
る
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
緊
張
で
失
敗
し
て
も
、
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
成
長
し
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
お
祭
り
や
福
祉

施
設
で
歌
う
こ
と
も
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
、
聴
い

て
下
さ
る
皆
様
が
喜
ん
で

頂
け
る
こ
と
を
肌
で
実
感

で
き
る
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
府
市
華
浦
地
区
を
拠

点
に
し
て
、
活
動
中
で

す
。

　

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

防
府
市
文
化
協
会
と
伴
に
歩
ん
だ
半
世
紀

防
府
音
楽
連
盟　

代
表　

石
川　
　

功　

　

「
防
府
音
楽
連
盟
」
は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）
１

月
、
ユ
ネ
ス
コ
青
年
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、
そ
れ
ま
で
個
々
で

活
動
し
て
い
た
市
内
の
職
域
音
楽
グ
ル
ー
プ
が
、
「
音
楽
を
自

分
た
ち
自
身
で
体
験
し
理
解
し
よ
う
、
そ
し
て
市
内
の
音
楽
グ

ル
ー
プ
の
結
束
を
図
り
、
音
楽
活
動
を
通
し
て
地
域
文
化
の
一
助

と
な
ろ
う
。
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
手
を
結
び
、
「
防
府

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
連
盟
」
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
年
）
か
ら
は
現
在
の
名
称
に
改
称
し
ま
し
た
。

　

連
盟
の
発
足
当
初
は
「
防
府
の
文
化
を
高
め
る
会
」
、
そ
の
後

創
立
さ
れ
た
「
防
府
市
文
化
協
会
」
に
は
、
本
連
盟
の
基
本
理
念

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
防
府
市
の
文
化
振
興
に
関
す
る
活
動
を
通

じ
て
伴
に
歩
み
、
市
内
外
の
地
域
文
化
向
上
行
事
の
事
業
計
画
や

企
画
等
、
ま
た
、
演
奏
を
通
し
て
「
防
府
市
民
音
楽
祭
」
、
「
松

崎
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
な
ど
様
々
な
地
域
行
事
に
率
先
し
て
参
加

し
、
市
内
外
で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
輪
を
拡
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
九
月
に
は
、
本
連
盟
に
在
籍
し
て
い
る
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
フ

ル
・
バ
ン
ド
「
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
カ
ウ
ン
ト
・
エ
ー
ス
」
の
結
成
五
十
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
連
盟
の
活

動
が
無
事
半
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
当
協
会

の
団
体
会
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
頂

い
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
連
盟
発
足
当
初
の
会
員
、
諸
先
輩
方
が
未
来
に

望
ん
だ
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
活
動
理
念
か
ら
離
れ
る
こ
と
な

く
、
古
き
を
訊
ね
、
ま
た
、
日
々
誕
生
し
て
は
消
え
、
進
化
し
て

い
く
音
楽
形
態
に
も
適
応
で
き
る
よ
う
会
員
一
同
が
研
鑽
を
重

ね
、
市
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
各
グ
ル
ー
プ
の
結
束

を
強
め
、
音
楽
活
動
を
通
し
て
の
地
域
文
化
進
行
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

日
本
ク
ー
ラ
ウ
協
会
山
口
支
部
活
動
報
告

　
　

日
本
ク
ー
ラ
ウ
協
会
山
口
支
部　

会
長　

田
上　

紳　

　

平
成
二
十
九
年
三
月
に
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
の
リ
ハ
ー
サ
ル
室
で
、

第
一
回
日
本
ク
ー
ラ
ウ
協
会
山
口
支
部
総
会
及
び
演
奏
会
を
開
催

し
て
以
来
、
昨
年
の
三
月
十
日
（
日
）
十
八
時
三
十
分
よ
り
、
ア

ス
ピ
ラ
ー
ト
の
三
階
ホ
ー
ル
で
第
三
回
総
会
・
演
奏
会
を
行
な
え

る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

当
会
は
、
日
本
ク
ー
ラ
ウ
協
会
の
会
長
で
あ
る
フ
ル
ー
テ
ィ
ス

ト
の
田
上
紳
の
防
府
市
永
住
を
機
に
、
山
口
県
に
作
曲
家
ク
ー
ラ

ウ
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
よ
り
少
し
後
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
作
曲
家
）

の
業
績
や
、
彼
の
作
品
を
紹
介
し
、
一
回
で
も
多
く
ク
ー
ラ
ウ
の

曲
目
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
設
立
し
、
活
動
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

防
府
市
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
防
府
だ
け
に
留

ま
ら
ず
に
、
山
口
県
内
に
作
曲
家
ク
ー
ラ
ウ
を
拡
め
た
い
と
思

い
、
支
部
会
長
に
、
山
口
市
で
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
先

生
で
あ
る
樫
田
史
郎
氏
に
お
願
い
し
、
評
議
員
に
六
名
の
音
楽
家

や
音
楽
愛
好
家
に
協
力
戴
き
な
が
ら
、
便
宜
に
評
議
員
会
で
の
話

し
合
い
の
元
、
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
会
員
に
は
プ
ロ
の

音
楽
家
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音
楽
好
き
の
方
は
も
と
よ
り
、
ま
る
き

り
音
楽
を
や
っ
た
事
の
な
い
人
も
多
数
会
員
に
な
り
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

第
三
回
音
楽
会
は
、
第
一
部
は
二
台
の
ピ
ア
ノ
で
ク
ー
ラ
ウ
唯

一
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
。
第
二
部
の
ピ
ア
ノ
独
奏
で
は
、
ク
ー
ラ
ウ

の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
作
品
１
２
７
や
ソ
プ
ラ
ノ
独
奏
な
ど
、

ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
会
の
中
で

は
、
高
度
な
専
門
性
の
高
い
曲
が
続
き
ま
す
が
、
音
楽
に
余
り
縁

が
な
か
っ
た
人
に
も
充
分
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
音
楽
会
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
程
、
ク
ー
ラ
ウ
の
音
楽
に
は
自
分
自
身
を
見
直
す
何
か

が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
私
達
と
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
新
し
い
ご
自

分
の
生
き
方
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
ク
ー
ラ
ウ
協
会
へ
の

ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
尚
、
三
月
十
日
、
十
八
時

三
十
分
開
催
の
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
の
音
楽
会
は
入
場
無
料
で
す
。
多

数
の
入
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。
）

日
本
ク
ー
ラ
ウ
協
会

み
つ
ば
ち
合
唱
団

防
府
音
楽
連
盟
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日
本
舞
踊　

茜
屋
出
雲
流
茜
会
防
府
支
部

　
　
　
　
　
　

執
筆
者　

出
雲
松
帆
月　

上
田　

清
子　

　

茜
屋
出
雲
流
の
御
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
茜
屋
出
雲

流
家
元
出
雲
松
扇
は
、
歌
舞
伎
の
名
門
大
和
屋
八
世
、
坂
東
三
津

五
郎
師
よ
り
、
坂
東
弥
之
輔
の
名
を
許
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
、
茜

屋
出
雲
流
を
創
流
。
今
年
で
四
十
四
周
年
を
迎
え
て
お
り
、
全
国

北
は
東
北
、
南
は
沖
縄
ま
で
、
二
十
七
支
部
の
会
員
に
よ
っ
て
活

動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
よ
り
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
防
府
支
部
茜
会
と
し

て
、
出
雲
松
賀
・
出
雲
松
姿
・
出
雲
松
帆
月
三
名
の
直
門
名
取

は
、
防
府
市
文
化
協
会
団
体
会
員
と
な
る
と
と
も
に
、
防
府
邦
楽

舞
踊
連
盟
に
も
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
き
、
防
府
市
文
化
協
会
主

催
事
業
の
防
府
市
民
文
化
祭
「
邦
楽
の
会
」
に
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
又
、
防
府
天
満
宮
の
裸
坊
祭
り
の
奉
納
邦

楽
演
奏
会
や
、
毎
年
夏
の
風
物
詩
と
し
て
の
防
府
お
ど
り
に
も
、

お
弟
子
さ
ん
と
と
も
に
、
「
ち
ょ
る
ち
ょ
る
や
っ
ち
ょ
る
お
ど
っ

ち
ょ
る
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
夏
の
夜
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
で
毎
年
一
回

春
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室

が
舞
踊
の
会
を
開
催
し
、
日

本
舞
踊
の
素
晴
し
さ
を
広
く

世
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
く
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
カ
ウ
ン
ト
・
エ
ー
ス
の
軌キ
セ
キ跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

桑
原　

一
朗　

　

平
成
三
十
年
九
月
九
日　

防
府
市
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
、

「
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
カ
ウ
ン
ト
・
エ
ー
ス
結
成
五
十
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
、
練
習
・
演
奏
し
続
け
た
メ
ン
バ
ー
と
、
長
く
ご
支
援
頂
い
た

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

月
曜
日
と
木
曜
日　

夜
八
時
か
ら
十
時
。
週
二
回
の
練
習
日
、

結
成
当
初
か
ら
変
わ
り
な
い
。
こ
の
時
間
と
空
間
に
入
り
込
む

と
、
年
齢
・
職
業
・
音
楽
へ
の
方
向
性
も
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
、

一
曲
を
仕
上
げ
る
為
に
見
事
に
合
体
変
身
す
る
。
そ
ん
な
不
思
議

な
現
象
が
起
こ
る
の
だ
。
こ
れ
を
体
感
す
る
と
、
完
全
に
は
ま
っ

て
し
ま
う
、
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
で
す
。

　

一
人
一
人
が
、
自
己
練
習
で
自
分
に
磨
き
を
掛
け
た
技
を
、

ぶ
っ
つ
け
合
う
。
そ
れ
が
練
習
場
な
の
で
あ
る
。

　

結
成
当
初
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
市
民
音
楽
の
夕

べ
」
（
現
市
民
音
楽
祭
）
が
初
ス
テ
ー
ジ
。
以
来
色
ん
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
演
奏
し
て
き
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
四
十
年
台
の
防
府
市
内
に
は
、
社
会
人

バ
ン
ド
（
職
域
の
企
業
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
編
成
）
が
群
雄
割
拠
し
て

い
た
。
広
政
鉄
工
所
ダ
ー
ク
パ
ー
ル
ズ
。
協
和
発
酵
ブ
ル
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ツ
。
大
村
印
刷
Ｏ
Ｐ
Ｃ
ブ
ル
ー
レ
イ
ン
ズ
防
府
市
役
所
ブ

ル
ー
フ
ェ
ロ
ー
ズ
。
そ
こ
へ
、
新
し
く
、
音
楽
好
き
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
る
市
民
バ
ン
ド
と
し
て
、
防
府
キ
ュ
ー
バ
ン
ボ
ー
イ
ズ

（
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
）
が
誕
生
し
た
。
以
後
、
女
性
ボ
ー
カ
ル
の
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し
、
名
称
か
ら
「
ボ
ー
イ
ズ
」
が
無
く
な
り
。
ラ
テ
ン
ナ

ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ズ
も
ロ
ッ
ク
も
ポ
ッ
プ
ス
も
歌
謡
曲

も
と
演
奏
ジ
ャ
ン
ル
も
バ
ン
ド
編
成
も
拡
大
し
た
。

　

現
在
は
、
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
を
防
府
シ
テ
イ
バ
ン
ド
と
読
み
、
会
の
名

称
。
バ
ン
ド
名
を
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
カ
ウ
ン
ト
・
エ
ー
ス
に
落
ち
着
い
て
い

る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
耀
け
ば
、
バ
ン
ド
が
耀
く
。
メ
ン
バ
ー
は
不
揃

い
の
歯
車
。
し
か
し
こ
れ
が
噛
合
い
、
回
り
出
す
と
個
人
で
は
出

せ
な
い
、
何
倍
も
の
パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
る
。

　

決
し
て
妥
協
で
は
な
く
、
お
互
い
の
信
頼
と
支
援
と
尊
敬
の
上

に
成
り
立
つ
サ
ウ
ン
ド
つ
く
り
。

　

そ
れ
が
Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
の
目
指
す
も
の
だ
。

茜
屋
出
雲
流 

茜
会

Ｈ.

Ｃ.

Ｂ
カ
ウ
ン
ト
・
エ
ー
ス

『
会
員
募
集
中
』

　
　
　
　
　
　

山
頭
火
讃
歌
隊　
　

代
表　
　

伊
達　

英
二　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
者　

桑
原　

一
朗　

　　

山
頭
火
讃
歌
隊
は
、
平
成
十
四
年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
、
山
頭

火
の
句
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
、
合
唱
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

主
に
、
『
ふ
る
さ
と
』
と
『
花
』
の
句
を
選
ん
で
歌
っ
て
お
り

ま
す
。
練
習
日
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
の
水
曜
日
に
、
勝
間
公
民

館
に
て
、
十
八
時
三
十
分
～
二
十
時
三
十
分
ま
で
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
結
成
以
来
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
活
動
で
き
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
今
会
員
募
集
中
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
勝
間
公
民

館
（
二
三
‐
五
一
二
四
）
か
代
表
伊
達
（
二
二
―
〇
八
五
四
）
ま

で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

山
頭
火
讃
歌
隊
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古い
に
し
えの
漢
詩
を
吟
じ
る
素
晴
し
さ
を
学
ぶ　
　
　
　
　

　

鷲
朋
吟
詠
会
防
府
総
支
部　

代
表　

高
橋　

岳
鴬　

　

吟
詠
と
は
詩
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
喜
び
や
哀
し
み
、
感
動
し

た
心
を
吟
者
が
感
じ
声
に
出
し
て
詩
の
意
味
を
表
現
す
る
も
の
で

す
。

　

お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま

す
。
新
鮮
な
空
気
を
た
く
さ
ん
吸
い
込
む
こ
と
で
、
内
臓
の
働
き

が
良
く
な
り
体
調
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
進
む

中
、
お
年
寄
り
に
も
手
軽
に
で
き
て
、
生
涯
学
習
と
し
て
最
適
で

す
。

　

日
本
古
来
よ
り
伝
わ
る
（
漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
を
学
び
、
遠
い

古
え
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
先
人
の
志
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
教
室
を
見
学
し
て
下
さ
い
。

　

団
体
は
、
防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟
に
所
属
し
、
行
事
と
し
て
は
、

建
国
記
念
吟
詠
大
会
、
観
月
会
大
会
ほ
か
、
防
府
市
文
化
協
会
主

催
事
業
で
あ
る
防
府
市
民
文
化
祭
と
地
域
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
会

員
の
勉
強
の
成
果
を
発
表
す
る
（
温
習
会
）
に
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
発
表
の
場
に
参
加
で
き
る
喜
び
を
参
加
者
一
同
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

一
昨
年
に
は
、
「
山
頭
火
ふ
る
さ
と

館
」
の
落
成
式
に
俳
句
『
ふ
る
さ
と
』

を
吟
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
防
府
市
の
文
化
向
上
に

微
力
な
が
ら
協
力
し
て
参
り
ま
す
。　

　

今
後
と
も
変
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
増
進
と
脳
の
活
性
化
！
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

防
府
岳
誠
会　

林　
　

昭　

岳　

　

防
府
岳
誠
会
は
詩
吟
の
会
で
す
。
昭
和
四
十
二
年
創
立
で
す
。

こ
の
頃
詩
吟
ブ
ー
ム
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
頃
で
、
私
た
ち
の

会
も
人
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
三
百
人
を
越
え
る
会
員
数
で
し
た
。

漢
詩
や
和
歌
、
俳
句
等
を
複
式
呼
吸
で
腹
の
底
か
ら
歌
い
上
げ
る

の
が
詩
吟
で
す
。
呼
吸
や
発
声
が
体
に
良
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
漢
詩
や
和
歌
な
ど
を
と
お
し
て
、
歴
史
や
歴
史

上
の
人
物
像
が
学
べ
る
等
々
、
と
て
も
楽
し
く
生
き
甲
斐
に
な
る

趣
味
で
す
。
年
二
～
三
回
の
発
表
会
や
建
国
記
念
吟
詠
大
会
、
観

月
吟
詠
大
会
等
々
市
内
の
吟
詠
家
が
集
ま
る
大
会
も
あ
り
、
楽
し

く
張
り
の
あ
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
十
五
ヶ
所
の
教
場
で
、
週
一
回
詩
吟
の
勉
強
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
若

い
人
に
詩
吟
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
策
を
考
え
、
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
る
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
天
神
山
公
園
歌
碑
め
ぐ
り
」
、
「
防
府
八
景
」
、

「
望
東
尼
も
の
が
た
り
」
、
「
山
頭
火
句
碑
め
ぐ
り
」
等
々
の
映

像
と
と
も
に
吟
じ
る
構
成
吟
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。　

　

複
式
呼
吸
に
よ
っ
て
内
臓
機

能
が
改
善
さ
れ
、
腹
か
ら
の
発

声
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
解

消
、
さ
ら
に
歴
史
が
学
べ
、
感

性
が
磨
か
れ
る
詩
吟
。
皆
さ
ん

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

唄
い
ま
し
ょ
う
日
本
の
心
民
謡
を

　
　
　
　
　
　
防
長
民
謡
会 

会
主　
永
田　
玲
秀　

　　

昨
年
十
一
月
四
日
、
第
四
十
九
回
「
邦
楽
の
会
」
が
無
事
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誠
に
嬉
し
い
の
と
感
謝
で
す
。

一
年
の
目
標
の
し
め
く
く
り
が
、
邦
楽
の
会
で
あ
り
新
た
な
年
の

目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

　

お
客
様
に
感
動
し
て
楽
し
ん
で
頂
け
る
舞
台
が
出
来
上
が
る
よ

う
に
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

防
長
民
謡
会
は
、
発
足
し
て
四
十
数
年
の
月
日
が
た
ち
ま
す
。

一
時
は
、
百
名
を
超
え
る
程
の
民
謡
人
口
で
し
た
が
、
近
年
は
高

齢
化
で
減
少
。
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に
唄
っ
て
欲
し
い
で
す
。

声
を
だ
す
事
は
健
康
に
な
れ
ま
す
。
年
の
初
め
の
初
唄
い
初
弾

会　

六
月
の
山
口
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
、
並
び
に
日
本
民
謡

発
表
会
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
教
室
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

佐
波
公
民
館
で
の

サ
ー
ク
ル
活
動
、

障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
未
来

に
繋
が
っ
て
欲
し

い
で
す
。

鷲
朋
吟
詠
会
防
府
総
支
部

日
本
吟
道
防
府
岳
誠
会

防
長
民
謡
会
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『
人
の
心
に
響
く
音
づ
く
り
を
目
指
し
て
』　
　
　
　
　
　
　

　

都
山
流
尺
八
楽 

範
山
会 

会
長　
　
　

小
林　

範
山　

　　

範
山
会
は
、
故
末
永
萬
山
師
の
指
導
の
も
と
小
林
範
山
を
中
心

に
邦
楽
（
尺
八
音
楽
）
を
愛
す
る
者
た
ち
が
集
い
昭
和
五
十
二
年

四
月
一
日
に
設
立
し
ま
し
た
。
邦
楽
舞
踊
連
盟
に
は
昭
和
六
十
二

年
四
月
に
入
会
を
許
可
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
会
員

（
十
一
名
）
は
日
々
の
稽
古
を
中
心
に
合
奏
勉
強
会
や
本
曲
コ
ン

ク
ー
ル
挑
戦
な
ど
諸
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
演
奏
技
術
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
声
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
人
そ
れ
ぞ
れ
の
声
（
音
色
）
が
あ

り
ま
す
。
尺
八
は
練
習
次
第
で
吹
奏
者
の
音
（
音
色
）
が
出
来
上

が
り
、
こ
の
出
来
上
が
っ
た
音
は
楽
器
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
人
の

音
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
尺
八
を
練
習
し
始
め
た
と
き
か
ら
そ
の

人
の
音
色
づ
く
り
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。
持
っ
て
生
ま
れ
た
声

は
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
尺
八
は
自
分
だ
け
の
音
を
つ

く
る
面
白
さ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
音
は
練

習
に
よ
っ
て
磨
か
れ
、

美
し
く
艶
の
あ
る
音
に

も
な
り
『
人
の
心
に
響

く
音
』
に
も
な
り
ま

す
。
音
づ
く
り
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

よ
り
良
い
音
づ
く
り
を

目
指
し
て
会
員
一
同
精

進
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
吟
舞
曽
光
流　
　

本
部
会
長　

曽
光　

恵
一　

　

防
府
の
文
化
を
高
め
る
会
を
、
防
府
市
文
化
振
興
財
団
と
防

府
市
文
化
協
会
へ
発
展
的
に
移
行
す
る
形
で
、
防
府
市
文
化
協
会

が
設
立
さ
れ
、
二
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
主
要
な
行
事
で
あ
る
防
府
市
民
文
化
祭
の
邦
楽
の

会
で
は
、
毎
年
一
定
な
時
間
を
割
り
当
て
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
防
府
曽
光
会
で
は
邦
楽
の
会
へ
の
出
演
を
非

常
に
大
切
に
し
、
こ
の
出
演
を
年
間
の
目
標
に
し
て
日
頃
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
明
治
維
新
百
五
十
周
年
に
当
た
り
、
構

成
吟
舞
「
維
新
の
志
士
」
を
九
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
吟
剣
詩
舞
で
は
雰
囲
気
を
出
す
た
め
琴
と
尺
八
の
演
奏

が
不
可
欠
で
す
。
す
ば
ら
し
い
詩
吟
と
演
奏
を
し
て
い
た
だ
く
詩

吟
及
び
琴
、
尺
八
の
先
生
方
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
六
月
に
は
、
日
本
吟
舞
曽
光
流
曽
光
会

が
、
多
年
防
府
の
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
そ
の
向
上
に
寄
与
し

た
と
い
う
こ
と
で
、
防
府
市
長
、
防
府
市
文
化
協
会
長
連
名
で
の

表
彰
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
二
代
目
宗
家

曽
光
可
恵
、
三
代
目
曽
光
可
貴
の
指
導
体
制
で
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
正
月
の
初
舞
会
、
夏
の
ゆ
か
た
会
、
二
～
三
年
に
一

度
の
発
表
会
、
建
国
記
念
日
防
府
詩
吟
連
合
会
吟
詠
大
会
、
観
月

会
、
天
満
宮
奉
納
演
舞
会
（
防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟
）
、
地
域
の
文

化
祭
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
養
護
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
防
府
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
「
人
・
ま
ち
元
気　

誇
り
高
き
文
化
産
業
都
市　

防
府
」
に

強
く
繋
が
っ
て
行
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
防
府
の
地
が
、
文
化

の
香
り
高
き
地
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
、
防
府
文
化
協
会
の
益
々

の
充
実
・
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

都
山
流
尺
八
楽
範
山
会

日
本
吟
舞
曽
光
流
曽
光
会

邦
楽
舞
踊
連
盟
盛
衰
記

　
　
　

防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟　

会
長　
　

中
尾　

岳
奨　

　

先
哲
の
努
力
と
工
夫
に
よ
り
、
立
派
に
洗
練
さ
れ
た
邦
楽
と
舞

踊
の
演
技
、
此
の
催
し
に
参
加
し
、
出
演
し
て
感
激
し
、
感
動
し

て
参
り
ま
し
た
。
見
事
に
洗
練
さ
れ
た
演
技
に
、
此
の
分
野
に
籍

を
置
き
、
自
ら
も
演
技
が
出
来
、
感
動
を
覚
え
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
に
些
か
の
誇
り
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

防
府
市
公
会
堂
の
催
し
物
の
中
で
も
歴
史
の
古
い
邦
楽
舞
踊
の

大
会
に
独
特
の
雰
囲
気
を
持
つ
邦
楽
部
門
に
参
加
し
お
世
話
出
来

た
私
は
幸
せ
者
で
あ
り
ま
す
。

　

即
ち
主
催
、
出
演
双
方
の
仕
事
が
出
来
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
り

ま
す
。
今
年
は
、
維
新
百
五
十
年
の
各
種
行
事
や
催
し
物
が
企
画

さ
れ
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
は
全
て
一
過
性
の
も
の

で
あ
り
歴
史
の
重
み
を
感
ず
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
邦
楽
に

は
独
特
の
も
の
を
感
じ
、
歴
史
の
重
み
も
感
じ
ま
す
。
遠
く
は
神

代
の
時
代
か
ら
今
日
に
到
る
ま
で
悠
久
の
流
れ
が
あ
る
の
で
す
。

私
達
は
此
の
時
代
に
此
の
分
野
で
活
る
こ
と
に
無
常
の
喜
び
を
感

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
楽
し
か
り
き
邦
楽
連
盟
、
嬉
し
か
り
き
邦

楽
連
盟
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
共
に
楽
し
み
、
共
に
慶
び
な
が

ら
、
睦
み
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
此
の
会
を
楽
し
み
な
が
ら
更

な
る
伸
展
を
図
り
お
互
い
の
融
和
と
親
睦
を
求
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。
平
成
三
十
年
の
区
り
と
元
号
改
定
の
時
節
柄
、
良
い
も
の
に

は
更
に
研
き
を
か
け
、
悪
習
は
改
め
乍
ら
私
達
の
愛
す
る
邦
楽
舞

踊
連
盟
の
伸
展
を
目
指
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
連
盟

は
永
久
に
不
滅
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
合
っ
て
輝
か
し
い
邦

楽
舞
踊
連
盟
を
更
に
立
派
な
団
体
と
し
て
後
に
続
く
人
々
に
継
承

し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

邦
楽
舞
踊
連
盟
光
輝
あ
れ
‼
連
盟
の
演
技
に
参
加
し
た
者
の
達

成
感
、
満
足
感
、
参
加
し
た
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。
躍

動
感
と
歴
史
の
深
み
の
あ
る
邦
楽
の
魅
力
を
味
わ
い
に
会
場
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
壮
重
で
歴
史
の
あ
る
邦
楽
の
躍
動
感
へ
の
ご
来

場
と
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟
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和
歌
奈
会
の
「
色
」

和
歌
奈
会
代
表 

山
野
安
珠
美　

　

和
歌
奈
会
の
会
主
、
母
、
山
野
歌
奈
女
が
他
界
し
て
、
も
う
す

ぐ
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

短
く
も
あ
り
長
く
も
あ
っ
た
こ
の
二
年
。
会
員
と
共
に
、
母
が

伝
え
て
く
れ
た
沢
山
の
こ
と
を
胸
に
、
箏
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し

た
。
新
し
い
仲
間
が
増
え
た
り
、
様
々
な
演
奏
の
機
会
を
頂
け
た

こ
と
は
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
邦
楽
舞
踊
連
盟
・
文

化
協
会
の
皆
様
の
温
か
な
励
ま
し
や
お
導
き
に
も
支
え
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
が
い
る
頃
の
よ
う
な
十
分
な
環
境
で
な
い
中
、
夫
々
が
手
探

り
で
積
み
重
ね
て
得
た
も
の
は
、
個
の
変
化
と
成
長
、
団
結
力

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ふ
と
し
た
瞬
間
、
音
色
、
演
奏
に

〝
和
歌
奈
会
の
色
〟
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

皆
、
一
人
一
人
と
丁
寧
に
向
き
合
い
、
音
楽
に
対
し
て
ど
こ
ま
で

も
探
究
し
続
け
た
母
の
生
き
た
証
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
指
導
者
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
箏
を
弾
き

た
い
と
い
う
想
い
が
そ
こ
に
あ
る
限
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自

分
に
出
来
る
こ
と
を
、
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
で
和
歌
奈
会
は
五
十
年
を
迎

え
ま
し
た
。
一
緒
に
が
叶
わ
な
い
の

は
本
当
に
残
念
で
す
が
、
継
承
の
思

い
で
少
し
ず
つ
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
進
ん
で
ゆ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
文
化
、
邦
楽
の
発
展
と 

　
　
　
　
　
　
　

中
山
歌
翠
先
生
の
若
さ
の
秘
訣
（
源
）

　
　
　

萠
え
ぎ
会　
　

藤
村　

歌
祥　

　

萠
え
ぎ
会
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
結
成
。
現
在
「
防
府
邦
楽
舞

踊
連
盟
」
「
防
府
市
文
化
協
会
」
「
山
口
市
徳
地
文
化
協
会
」
に

加
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
五
十
周
年
を
迎
え
、
中
山
先
生
の
御
指
導
の
も
と
二
十

数
名
が
日
々
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
全
国
知
事
会
、
県
庁
県
政
資
料
館
落
成
記
念
式

典
、
大
村
能
章
ま
つ
り
、
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
こ
け
ら
落
し
、
武
道

館
記
念
式
典
、
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
音
響
し
ら
べ
、
徳
地
文
化
ホ
ー

ル
、
国
立
山
口
徳
地
青
青
少
年
自
然
の
家
、
高
川
学
園
、
そ
の
他

沢
山
の
式
典
等
、
又
国
際
交
流
、
国
際
ユ
ネ
ス
コ
大
会
、
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
、
福
祉
施
設
等
で
協
力
演
奏
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
文
化
育
成
事
業
で
市
内
外
の
小
中
学
校
で
、
日
本
伝

統
音
楽
の
邦
楽
授
業
を
指
導
し
、
普
及
に
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
私
た
ち
も
高
齢
化
が
進
み
、
若
者
の
加
入
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
塾
や
習
い
事
も
近

代
的
に
な
り
、
邦
楽
に
は
中
々
眼
を
向
け
て
も
ら
え
な
い
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　

中
山
先
生
の
情
熱
的
な
指
導
の
姿
や
お
元
気
な
姿
、
い
つ
ま
で

も
お
し
ゃ
れ
で
美
し
い
姿
、
先
生
自
身
何
事
に
も
積
極
的
で
研
修

に
励
ま
れ
る
姿
は
見
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活

に
追
わ
れ
お
稽
古
も
ま
ゝ
な
ら
な
い
私
た
ち
は
、
若
い
世
代
の
入

会
を
待
ち
望
み
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
会
員
一
同
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
芸
術
に
国
境
な
し
！
」

上
田
流
尺
八
道 

菅
友
会 

会 

長　

永
田　

菅
堂　

　

我
が
国
は
長
い
歴
史
と
文
化
を
有
す
る
誇
る
べ
き
国
で
す
。

こ
の
文
化
は
他
の
国
々
と
の
良
好
な
交
流
に
よ
り
独
自
の
発
達
を

遂
げ
、
長
年
に
亘
る
先
人
の
改
良
・
工
夫
に
よ
り
培
わ
れ
て
き
た

努
力
の
結
晶
で
す
。
尺
八
は
我
が
国
の
伝
統
音
楽-

邦
楽
の
一
翼

を
担
う
楽
器
で
あ
り
ま
す
が
、
厳
密
に
は
日
本
発
祥
の
伝
統
楽
器

で
は
な
く
、
古
代
中
国
唐
代
初
期
に
現
わ
れ
た
雅
楽
器
を
源
流
と

し
、
日
本
に
は
奈
良
時
代
に
唐
楽
の
演
奏
用
と
し
て
伝
来
し
そ
の

後
、
室
町
中
期
ご
ろ
に
、
南
中
国
か
ら
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
る
竹

笛
も
加
わ
り
長
い
年
月
の
変
遷
を
経
て
江
戸
期
に
は
普
化
宗
の
法

器
と
し
て
宗
教
音
楽
に
用
い
ら
れ
、
明
治
時
代
に
は
古
典
本
曲
の

一
部
と
外
曲
や
近
代
本
曲
が
確
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
西
洋
音
楽

と
も
融
合
し
て
芸
術
音
楽
に
入
り
、
そ
の
他
こ
れ
ら
と
は
ま
っ
た

く
別
に
、
民
謡
尺
八
と
よ
ば
れ
る
民
俗
音
楽
、
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
ど
の
大
衆
音
楽
に
も
活
躍
の
場
が
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
尺
八
は
、
他
の
伝
統
楽
器
や
洋
楽
器
と
と
も
に
、

民
俗
か
ら
芸
術
ま
で
、
古
典
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
、
独
奏
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
組
合
せ
に
よ
る
合
奏
ま
で
国
内
外
で
広
く
用
い
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
規
模
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
防
府
市
に
お
き

ま
し
て
も
外
国
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
姉
妹
都
市
縁
組
や
高
校
生

の
語
学
研
修
派
遣
を
は
じ
め
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
民
間
交
流
も
拡

大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
邦
楽
の
分
野
で
も
来
防
の
外
国
か
ら
の
皆

さ
ん
に
伝
統
音
楽
を
鑑
賞
し
て
頂
く
機
会
が
増
え
て
お
り
嬉
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
際
し
、
防
府
市
は
セ
ル
ビ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

な
り
、
多
方
面
で
交
流
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
二
月
に
は
セ
ル
ビ
ア
か
ら
ロ
ー
ラ
民
族
音
楽
舞
踊
団
が
来

防
し
、
そ
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
折
り
、
当
協
会
は
尺
八
演
奏

を
は
じ
め
日
本
舞
踊
・
民
謡
浜
子
う
た
を
披
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
演
奏
後
の
若
き
団
員
の
皆
さ
ん
と
の
熱
い
握
手
に
芸
術
に
は

国
境
が
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
一
夜
で
し
た
。

萌
え
ぎ
会

上
田
流
尺
八
道
菅
友
会

和
歌
奈
会

−49−



防
府
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
浜
子
う
た
」

浜
子
う
た
保
存
会
会
長　

古
谷　

昇　

　

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
年
）
毛
利
氏
の
三
白
政
策
に
よ
り

防
府
に
築
造
さ
れ
た
入
浜
式
塩
田
は
、
永
い
間
地
域
の
産
業
経

済
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）
に

二
百
六
十
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
そ
の
後
昭
和
四
十
二
年
、

「
浜
子
」
塩
田
作
業
員
の
最
も
過
酷
な
春
の
地
盤
ご
し
ら
え
作
業

に
合
わ
せ
て
唄
っ
て
い
た
労
働
歌
「
浜
子
う
た
」
が
防
府
市
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

以
来
「
浜
子
う
た
」
は
、
全
国
民
謡
大
会
、
国
民
文
化
祭
民
謡

民
舞
の
祭
典
な
ど
全
国
で
出
演
を
重
ね
、
姉
妹
都
市
安
芸
高
田
市

の
文
化
祭
や
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
招
か
れ
た
。
防
府
市
制
八
十
周
年
の
昨
年
に

は
「
浜
子
う
た
保
存
会
」
が
特
別
功
労
賞
を
受
章
し
た
。

　

文
化
財
指
定
か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
日
、
指
導
者
は
二
代
目
、

三
代
目
が
引
き
継
ぎ
、
今
な
お
月
一
回
程
度
の
伝
習
会
や
毎
年
秋

の
塩
田
ま
つ
り
、
市
民
文
化
祭
、
天
満
宮
の
あ
と
ま
つ
り
に
出
演

し
顕
彰
と
継
承
に
励
ん
で
い
る
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
民
謡
は
昨

今
疎
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
地
域
の
若
者

が
「
浜
子
う
た
」
継
承
者
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
保

存
会
事
務
局
で
唄
の
練
習
用
Ｃ
Ｄ
が
複
写

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
電
話
２
５
―
２
２
３
７
文
化
財
保
護
係
）

日
本
舞
踊
若
柳
流　

吉
冬
貴
の
会

　

修
練
の
成
果
、
宇
部
や
周
南
の
舞
台
で
披
露

　

会
主　

若
柳　

吉
冬
貴　

　

当
会
は
、
日
本
舞
踊
若
柳
流
の
日
舞
を
学
ぶ
会
で
一
九
九
五
年

に
「
柳
貴
会
」
と
し
て
発
足
し
、
二
〇
〇
九
年
に
「
吉
冬
貴
の

会
」
と
改
名
し
ま
し
た
。
十
一
歳
か
ら
八
十
六
歳
ま
で
の
会
員
た

ち
が
、
古
典
舞
踊
を
は
じ
め
、
新
舞
踊
、
民
謡
舞
踊
を
稽
古
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
た
ち
は
山
口
県
芸
術
祭
や
防
府
市
、
周
南
市
の
文
化
祭
、

防
府
天
満
宮
で
開
か
れ
る
奉
納
邦
楽
演
奏
会
な
ど
に
出
演
。
老
人

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
も
行
う
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
名
取
の
面
々
は
下
関
市
の
先
帝
祭
で
太
夫
に
選
ば
れ
た

り
、
県
内
外
の
舞
踊
公
演
で
修
練
の
成
果
を
披
露
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
二
月
十
六
、
十
七
日
に
東
京
の
国
立
劇
場
大
劇

場
で
日
本
舞
踊
協
会
公
演
、
五
月
十
九
日
に
宇
部
渡
辺
翁
記
念
会

館
で
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
参
加
・
山
口
県
日
本
舞
踊
公
演
、

十
一
月
十
日
に
は
周
南
市
文
化
会
館
で
周
南
邦
舞
連
盟
舞
踊
公
演

に
出
演
し
ま
す
。

　

日
舞
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
取
り
組
み
、
防
府
市

立
右
田
小
学
校
の
正
課
ク
ラ
ブ
で
の
指
導
は
３
年
目
に
な
り
ま

す
。
児
童
の
み
な
さ
ん
と
和
や
か
に
交
流
し
な
が
ら
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
は
新
舞
踊
の
師
範
の
資
格
を
持
つ
当
会
会
員
が
「
祐
矢

の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
防
府
市
文
化
協
会
に
加
入
し
ま
し
た
。
と

も
に
精
進
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
舞
台
を
見
て
い
た
だ
け
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

浜
子
う
た
保
存
会

吉
冬
貴
の
会

二
十
年
を
振
り
返
っ
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
鶴
の
会　
　

会
主　

花
柳　

扇
千
鶴

　

二
十
年
前
と
い
え
ば
、
私
は
ま
だ
ま
だ
新
米
で
、
先
輩
先
生
方

の
背
中
を
一
生
懸
命
追
い
か
け
な
が
ら
、
色
々
御
指
導
頂
き
、
ま

た
御
自
身
の
苦
労
、
経
験
さ
れ
た
事
を
楽
し
く
話
し
て
頂
い
た
事

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
防
府
市
文
化
協
会
へ
入
会
さ
せ
て
頂
き
、

お
陰
さ
ま
で
諸
先
輩
先
生
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
信
頼
で
き
る
同

会
の
方
々
と
共
に
話
し
合
い
、
ご
相
談
し
何
事
も
進
め
て
行
く
事

が
で
き
ま
す
。

　

お
こ
が
ま
し
く
も
、
「
防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
記
念

誌
」
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

「
千
鶴
の
会
」
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
に
旧
小
郡
町
で
発

足
し
活
動
を
初
め
、
昭
和
五
十
年
に
防
府
市
に
移
し
本
年
で
五
十

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
実
際
に
舞
踊
公
演
活
動
し
て
い
る
行
事
と
し
て
は
、
毎

年
「
千
鶴
の
会　

勉
強
会
」
開
催
、
「
防
府
お
ど
り
」
参
加
、
防

府
市
文
化
協
会
主
催
事
業
の
「
邦
楽
の
会
」
と
「
防
府
天
満
宮
奉

納
舞
踊
会
」
出
演
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
養
老
院
施
設
慰

問
舞
踊
会
、
地
域
敬
老
会
、
盆
踊
り
等
に
参
加
し
地
域
伝
統
文
化

向
上
に
会
員
一
丸
と
な
り
、
舞
踊

行
事
に
積
極
的
に
活
動
の
輪
を
拡

げ
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
微
力
な
が
ら
、
後
輩

の
育
成
に
精
進
し
、
若
者
の
上
達

が
目
ざ
ま
し
く
嬉
し
く
、
代
々
へ

と
継
承
し
て
頂
く
よ
う
に
努
め
た

く
思
い
ま
す
。 千

鶴
の
会
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執
筆
者　

田
村　

直
樹　

　

二
〇
〇
一
年
の
山
口
き
ら
ら
博
で
人
生
変
わ
っ
た
な
～
っ
て
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
そ
の
一
人
か
な
。

『
山
口
元
気
伝
説
』
に
県
民
ダ
ン
サ
ー
で
出
演
。
そ
の
後
ダ
ン
ス

を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
先
生
に
出
会
い
育
て
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
踊
る
楽
し
さ
や
表
現
の
難
し
さ
。
刺
激
的
な
作
品
や
面

白
い
作
品
を
、
観
た
り
踊
っ
た
時
、
こ
ん
な
作
品
を
作
り
た
い
い

つ
し
か
先
生
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
の
資
格
を

取
得
。

　

流
行
り
の
曲
を
踊
っ
た
り
、
ソ
シ
ア
ル
を
踊
っ
た
り
、
踊
り
た

い
曲
を
見
つ
け
て
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
付
け
て
面
白
く
仕
上
げ
て
み

た
り
。
お
手
伝
い
で
発
表
会
に
出
演
し
た
り
。

　

ス
タ
ジ
オ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『Let the Good Tim

es 
Roll

』
「
楽
し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
」
で
す
。

　

本
職
で
は
な
い
の
で
空
い
た
時
間
し
か
練
習
出
来
ま
せ
ん
が
、

一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
る
仲
間
も
募
集
中
で
す
。
文
化
協
会
の
制
度

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
月
に
一
回
は
広
い
会
場
を
借
り

て
ス
テ
ー
ジ
を
想
定
し
た
練
習
も
し
て
い
ま
す
。
元
山
口
県
知
事 

二
井
関
成
先
生
よ
り
、kirara spirits

の
名
前
を
頂
き
、
ス
タ
ジ
オ

の
名
前
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
名
前
負

け
し
な
い
よ
う
に
作
品
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
や
発
表
会
に
も
出
演
し
ま

す
が
、
平
成
三
十
一
年
度
の
洋
舞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
観
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

牟
礼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会　
　

会
長　
　

西
山　

晉　

　

私
た
ち
の
会
は
、
例
会
に
皆
が
集
ま
っ
て
踊
り
を
楽
し
ん
で
い

る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
に
ぎ
や
か
な
会
で

す
。
普
段
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
自
分
た
ち
で
楽
し
む
目
的
で

踊
っ
て
い
ま
す
が
、
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
始
め
て
踊

り
に
対
す
る
取
り
組
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
に
見
て
も
ら
う

た
め
に
、
一
つ
一
つ
の
踊
り
を
丁
寧
に
踊
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
踊
り
を
大
切
に
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。

　

洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
始
め
て
二
十
年
近
く
に
な
り

ま
す
が
、
毎
年
の
積
み
重
ね
で
徐
々
に
で
す
が
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
二
月
。
私
た
ち
は
と
て
も
大
き
な
行
事
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

セ
ル
ビ
ア
ロ
ー
ラ
民
族
音
楽
舞
踊
団
と
防
府
市
の
交
流
事
業

は
、
防
府
市
と
防
府
市
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
の
甚
大
な
協
力
が

あ
っ
て
実
現
し
、
感
激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
加
盟
団
体
の
提
案
を
取
り
上
げ
、
市
民
活
動
に
ま
で
押
し
上

げ
て
下
さ
っ
た
文
化
協
会
の
皆
さ

ん
の
御
助
力
に
感
謝
し
、
文
化
協

会
に
加
盟
し
て
い
た
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
文
化
協

会
の
後
押
し
が
な
け
れ
ば
机
上
の

計
画
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
文
化
協
会
に
加

盟
し
活
動
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
会
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
命
を
感
じ
た
文
化
協
会
と
の
出
会
い

　
　

イ
ク
エ　

フ
ラ　

Ｐ
Ｄ
Ｃ　

会
長　

福
田　

育
恵　

　

平
成
十
八
年
、
洋
舞
に
出
演
い
た
し
ま
し
て
約
十
年
と
月
日
が

過
ぎ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
が
フ
ラ
を
始
め
て
多
く
の
出
会
い
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
と
の
出
会
い
は
、
洋
舞
の
会
に
入
会
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
開
催
す
る
、
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
観

劇
し
て
、
こ
の
舞
台
に
出
演
し
た
い
と
思
い
、
早
速
、
文
化
協
会

に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
洋
舞
の
会
の
こ
と
を
聞
き
、
入
り

た
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
伝
統
あ
る
洋
舞
の
会
に
入

会
す
る
に
は
、
洋
舞
の
会
の
会
長
さ
ん
、
会
の
代
表
の
方
に
認
め

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
入
れ
ま
せ
ん
。
当
時
、
私
は
佐
波
公
民
館

と
自
分
の
ス
タ
ジ
オ
で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
会
長
さ
ん
に
佐
波
公
民
館
で
の
レ
ッ
ス
ン
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
時
、
洋
舞
の
会
の
会
員
に
入
る
こ
と
を
認
め
て
い

た
だ
き
平
成
十
八
年
に
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
初
め
て
出
演
し

ま
し
た
。
夢
の
よ
う
な
出
来
事
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
十
年
。
フ
ラ
人
口
も
増
え
私
は
防
府
の
中
心
で
フ

ラ
を
広
め
た
い
と
思
い
、
ル
ル

サ
ス
の
広
場
で
、
平
成
二
十
九

年
か
ら
ナ
イ
ト
フ
ラ
を
実
行
し

ま
し
た
。
約
百
五
十
名
の
踊
り

手
と
、
お
客
様
と
で
防
府
の
街

が
輝
き
、
大
成
功
と
な
り
良

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
初

心
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

dance studio Kirara Spirits

牟
礼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

イ
ク
エ 

フ
ラ
Ｐ
Ｄ
Ｃ 
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ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
魅
力

　

カ
パ
ー
ク
ー
カ
ウ
イ
オ
ク
ゥ
プ
ア
レ
フ
ア　

主
宰 

周
田　

香
　

「
カ
パ
ー
ク
ー
カ
ウ
イ
オ
ク
ゥ
プ
ア
レ
フ
ア
」
は
、
ハ
ワ
イ
の
フ

ラ
の
師
よ
り
、
伝
統
的
な
フ
ラ
と
ハ
ワ
イ
文
化
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
、
ウ
ク
レ
レ
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
で
踊
る
現
代
フ
ラ
が

主
流
で
す
が
、
私
達
は
ハ
ワ
イ
で
古
い
時
代
か
ら
踊
ら
れ
て
い
た

古
典
フ
ラ
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　

古
典
フ
ラ
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
や
鮫
の
皮
を
貼
っ
て
作
ら
れ
る
ド
ラ

ム
の
伴
奏
で
踊
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
サ
ー
が
石
や
竹
な
ど
の
楽

器
を
使
い
詠
い
踊
る
ス
タ
イ
ル
も
あ
り
、
演
奏
者
や
ダ
ン
サ
ー
は
、

ハ
ワ
イ
語
を
正
し
く
発
音
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
練
習
で
は
、
フ
ラ
だ
け
で
な
く
ハ
ワ
イ
語
の
理
解
も
深

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
、
時

に
は
軽
快
に
踊
ら
れ
る
現
代
フ
ラ
、
そ
し
て
厳
粛
で
神
聖
な
迫
力

あ
る
古
典
フ
ラ
、
ど
ち
ら
も
観
る
人
々
に
癒
し
と
感
動
を
与
え
る

事
が
で
き
る
踊
り
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
の
最
大
の
魅
力
は
、
ダ
ン

サ
ー
達
が
幸
福
感
と
癒
し
を
感
じ
な

が
ら
、
仲
間
達
と
心
を
一
つ
に
し
て

踊
る
事
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
面

の
美
し
さ
を
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
だ

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
フ
ラ
の
魅
力

を
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
為
、
様
々

な
場
所
で
活
動
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

防
府
市
洋
舞
の
会　

会
長　

竹
尾　

耶
衣
子　

　

今
年
は
、
元
号
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
た
、
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
、
わ
く
わ
く
し
て
お
り
ま
す
。
・
・
・

時
の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
・
・
・
、
歌
の
文
句
で
は
な
い
け
れ

ど
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
行
き
、
防
府
市
洋
舞
の
会
も

結
成
か
ら
二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
前
会
長
青
木
昭
代
さ
ん
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
会

の
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
当
時
幼
稚
園
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
が
、
現
在
大
人
に
成
長
し
、
先
生
と
し
て
指
導
者
と
な
り
、

生
徒
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
発
表
会
に
取
組
ま
れ
て
い
る
姿
を
見
る

こ
と
が
出
来
、
心
暖
ま
る
思
い
で
す
。
我
が
子
の
よ
う
に
自
分
が

教
え
た
生
徒
が
指
導
者
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
生
徒
で
あ
っ
た
教

え
子
が
又
次
世
代
へ
と
繋
が
れ
て
行
け
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
く
誉

れ
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

防
府
市
洋
舞
の
会
は
、
現
在
、
谷
淑
江
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
ス
タ
ジ

オ
ダ
ン
サ
ル
テ
、
重
藤
亜
季
恵
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
、
牟
礼
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
同
好
会
、
イ
ズ
ミ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
、
カ
パ
ー
ク
オ
ク

ウ
プ
ア
レ
フ
ア
、
テ
ィ
ア
ラ
バ
レ
エ
ア
ー
ト
、
キ
ミ
エ
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
、
イ
ク
エ
フ
ラ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
の
八
団
体
が
、
各
会
の
発
表
会
は

も
ち
ろ
ん
、
文
化
協
会
主
催
事
業
で
あ
る
防
府
市
民
文
化
祭
の
一

環
で
あ
る
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
力
を
合
わ
せ
て
、

継
続
開
催
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
夢
を
膨
ら
ま
せ
、
ど
の
よ
う
に
進
歩
発
展
し
て
い

く
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
分
野
で
輝
け
る
道
を
歩
く
と
と
も

に
、
洋
舞
を
支
え
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

自
由
に
表
現
出
来
る
今
の
時
代
を
大
切
に
生
き
、
一
人
で
は
何

も
出
来
な
い
け
れ
ど
、
手
を
繋
い
で
く
れ
る
仲
間
が
い
て
こ
そ
芸

術
で
あ
り
、
こ
の
思
い
が
今
年
の
私
の
テ
ー
マ
で
す
。

皆
さ
ん
と
共
に
笑
っ
て
な
ん
で
も
話
し
合
え
て
表
現
し
、
認
め

合
い
な
が
ら
力
に
な
り
、
仲
間
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
芸
術
は
、
ま
ず
自
分
自
身
が
作
品
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

防
府
市
洋
舞
の
会

カ
パ
ー
ク
ー
カ
ウ
イ
オ
ク
ゥ
プ
ア
レ
フ
ア

谷
淑
江
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
ス
タ
ジ
オDAN

ZARTE 

執
筆
者  

谷　

淑
江　

　

防
府
市
文
化
協
会
が
作
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
洋
舞
連
盟

が
発
足
し
た
二
十
年
前
、
私
は
、
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
先
駆

け
で
あ
る
〝
洋
舞
の
会
〟
に
バ
レ
エ
教
室
の
生
徒
の
一
人
と
し
て

出
演
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
防
府
高
校
を
卒
業
し

上
京
す
る
ま
で
、
公
会
堂
の
舞
台
で
踊
り
ま
し
た
。
気
が
付
け

ば
、
今
は
私
が
主
催
す
る
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
ス
タ
ジ
オ
の
恒
例
行
事

と
し
て
、
そ
の
日
を
楽
し
み
に
生
徒
た
ち
が
日
々
の
レ
ッ
ス
ン
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
恩
師
で
も
あ
る
洋
舞
連
盟
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
な
さ
っ
た

今
は
亡
き
青
木
昭
代
先
生
の
遺
志
を
継
い
で
こ
の
会
が
防
府
市
の

芸
術
文
化
の
向
上
を
担
い
、
発
展
し
て
行
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

私
共
は
、
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
の
普
及
を
目
指
し
山
口
県
の
花
博
、

防
府
市
の
緑
化
祭
、
山
口
市
の
ス
ペ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
等
の
イ
ベ
ン

ト
出
演
や
自
主
ラ
イ
ブ
の
開
催
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
舞
踊
の

素
晴
ら
し
さ
を
皆
様
に
お
伝
え
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

毎
年
文
化
庁
芸
術
祭
参
加
作
品

に
選
ば
れ
ス
ペ
イ
ン
の
一
流
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
東
京
で
公
演

を
し
て
い
ま
す
が
、
き
っ
と
い
つ

か
故
郷
で
も
公
演
で
き
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
私
共
の
活
動
に
お
力
添
え

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

谷
淑
江 

ス
ペ
イ
ン
舞
踊
ス
タ
ジ
オ
ダ
ン
サ
ル
テ
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「
防
府
市
を
芸
術
の
街
へ
」

Izum
i Ballet Studio　

代
表　

清
家　

泉　

　

防
府
市
右
田
に
あ
る
イ
ズ
ミ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
は
、
二
〇
〇
五

年
に
設
立
し
、
今
年
で
十
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

防
府
市
文
化
協
会
主
催
の
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
か
ら
今
年
で
六
年
目
と
な
り
、
防
府
市
の
芸
術
を
盛
り

上
げ
て
い
く
一
員
と
し
て
協
力
で
き
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

イ
ズ
ミ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
で
は
二
年
に
一
度
発
表
会
を
行
う
と

共
に
、
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
や
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
先
生
方
と
イ

ベ
ン
ト
等
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
バ
レ
エ
を
通
し
て
豊

か
な
表
現
力
や
音
楽
性
、
感
受
性
を
育
て
美
し
い
芸
術
の
世
界
に

直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
し

見
つ
け
て
い
け
る
よ
う
、
日
々
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
く
辛
い
時
も

あ
り
ま
す
が
日
々
の
レ
ッ
ス
ン
を
積
み
重
ね
て
、
憧
れ
の
衣
装
、

憧
れ
の
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
舞
台
に
立
て
た
時
の
喜
び
は
と

て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
自
分
の
姿
を
鏡
で
見
て
、
自
分
自
身
と

向
き
合
い
心
も
体
も
強
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
人
生
の
一
頁
に
「
バ

レ
エ
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
思
い
出

を
残
せ
る
よ
う
、
愛
情
を
込
め
て
指

導
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
街
、
防
府

市
を
芸
術
で
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
街
に

す
る
た
め
文
化
協
会
の
一
員
と
し
て

貢
献
で
き
れ
ば
幸
せ
ま
す
。

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
設
立
へ
の
思
い
と
歩
み

重
藤
亜
季
恵
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　
　

重
藤
亜
季
恵　

　

私
の
バ
レ
エ
と
の
出
会
い
は
八
木
和
子
バ
レ
エ
教
室
の
発
表
会

で
し
た
。
初
め
て
見
る
バ
レ
エ
に
魅
せ
ら
れ
た
私
は
四
歳
よ
り
八

木
先
生
の
下
で
バ
レ
エ
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
レ
エ
の
本
場
ロ
シ
ア
ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ
学
校
に

留
学
、
エ
レ
ー
ナ
・
リ
ビ
ン
キ
ナ
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
東
京
の
Ｎ
Ｂ
Ａ
バ
レ
エ
団
に
入
団
し
全
公
演
に
出

演
、
在
団
中
は
「
読
売
日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー
錦
糸
町
」
に

て
バ
レ
エ
講
師
も
務
め
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
バ
レ
エ
団
退
団
後
は
防
府
に
戻
り
、
自
分
が
学
ん

で
き
た
経
験
を
基
に
バ
レ
エ
を
教
え
た
い
と
「
重
藤
亜
季
恵
バ
レ

エ
ス
タ
ジ
オ
」
を
設
立
。
生
徒
が
技
術
向
上
と
共
に
、
人
間
的
に

も
成
長
で
き
る
事
を
目
指
し
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
に
バ
レ
エ
を
広
め
た
い
と
「
松
崎
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
二
〇
一
三
年

か
ら
は
防
府
市
洋
舞
の
会
に
所
属
し
「
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
出
演
、
昨
年
は
第
一
回
発
表
会
を
防
府
市
公
会
堂
に
て
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

キ
エ
フ
バ
レ
エ
団
来
日
の
際
に
は
子

役
と
し
て
出
演
、
ま
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
、
講

習
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
微
力
な
が
ら
防
府
市
の
文
化

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
観
る
人
に
感
動
を
与
え
る
舞
台
」
を
目
指
し
て

テ
ィ
ア
ラ
・
バ
レ
エ
ア
ー
ト　

代
表　

田
村　

梨
乃　

「
テ
ィ
ア
ラ
・
バ
レ
エ
ア
ー
ト
」
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
に
開

校
し
、
本
年
で
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。
一
歳
半
か
ら
大
人
ま
で
年

齢
に
合
わ
せ
た
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
現
在
、
総
勢
七
十
名
近
く
の
生

徒
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
エ
を
通
し
て
、
外
見
的
な
美
し
さ
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
な
く
内
面
的
に
も
協
調
性
や
忍
耐
力
、
精
神
力
を
養
い
、
仲

間
と
し
て
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し
、
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
に
生
徒
た
ち
は
日
々
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
ま

す
。
年
に
一
度
、
当
ス
タ
ジ
オ
主
催
の
発
表
会
を
開
催
、
ま
た
防

府
市
文
化
協
会
が
主
催
す
る
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

私
個
人
は
、
第
一
回
目
の
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
ら
ア
キ
ヨ

バ
レ
エ
研
究
所
の
生
徒
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

親
し
み
と
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

亡
き
恩
師
も
「
観
る
人

に
感
動
を
与
え
る
舞
台
」

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
私
も
そ
の
意
志

を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代

に
繋
い
で
い
け
る
よ
う
、

ま
た
防
府
市
の
文
化
を
高

め
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

Izum
i Ballet Studio

重
藤
亜
季
恵
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

テ
ィ
ア
ラ
・
バ
レ
エ
ア
ー
ト
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上
山
満
之
進
先
生
没
後
八
十
年
記
念
「
報
恩
墓
参
」

　
　

上
山
満
之
進
に
学
ぶ
会　

上
山　

忠
男　

　

江
泊
出
身
の
上
山
満
之
進
は
、
官
僚
・
政
治
家
と
し
て
多
忙
な

現
職
時
代
に
も
郷
土
愛
が
強
く
、
「
敷
山
城
で
戦
死
し
た
二
人
の

僧
侶
を
顕
彰
し
、
国
指
定
と
し
、
周
防
国
府
の
研
究
を
三
坂
圭
治

先
生
に
お
願
い
し
国
の
指
定
に
し
ま
し
た
。
又
、
防
府
の
今
昔
・

英
雲
公
と
防
府
・
国
府
の
研
究
な
ど
郷
土
の
歴
史
の
図
書
発
行
に

も
援
助
を
続
け
ま
し
た
。
晩
年
に
は
、
郷
土
の
子
弟
が
向
学
心
を

奮
い
起
こ
し
勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
東
京
の
私
邸
を
売
り
払
っ

て
図
書
館
建
設
資
金
と
す
る
も
、
昭
和
十
三
年
完
成
を
見
る
こ
と

な
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。
遺
言
ど
お
り
防
府
町
に
寄
付
し
、
名
称

を
「
三
哲
文
庫
」
と
希
望
し
決
ま
り
ま
し
た
。

　

三
哲
と
は
、
吉
田
松
陰
・
品
川
弥
二
郎
・
乃
木
希
典
の
三
先
生

で
、
こ
れ
を
手
本
と
し
図
書
館
で
学
ん
で
ほ
し
い
と
希
望
し
ま
し

た
。

　

昨
年
七
月
三
十
日
に
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
上
山
満
之
進
は

郷
土
の
恩
人
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
特
に
報
恩
墓
参
と
呼

び
掛
け
墓
参
し
ま
し
た
。
墓
参
に
当
た
っ
て
江
泊
の
方
が
五
月
か

ら
周
辺
を
整
備
し
直
前
に
は
、
七
十
名
の
方
が
一
斉
に
清
掃
い
た

だ
き
参
列
者
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

地
元
自
治
会
長
の
ご
挨
拶
で
「
地

元
で
は
上
山
さ
ん
と
云
わ
な
い
で
上

山
様
と
云
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
話

さ
れ
、
没
後
八
十
年
後
も
大
事
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

感
謝
し
た
次
第
で
す
。

第
23
回
ビ
デ
オ
作
品
発
表
会
を
終
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

防
府
映
像
サ
ー
ク
ル　

会
長　

清
澄　

邦
夫　

　

昨
年
十
月
二
十
一
日
、
二
十
三
回
目
の
ビ
デ
オ
作
品
発
表
会
を

「
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
防
府
」
で
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
や
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
の
ご
支
援
を
頂
き
お
陰
様
で

百
八
十
人
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
方
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
格
的
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
は
迫
力
が
り
、

お
客
様
共
々
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
映
作
品
は
「
右
田
お
田
植
祭
り
」
畔
田
京
子
「
三
田
尻
駅
か

ら
防
府
駅
へ
」
窪
田
耕
二
「
フ
ク
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
」
椙
山
淳
子

「
え
ひ
め
あ
や
め
」
村
本
昭
重
「
天
神
の
七
夕
」
市
川
泰
毅
「
冬

の
男
」
津
森
伸
彦
「
SI
狂
走
曲
！
？
」
國
廣
眷
爾
「
く
じ
ゅ
う
の

冬
景
色
」
金
重
道
子
「
大
空
の
航
跡
」
清
澄
邦
夫
「
明
治
時
代
の

フ
ォ
ー
ド
快
走
」
吉
屋
勇
「
防
府
市
の
石
橋
」
米
倉
弘
「
爺
と
婆

の
夏
休
み
」
石
丸
恵
子
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」
西
村
一
「
古
地
図
を

片
手
に
ま
ち
歩
き
」
吉
次
和
彦
「
私
の
中
の
三
江
線
」
大
野
進
二

の
十
五
作
品
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
好
評
で
し
た
。

　

ビ
デ
オ
は
①
会
い
た
い
と
き
に
会
い
た
い
人
と
会
え
る
②
記
憶

は
、
記
録
に
よ
っ
て
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
③
ビ
デ
オ
は
我
が
家
の
文

化
遺
産
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
ら
ぬ
人
、
帰
ら
ぬ
風
景
、
帰
ら
ぬ
行
事
は
、
街
の
貴
重
な
文

化
遺
産
に
も
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ
ホ
は
優
れ
た
記
録
機
器
と
し
て
進
化
し
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
活
用
し
て
、
大
切
な
時
間
を
楽
し

む
と
と
も
に
、
つ
い
で
に
編
集
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
楽
し
く
撮
っ
て
、
楽
し
い
作
品
を
」

で
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
月
例
会
と
入
会
の
ご
案
内

毎
月
第
三
金
曜
日
十
三
時
三
十
分
か
ら
松
崎
公
民
館
で

入
会
者
大
歓
迎
『
と
く
に
初
心
者
』

連
絡
先
：
清
澄
邦
夫

電　

話　

090-5374-5878

（
携
帯
）

上
山
満
之
進
に
学
ぶ
会

防
府
映
像
サ
ー
ク
ル

伸
び
や
か
に
し
な
や
か
に

　

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
「
ル
ル
ベ
」　

谷
口　

ち
よ　

　

こ
の
度
は
防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

文
化
を
高
め
る
会
の
時
の
、
文
化
福
祉
会
館
講
座
「
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
」
教
室
を
三
年
間
講
座
続
け
後
に
サ
ー
ク
ル
活
動
「
ル
ル

ベ
」
と
ク
ラ
ス
名
を
つ
け
現
在
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
広
い
フ
ロ
ア
ー
で
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ダ
ン

ス
を
し
た
後
は
、
運
動
量
も
多
く
の
汗
を
か
い
た
あ
と
の
爽
快
感

は
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
で
す
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
元
気
で

美
し
く
パ
ワ
フ
ル
に
」
、
プ
ラ
ス
し
な
や
か
さ
を
目
標
に
皆
さ
ん

も
続
け
る
事
で
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
精
神
力
も
つ
き
感
動
で
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
防
府
踊
り
に
参
加
、
フ
ェ
ス
タ
ア
ス
ピ
ラ
ー

ト
、
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
昨
年
は
「
ほ
う
ふ
幸
せ
ま
す
ま
ち

博
」
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
か
ら
山
口
夢
花
博
に
繋
い
で
「
手
の
ひ
ら

を
太
陽
に
」
を
元
気
よ
く
舞
台
で
踊
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
内

の
福
祉
施
設
に
も
出
向
い
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
も

今
年
で
二
十
五
周
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ス
タ
ジ
オ
が
皆

さ
ん
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
出
来

ま
す
よ
う
に
。

　

自
身
の
文
化
援
助
で
繋
が
っ
た
皆

様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
防
府
市

の
文
化
協
会
の
益
々
の
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
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維
新
百
五
十
年
を
終
え
て

　

防
府
で
の
野
村
望
東
尼
の
顕
彰
活
動
は
今　

　

防
府
野
村
望
東
尼
会　

会
長 

岡
本　

早
智
子　

　　

福
岡
に
生
ま
れ
育
っ
た
勤
王
歌
人
野
村
望
東
尼
は
、
髙
杉
晋
作

他
多
数
の
若
い
志
士
達
を
平
尾
山
荘
で
支
援
し
ま
し
た
。
そ
の
罪

で
、
六
十
歳
の
時
姫
島
に
流
さ
れ
、
十
か
月
後
今
度
は
高
杉
の
手

配
で
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
、
下
関
へ
脱
出
し
ま
し
た
。
高
杉
を
看

取
っ
た
後
は
山
口
か
ら
防
府
へ
と
移
り
、
慶
応
三
年
十
一
月
六

日
、
六
十
二
歳
に
し
て
三
田
尻
で
客
死
し
ま
し
た
。
望
東
尼
は
、

桑
山
に
葬
ら
れ
、
楫
取
素
彦
に
よ
り
現
在
の
墓
碑
が
出
来
ま
し

た
。

　

望
東
尼
の
顕
彰
は
、
桑
山
近
辺
の
女
性
達
に
よ
る
お
墓
参
り
や

墓
掃
除
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
特
に
墓
碑
建
立
（
明
治
二
十
六

年
）
後
は
、
顕
彰
会
の
名
前
や
規
模
は
変
っ
て
も
、
脈
々
と
続
い

て
来
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
「
防
府
野
村
望
東
尼
会
」
は
平
成
九
年
九
月
、
大
西
力

会
長
の
も
と
で
動
き
出
し
、
平
成
十
四
年
か
ら
上
山
喜
譽
会
長

の
も
と
、
百
四
十
回
忌
記
念
事
業
が
立
派
に
推
進
さ
れ
、
平
成

二
十
七
年
か
ら
不
肖
岡
本
が
会
長
を
務
め
百
八
十
人
の
会
員
と

共
に
通
常
の
活
動
に
合
せ
て
、
百
五
十
回
忌
記
念
事
業
（
平
成

二
十
八
年
）
と
維
新
百
五
十
年
記
念
事
業
（
平
成
三
十
年
）
の
推

進
に
、
力
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
で
特
に
思
い
出
深
い

の
は
、
『
望
東
尼
物
語
』
の
編
集
・
刊
行
、
望
東
尼
最
後
の
歌

『
冬
ご
も
り
こ
ら
え
こ
ら
え
て
一
時
に
花
咲
き
満
て
る
春
は
来
る

ら
し
』
の
歌
碑
建
立
、
そ
し
て
昨
春
の
『
維
新
百
五
十
年
記
念

〝
福
岡
・
下
関
の
望
東
尼
と
晋
作
を
辿
る
旅
〟
』
バ
ス
ツ
ア
ー
等

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
み
な
さ
ま
と
心
を
合
わ
せ
、
尊
敬
し
て

止
ま
な
い
望
東
尼
様
の
顕
彰
に
励
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

煎
茶
の
祖
賣
茶
翁
に
学
ぶ
煎
茶
道

　
　
　
　

三
癸
亭
賣
茶
流　

國
貞　

喜
美
江　

　
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

賣
茶
翁
は
、
月
海
元
昭
と
い
う
黄
檗
宗(

お
う
ば
く
し
ゅ
う)

（
禅
宗
の
一
つ
）
僧
侶
の
通
称
で
正
確
に
は
高
遊
外
賣
茶
翁
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

肥
前
蓮
池
に
生
ま
れ
十
一
歳
で
仏
門
に
入
り
化
霖
禅
師
に
師

事
。
黄
檗
山
に
於
い
て
修
業
中
疫
病
に
罹
か
り
一
笠
一
杖
の
雲
水

行
脚
で
奥
州
を
経
て
再
度
師
の
元
で
修
業
を
重
ね
た
後
、
仏
門
を

離
れ
茶
に
傾
倒
し
、
京
都
東
山
に
「
通
仙
亭
」
な
る
茶
店
を
設
け

茶
賣
り
を
生
活
の
資
と
す
る
。
そ
の
通
仙
亭
の
宣
伝
文
句
が
奇
抜

で
、
「
茶
銭
黄
金
百
溢
（
一
溢
は
二
十
両
）
よ
り
半
銭
は
呉
れ
次

第
、
た
だ
よ
り
は
負
け
申
さ
ず
（
高
額
は
も
ら
わ
な
い
が
、
た
だ

よ
り
は
負
け
な
い
）
」
。
そ
ば
に
竹
筒
を
置
き
、
茶
代
は
客
が
随

意
投
げ
込
む
。
背
負
う
茶
具
は
豪
華
で
名
代
の
文
人
高
僧
の
題
し

た
書
画
な
ど
多
く
、
都
の
風
流
人
は
釜
の
煮
え
る
音
、
松
風
の
音

や
柴
木
の
煙
な
ど
自
然
の
封
が
に
魅
せ
ら
れ
、
集
り
来
た
る
、
貴

賎
を
問
わ
ず
料
の
有
無
を
問
わ
す
茶
を
呈
す
る
禅
僧
こ
そ
煎
茶
道

の
祖
賣
茶
翁
で
あ
る
。

　

三
癸
亭
賣
茶
流
は
文
人
的
な
道
を
愛
好
し
学
び
、
「
風
流
・
風

雅
の
交
換
す
る
」
こ
と
を
本
質
と
し
て
、

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
で
き
る

煎
茶
道
、
文
人
花
」
ま
さ
し
く
賣
茶
翁
の

心
を
現
代
に
実
践
す
る
こ
と
を
目
途
に
自

然
の
動
作
の
中
に
お
い
し
い
お
茶
を
淹
れ

「
一
期
一
会
」
を
楽
し
み
に
斯
道
の
研
鑽

を
つ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
府
史
談
会
の
歩
み　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

防
府
史
談
会
会
長　

脇　

正
典　

　

防
府
史
談
会
は
、
会
則
第
二
条
に
「
本
会
は
郷
土
の
歴
史
を
探

り
、
そ
の
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
持
っ
て
目
的
と
す
る
」
と
あ

る
。
明
治
百
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
一
月
に
史
談
会
は

発
足
し
た
。
以
来
半
世
紀
に
渉
り
継
続
し
て
い
る
。
研
究
誌
『
佐

波
の
里
』
は
同
四
十
六
年
十
一
月
に
創
刊
号
が
出
さ
れ
、
平
成

三
十
年
ま
で
四
十
六
号
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

史
談
会
の
前
身
は
、
昭
和
五
年
に
当
時
の
小
山
介
造
防
府
町
長

が
発
起
人
と
な
り
で
き
た
「
防
府
郷
土
史
料
保
存
会
」
で
あ
る
。

そ
の
後
太
平
洋
戦
争
で
中
断
し
て
い
た
が
、
前
『
防
府
市
史
』
刊

行
後
の
同
三
十
六
年
九
月
に
「
防
府
史
料
保
存
会
」
が
再
興
さ
れ

た
。
防
府
史
料
編
纂
の
委
員
が
中
心
と
な
り
、
同
四
十
三
年
に

「
防
府
史
談
会
」
が
で
き
た
。

　

昨
年
は
明
治
維
新
百
五
十
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
・
維
新

期
、
特
に
四
境
戦
争
（
幕
長
戦
争
）
を
中
心
に
講
演
・
研
究
発
表

会
を
行
っ
た
。
年
間
事
業
と
し
て
、
研
究
誌
『
佐
波
の
里
』
の
発

行
、
研
究
発
表
会
、
文
化
講
演
会
、
歴
史
講
演
会
、
歴
史
講
座
、

古
文
書
講
座
、
歴
史
散
歩
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

史
談
会
の
出
版
事
業
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
三
坂
圭
治

氏
の
『
防
府
の
今
昔
』
の
刊
行
が
あ

る
。
以
後
中
断
し
て
い
た
が
、
平
成

十
六
年
に
『
防
府
市
内
の
狛
犬
』
、

同
十
九
年
に
『
防
府
の
鳥
居
』
、
同

二
十
三
年
に
『
防
府
霊
場
八
十
八
か
所

め
ぐ
り
』
、
同
三
十
年
に
『
山
陽
道
散

策
』
を
出
版
し
て
い
る
。

煎
茶
道
三
葵
亭
賣
茶
流

防
府
史
談
会

防
府
野
村
望
東
尼
会

−55−



和
の
文
化
の
継
承
の
た
め
に

　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
山
口
支
部　
　

幹
事
長　

髙
橋　

宗
周

　

淡
交
会
山
口
支
部
は
県
央
、
（
山
口
市
、
防
府
市
）
と
津
和
野

を
含
む
広
い
地
域
の
中
で
、
一
定
の
資
格
を
有
し
、
茶
道
を
愛
好

す
る
三
百
数
十
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
す
。
支
部
内
の

青
年
部
は
、
五
十
才
迄
の
会
員
を
中
心
に
、
茶
道
経
験
の
浅
い
若

い
人
達
が
、
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
た
り
、
茶
道
紹
介
に
尽
力
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
支
部
内
学
校
茶
道
連
絡
協
議
会
で

は
、
幼
児
か
ら
大
学
生
迄
、
各
種
教
育
機
関
に
於
い
て
茶
道
の
教

育
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
茶
道
と
言
う
和
の
文
化
を
伝
承
し
て

行
く
為
に
、
資
格
を
有
す
る
会
員
も
年
に
数
回
、
裏
千
家
家
元
直

属
の
講
師
か
ら
指
導
を
受
け
ま
す
。
日
頃
の
稽
古
を
実
践
す
る
場

と
し
て
、
毎
年
、
初
点
茶
会
、
追
善
茶
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

を
山
口
市
、
防
府
市
交
互
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
防
府
市

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
毛
利
邸
完
成
百
周
年
、
明
治
維
新
百
五
十

年
「
毛
利
邸
で
和
を
愉
し
む
茶
会
」
を
三
年
続
け
、
皆
様
に
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。
恒
例
と
な
り
ま
し
た
文
化
協
会
主
催
の
市
民

茶
会
は
、
気
軽
に
茶
会
を
楽
し

め
る
体
験
の
場
と
し
て
定
着
し

て
お
り
ま
す
。

　

毛
利
邸
、
英
雲
荘
、
天
満
宮

等
、
防
府
に
は
県
内
外
の
茶
道

愛
好
者
か
ら
羡
望
さ
れ
る
沢
山

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
恵
ま
れ

た
環
境
に
感
謝
し
、
伝
統
文
化

茶
道
を
広
く
理
解
し
て
頂
く

為
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

日
々
是
好
日

　
　
　

表
流 

防
和
会　

河
内
山　

厚
子　

　

表
流
防
和
会
は
、
表
千
家
流
茶
道
の
研
鑽
と
会
員
の
親
睦
を

図
り
、
表
千
家
同
門
会
防
府
地
区
、
青
年
部
と
と
も
に
「
和
敬
清

寂
」
の
心
を
広
め
て
い
こ
う
と
す
る
会
で
す
。

　

平
成
か
ら
新
し
い
元
号
に
変
わ
る
今
年
、
奇
し
く
も
表
千
家
で

は
昨
年
、
而
妙
斎
宗
匠
か
ら
十
五
代
の
猶
有
斎
宗
匠
へ
代
が
譲
ら

れ
ま
し
た
。
表
千
家
の
伝
統
は
長
い
時
間
軸
の
中
で
継
承
さ
れ
、

世
代
交
代
に
よ
る
新
し
い
流
れ
を
受
け
、
私
た
ち
は
表
千
家
の
全

国
の
会
で
あ
る
同
門
会
の
一
員
と
し
て
、
気
持
ち
も
新
た
に
茶
道

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
、
茶
筌
祭
、
慈
善
茶
会
、
追
善
茶
会
、
市
民
文
化

茶
会
な
ど
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
楽
し
み
、
ま
た
防
府
天
満
宮
、

公
民
館
や
学
校
茶
道
の
活
動
を
地
道
に
行
っ
て
い
ま
す
。
青
年
部

も
防
和
会
と
と
も
に
、
県
・
地
区
行
事
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
市
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
毛
利
邸
築
百
年
・
明
治
維
新

百
五
十
年
を
祝
う
『
毛
利
邸

で
和
を
愉
し
む
』
茶
会
を
裏

千
家
、
専
心
小
笠
原
流
の
方

達
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
伝
統
文
化
と

し
て
の
茶
道
を
通
じ
て
地
域

の
文
化
発
展
に
尽
力
す
べ
く

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

茶
道
裏
千
家
淡
交
会

表
流 

防
和
会

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会　
　

代
表　

熊
安　

悦
子　

　

こ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会
は
、
防
府
市
市
役
所
の
四
号
館
前
に
あ

る
花
壇
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
花
壇
の
手
入
れ
は

五
～
六
年
は
経
つ
で
し
ょ
う
。
毎
年
、
更
新
用
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

挿
し
木
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
は
七
～
八
人
で
す
。
平
成

三
十
年
四
月
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会
と
し
て
ハ
ー
ブ
料
理
を
毎
月
一

回
、
右
田
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
料
理
で
は
、
育
て
た
ハ
ー
ブ
を
利
用
す
る
こ
と
で
心
身

と
も
に
健
康
に
な
れ
る
園
芸
療
法
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
ハ
ー
ブ
が
好
き
な
人
、
精
神
的
、
社
会
的
、
肉
体
的
に
元
気

に
な
り
た
い
方
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。
実
は
、
私
自
身
も
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
挿
し
木
を
し
た
こ
と
に
よ
り
毎
日
毎
日
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を

育
て
て
い
く
う
ち
に
自
分
自
身
が
元
気
に
な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
父
の
介
護
に
園
芸
療
法
を
取
り
入
れ
、
た
だ
単
に
、
お
花
な

ど
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
達
成
感
を
自
覚

し
て
頂
け
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
五
感
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
頂
け

る
よ
う
配
慮
致
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
ま
だ
少
人
数

で
す
が
育
て
た
ハ
ー
ブ
や
野
菜
を
使
っ
て
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
し
、
地
域
環
境
を
美
し
く
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
元
気
な
方
も
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
方
も
楽
し
い
ハ
ー
ブ

料
理
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
先
月
十
二
月
に
は
サ
フ
ラ
ン
や
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
（
ロ
ー
ゼ
ル
）
等
で
黄
色
、
赤
色
の
自
然
豊
か
な
素
敵

な
お
餅
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
供
さ
ん
や
高
齢
者
の
方
に
も
食
べ
や
す
い
お
餅
作
り
も
し
ま

し
た
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会
入
会
費
は
無
料
、
材
料
費
の
み
徴
収
を
致
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
先
：N

PO

・JH
S

認
定
・
上
級
ハ
ー
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

日
本
園
芸
療
法
学
会
認
定
・
専
門
認
定
登
録
園
芸
療
法
士

日
本
心
理
学
会
・
認
定
心
理
士　

熊
安
悦
子　

090-4899-4300

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会
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文
化
茶
会 

一
服
の
お
も
て
な
し

　
　

防
府
茶
道
連
盟　

河
内
山　

厚
子　

　

防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

防
府
茶
道
連
盟
は
昭
和
四
十
五
年
『
文
化
を
高
め
る
会
』
設
立

時
に
市
内
の
茶
道
各
流
派
の
参
加
に
よ
り
発
会
し
ま
し
た
。
現
在

は
表
千
家
、
裏
千
家
、
煎
茶
道
三
葵
亭
賣
茶
流
、
専
心
小
笠
原
流

煎
茶
に
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

茶
道
連
盟
の
主
な
行
事
で
あ
る
市
民
文
化
茶
会
は
『
文
化
を
高

め
る
会
』
の
活
動
を
含
め
る
と
四
十
九
回
と
な
り
、
「
市
民
文
化

祭
の
中
で
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化

の
日
」
に
因
ん
で
十
一
月
の
三
日
間
、
日
替
わ
り
で
各
流
派
に
よ

る
趣
向
を
凝
ら
し
た
茶
席
が
設
営
さ
れ
、
雅
味
に
富
ん
だ
雰
囲
気

の
中
で
点
て
ら
れ
る
一
服
の
お
茶
が
何
よ
り
の
お
も
て
な
し
と
心

掛
け
て
、
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
お
子
様
連
れ
の
ご
家

族
の
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
「
美
味
し
か
っ
た
よ
」
の
声
を
い

た
だ
く
と
茶
道
が
身
近
に
な
っ
た
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
市
民
文
化

祭
な
れ
ば
こ
そ
の
気
負
う

こ
と
の
な
い
「
お
も
て
な

し
の
心
」
が
一
服
の
お
茶

を
通
し
て
繋
が
る
「
一
期

一
会
」
の
出
会
い
は
伝
統

文
化
の
賜
物
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い

一
碗
・
一
服
を
市
民
の
皆

様
と
分
か
ち
合
え
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

花
供
養
あ
じ
さ
い
会　
　

会
長　

佐
戸
レ
イ
子　

　

今
、
心
の
時
代
。
「
花
供
養
」
は
花
の
命
に
愛
し
み
と
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
人
と
花
と
の
か
か
わ
り
を
素
直
に
感
じ
取

り
、
そ
の
絆
を
心
の
文
化
と
し
て
命
の
尊
さ
と
思
い
や
り
と
優
し

さ
を
要
に
、
あ
じ
さ
い
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
平
成
五
年
六

月
に
第
一
回
花
供
養
を
始
め
て
平
成
三
十
年
で
二
十
六
回
無
事
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
有
意
義
な
会
」
に
な
る
よ
う
に
と
、
阿
弥
陀
寺
住
職
、
林

寛
考
氏
の
協
力
の
も
と
、
執
り
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

行
政
観
光
協
会
、
市
内
の
事
業
所
、
短
大
、
高
校
、
幼
稚
園
の

協
力
や
花
屋
、
花
市
場
の
支
援
も
あ
り
、
阿
弥
陀
寺
あ
じ
さ
い
祭

り
「
花
供
養
」
は
防
府
の
初
夏
の
観
光
の
一
大
行
事
と
し
て
防
府

の
観
光
振
興
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
会
員
は
い
け
花
、
押
し
花
、
お
茶
、
歌
唱
、
着
付

け
、
化
粧
、
写
真
、
琴
、
尺
八
と
幅
広
く
特
技
を
持
つ
素
晴
ら
し

い
仲
間
が
花
供
養
の
志
を
も
ち
集
ま
り
ま
し
た
。

　

「
命
へ
の
思
い
や
り
と

や
さ
し
さ
」
を
要
に
楽
し

い
会
と
な
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

桑
原
一
朗
先
生
の
「
花
供

養
の
唄
」
も
あ
り
ま
す
。

　

ず
っ
と
継
続
で
き
て
、

防
府
の
「
心
」
に
な
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
花
道

　
　
　

防
府
市
華
道
連
盟　

羽
嶋　

秋
貞　

　

防
府
市
文
化
協
会
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
防
府

市
華
道
連
盟
は
、
華
道
を
と
お
し
て
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
華
道
五
流
派
で
結
成
し
、

現
在
は
六
流
派
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
春
に
は
じ
ば
さ
ん
フ
ェ

ア
に
協
賛
し
て
華
展
、
秋
に
は
市
民
文
化
祭
華
道
展
、
国
指
定
史

跡
英
雲
荘
の
玄
関
と
奥
の
書
院
の
床
の
間
に
、
六
流
派
交
替
で
季

節
の
花
を
活
け
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
明
治
維
新
百
五
十
年
祭
で
国
指
定
旧
毛
利
邸
の
玄
関
と

各
部
屋
の
床
の
間
に
花
を
飾
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
拝
観
に
お
い

で
に
な
っ
た
お
客
様
か
ら
ご
希
望
の
方
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
舞
衣
に
て

生
け
花
を
体
験
学
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
様
、
六

流
派
で
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
流
派
に
よ
っ
て
は
伝
統
文
化
を
未

来
に
つ
な
い
で
い
た
だ
く
様
、
子
供
い
け
ば
な
教
室
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

花
を
見
て
心
を
癒
す

伝
統
文
化
の
継
承
を
連

盟
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

る
こ
と
で
、
防
府
市
の

文
化
の
向
上
の
お
役
に

た
て
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
防
府
市

文
化
協
会
の
ご
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

防
府
茶
道
連
盟

花
供
養
あ
じ
さ
い
会

防
府
市
華
道
連
盟
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明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
伝
統
芸
能
を
継
承

古
典
芸
能
南
京
玉
す
だ
れ
山
口
保
存
会　

会
長 

勝
間　

幸
次　

　

当
山
口
保
存
会
は
、
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
の
継
承
と
習
得
し
た

技
術
で
も
っ
て
、
慰
問
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
参
加
等
地
域
貢
献
活
動

を
目
的
に
、
平
成
二
十
年
一
月
に
勝
間
公
民
館
で
発
足
。
防
府
市

内
に
事
務
局
を
置
き
、
山
口
防
府
地
域
を
中
心
に
県
内
で
活
動

し
、
昨
年
創
立
十
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
、
防
府
市
文
化
福
祉
会
館
で
講
習
会
の
開
催
や
、
南
京
玉

す
だ
れ
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
随
時
体
験
教
室
を

開
催
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
慰
問
及
び
地
域
イ
ベ
ン
ト
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
等
に
参
加
し
、
お
陰
さ
ま
で
、
昨
年
末
ま
で

に
二
百
七
十
回
余
り
出
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
会
は
、
「
防
府
市
文
化
協
会
」
会
員
の
ほ
か
、
「
防
府
市
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
、
「
防
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
防
府
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
防
府
市
教
育
委
員
会
ほ
う
ふ

幸
せ
ま
す
人
材
バ
ン
ク 

指
導
者
バ
ン
ク
」
並
び
に
山
口
市
の
公
的

三
機
関
に
団
体
登
録
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
創
立
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
六
月
に
ア
ス
ピ
ラ
ー

ト
音
楽
ホ
ー
ル
で
、
「
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

楽
し
い
南
京
玉
す
だ
れ
、
あ
な

た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
世
界

中
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
て
、

人
生
が
楽
し
く
な
り
ま
す
よ
！

三
世
代
に
渡
る
民
俗
芸
能
の
保
存
継
承
に
つ
い
て

中
関
塩
浜
唄
の
会　

会
長　

藤
井　
　

清　

　

私
た
ち
の
住
む
故
郷
「
中
関
」
を
中
心
と
し
た
「
三
田
尻
塩

田
」
は
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
中
頃
迄
の
長
い
間
日
本
有
数
の
塩

業
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
展
し
、
故
郷
の
繁
栄
を
支
え
て
来
ま
し

た
。

　

そ
の
塩
田
で
働
く
人
々(

浜
子)

の
間
か
ら
生
ま
れ
た
「
や
っ
と

せ
」
の
唄
や
踊
り
は
地
域
の
中
で
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
大
正
十
五
年
に
「
中
関
村
」
が
「
中
関

町
」
に
な
っ
た
折
に
、
記
念
に
作
ら
れ
た
「
中
関
小
唄
」
の
唄
や

踊
り
と
共
に
、
普
及
保
存
し
、
継
承
し
て
い
く
為
に
、
従
来
の

「
や
っ
と
せ
踊
り
保
存
会
」
を
発
展
的
に
解
消
し
、
新
た
に
「
中

関
塩
浜
唄
の
会
」(

Ｓ
・
六
十
二
・
四)

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
七
年
に
「
国
」
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
購
入
さ

れ
た
太
鼓
等
を
契
機
に
、
会
員
の
有
志
の
中
か
ら
「
中
関
塩
浜
太

鼓
」
が
結
成
さ
れ
幅
広
く
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
「
え
ん
し
ん
幼
稚
園
」
「
中
関
幼
稚
園
」
で
の

夏
祭
り
や
運
動
会
で
の
園
児
の
指
導
、

「
中
関
小
学
校
」
の
運
動
会
の
生
徒
の

指
導
「
華
陽
中
学
校
」
で
の
文
化
祭
や

運
動
会
で
の
生
徒
の
指
導
、
そ
し
て

「
塩
田
ま
つ
り
」
「
中
関
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
も
併
せ
て
行
っ
て
お
り
、

「
や
っ
と
せ
踊
り
」
「
中
関
小
唄
」

「
中
関
塩
浜
太
鼓
」
の
唄
や
踊
り
と
太

鼓
を
三
世
代
に
渡
り
幅
広
く
普
及
保
存

継
承
す
べ
く
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

南
京
玉
す
だ
れ
山
口
保
存
会

中
関
塩
浜
唄
の
会

盆
栽
を
楽
し
む　
　

　

防
府
盆
栽
会　

会
長　

上
田　

和
明　

　

盆
栽
を
通
し
て
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
老
い
も
若
き
も
女
性
も
男
性
も
月
に
一
度
の
集
い
で
す
。

　

会
場
は
、
メ
ン
バ
ー
の
曽
我
さ
ん
の
家
で
す
。
講
師
は
、
大
道

盆
栽
会
も
一
緒
の
小
林
保
先
生
で
す
。

　
経
験
も
豊
富
で
、
指
導
が
と
っ
て
も
上
手
な
先
生
で
す
。

　

第
二
週
の
木
曜
日
十
三
時
～
十
六
時
、
二
～
三
時
間
程
度
で
、

十
人
～
十
五
人
位
が
集
ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

で
す
。
盆
栽
素
材
も
曽
我
さ
ん
に
お
願
い
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
一
切
お
金
が
必
要
な
い
楽
し
い
集
い
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
会
員
一
同
大
歓
迎
で
す
。

　

年
に
二
～
三
回
の
即
売
を
兼
ね
た
展
示
会
を
開
催
し
て
ま
す

よ
。

防
府
盆
栽
会
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防
府
民
俗
芸
能
連
盟　
　

会
長　

桑
原　

一
朗　

　

私
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
」
防
府
は
、
佐
波
川
を
母
な
る
川
と

し
て
栄
え
太
古
よ
り
人
々
が
住
み
つ
き
、
美
し
い
風
土
は
さ
ら
に

人
々
を
呼
び
文
化
を
育
て
歴
史
を
作
り
、
県
内
で
も
最
も
多
く
の

貴
重
な
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
継
承
し
て
き
た
伝
承
・
民
俗
芸
能
の
足
跡
を
た
ど

り
、
彼
ら
の
文
化
を
学
び
、
明
日
の
社
会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と

は
、
未
来
に
向
か
っ
て
の
大
き
な
遺
産
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
連
盟
加
盟
団
体
は
、
二
十
五
団
体
。
文
化
協
会
総
会
に

合
わ
せ
、
五
年
ご
と
に
、
代
表
団
体
を
選
び
「
防
府
民
俗
芸
能
祭

り
」
を
開
催
し
て
来
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
文
化
協
会
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
防
府
の
民
俗
芸
能
を
た
ず
ね
て
」
平
成
三
十
年
版
の
冊
子
を
、

新
し
く
カ
ラ
ー
版
で
再
版
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
連
盟
加
入
団
体
の
み
な
ら
ず
未
加
入
の
団
体
も
、
各

地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸

能
に
つ
い
て
も
掲
載
す

る
事
が
出
来
、
歓
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
防
府
の
民

俗
芸
能
を
市
内
外
・
県

外
に
発
信
す
べ
く
、
関

係
団
体
や
、
興
味
を

持
っ
て
下
さ
る
方
々
に

も
お
配
り
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ　
　

ゆ　
　

み

代
表　

古
谷　

忠
隆　

● 

２
０
０
５
年
12
月
１
日
、
「
風
鎮
神
楽
会
」
と
し
て
発
足
（
防

府
市
西
浦
）
。
以
後
、
８
月
10
日
の
氏
神
様
・
風
鎮
祭
に
神
楽

奉
納
。
ま
た
、
地
元
の
祭
り
等
で
公
演
。

● 

２
０
１
６
年
５
月
１
日
、
「
風
鎮
神
楽
会
」
を
発
展
的
解
消
し

「
創
作
風
鎮
神
楽
会
」
を
立
ち
上
げ
る
。

　
５
月
31
日
、
防
府
市
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
発
会
式
。

　
12
月
18
日
、
西
浦
公
民
館
に
て
初
の
練
習
開
始
。

● 

２
０
１
７
年
５
月
１
日
、
「
長
州
風
鎮
神
楽
社
中
」
発
足

（
防
府
市
）
。

　
12
月
18
日
、
華
西
中
学
校
で
初
公
演
。

● 

２
０
１
８
年
、
２
月
18
日
、
「
長
州
西
の
京
神
楽
社
中
」
発
足

（
山
口
市
）
。
７
月
１
日
、
「
長
州
天
神
神
楽
社
中
」
発
足
。

７
月
11
日
、
「
長
州
風
鎮
神
楽
社
中
」
解
消
（
防
府
市
）
。

　
11
月
11
日
、
西
浦
小
学
校
で
公
演
。

　
12
月
19
日
、
華
西
中
学
校
で
公
演
。
●
現
在
に
至
る
。　

　
注
： 

平
成
30
年
度
、
山
口

県
内
に
お
い
て
地
方

公
演
を
８
回
実
施
。

目
的
・
・
地
方
創

生
、
青
少
年
健
全
育

成
。

伝
統
文
化
伝
承
の
大
切
さ

　
　
　
　

笑
い
講　
　

代
表　

林　

忠
信　

　

天
下
の
奇
祭
笑
い
講
は
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
世
襲
と
し
て
、
今
後
も
続
け
て
行
く
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
八
一
九
年
続
い
た
こ
の
祭
り
、
ま
ず
家
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
家
の
間
取
り
（
十
五
畳
の
広
さ
）
と
後
継
者

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
点
は
、
講
員
の
皆
さ
ん
と
小
俣
八
幡
宮
で

話
し
合
い
、
解
決
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
伝
統
文
化
を
い
か
に
周
知
、
広
め
て
次
世
代
に
伝

え
る
事
が
、
重
要
と
考
え
、
先
ず
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
笑
い
講
の
文
化
を
よ

く
知
っ
て
頂
き
、
伝
承
の
大
切
さ
を
教
え
る
た
め
に
、
毎
年
一
回

大
道
小
学
校
に
お
い
て
、
お
笑
い
集
会
が
開
催
さ
れ
て
、
三
十
年

続
い
て
お
り
、
学
校
と
笑
い
講
文
化
が
、
本
当
に
正
し
く
、
教
育

さ
れ
て
、
地
区
住
民
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
お
年
寄
り
に

つ
い
て
は
、
健
康
の
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
介
護
施
設
に
お
い

て
、
お
笑
い
大
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
好
評
を

得
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
二
点
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
都
度
強
調

し
、
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、
伝
統
化

の
重
要
性
と
、
誰
が
や
る
の
か
、
そ

れ
は
関
係
者
と
、
多
く
の
人
び
と
の

協
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
が
、
こ
の
伝
統
文
化
を
伝
承
し
た

い
と
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

創
作
風
鎮
神
楽
会

笑　

い　

講

防
府
民
俗
芸
能
連
盟
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防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
に
よ
せ
て

防
府
天
満
宮
お
手
廻
り
保
存
会　

会
長　

田
中　

信
治　

　

防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
設
立
以
来
、
防
府
市
の
伝
統

文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
者
と
し
て
、
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
は
、
防
府
天
満
宮
の
「
花
神
子
社
参
式
」
及
び
「
御
神
幸

祭
」
に
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
防
府
市
は
山
陽
道
が
東
西
に
延

び
、
江
戸
時
代
に
は
九
州
の
諸
大
名
、
ま
た
毛
利
の
殿
様
が
参
勤

交
代
の
際
必
ず
お
通
り
に
な
ら
れ
る
場
所
で
数
百
名
の
お
供
を
引

き
連
れ
江
戸
に
赴
く
際
、
行
列
で
殿
様
の
護
衛
を
す
る
「
手
廻

り
」
と
い
う
役
が
、
道
具
持
ち
の
交
代
を
す
る
所
作
「
奴
振
り
」

で
地
域
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
歴
史

的
背
景
・
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
為
に
地
域
の
神
社(

防
府
天
満

宮)

に
そ
の
伝
統
文
化
を
「
お
手
廻
り
保
存
会
」
と
し
て
長
く
伝

承
し
て
参
り
ま
し
た
。
以
来
、
地
元
有
志
で
守
り
伝
え
て
参
り
ま

し
た
が
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
防
府
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
り

引
き
継
ぎ
ま
し
て
多
く
の
方
の
ご
支
援
を
頂
き
、
今
年
四
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
防
府
市
文
化
協
会
様
の
ご
支
援
の
賜

物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
後
と
も
こ
の
お
手
廻

り
の
伝
統
文
化
継
承
に
精
進

い
た
し
、
防
府
市
の
観
光
・

伝
統
文
化
の
一
助
と
な
る
よ

う
会
員
一
同
、
行
事
や
技
術

の
継
承
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

大
道
人
形
浄
瑠
璃
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
子
ど
も
た
ち

　

大
道
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会　

会
長　

川
本　

禮
子　

　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日
、
大
道
小
学
校
屋
内
運
動
場
に
て
、
毎

年
人
形
浄
瑠
璃
の
発
表
会
が
地
区
の
皆
様
や
保
護
者
の
方
々
、
報
道
関
係

の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
の
一
環
と
し

て
、
大
道
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
指
導
を
十
六
年
前
か
ら
始
め
て
お
り
、

大
道
で
は
江
戸
時
代
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
期
ま
で
大
変
盛
ん

で
、
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
講
が
た
ち
、
娯
楽
の
少
な
い
時
代
大
変
喜
ば
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
「
大
道
に
行
っ
て
浄
瑠
璃
を
語
る
勿
れ
」
と
ま

で
言
わ
れ
た
時
代
。
そ
う
い
え
ば
、
隣
の
お
じ
さ
ん
や
父
な
ど
も
太
閤

記
を
口
づ
さ
ん
で
お
り
ま
し
た
。
出
前
も
行
い
、
新
築
祝
い
や
結
婚
式
に

は
必
ず
出
た
と
の
こ
と
で
す
。
昭
和
に
入
り
、
戦
争
や
水
害
等
で
人
形
も

流
さ
れ
自
然
消
滅
寸
前
の
と
こ
ろ
、
旧
家
よ
り
頭
二
十
体
余
り
が
発
見
さ

れ
、
同
好
会
有
志
の
方
々
に
よ
り
、
保
存
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
代
で

は
、
敬
老
会
や
老
人
ホ
ー
ム
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
出
張
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
的
に
他
地
域
の
光
人
形
浄
瑠
璃
や
安
田
系
あ
や

つ
り
人
形
芝
居
、
徳
地
の
人
形
浄
瑠
璃
の
方
々
と
も
交
流
し
て
い
ま
す
。

人
形
浄
瑠
璃
は
、
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
使
い
が
一
体
と
な
り
始
め
て
成

り
立
つ
芝
居
で
す
。
観
る
人
に
感
動
を
与
え
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
に

練
習
が
必
要
で
す
。
三
者
が
心
を
一
つ
に
し
、
情
を
出
し
、
泣
き
笑
い
な

ど
様
々
の
動
作
、
む
つ
か
し
い
語
り
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
気
を
抜
く
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
も
二
時
間
の
正
座
を
よ
く
耐
え
真
剣
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
し
て
楽
譜
が
あ
る
わ
け
も
な
し
、
昔
な
が
ら
の
教

え
を
守
っ
て
お
り
ま
す
。

　

四
年
前
、
学
校
の
先
生
に
協
力
し
て
頂
き
、
床
本
に
語
り
の
処
節
の
付

く
と
こ
ろ
に
三
味
線
の
音
い
わ
ゆ
る
チ
ン
・
ト
ン
・
テ
ン
・
シ
ャ
ン
を
細

か
く
書
き
込
み
ど
こ
で
語
り
に
入
り
、
ど
こ
で
節
に
入
る
か
。
の
ば
す

所
、
短
く
す
る
と
こ
ろ
な
ど
事
細
か
く
書
き
入
れ
今
は
そ
の
床
本
で
勉
強

し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
親
子
の
情
愛
を
表
す
「
傾
城
阿
波
之
鳴
門
順
礼
歌

之
段
」
を
取
り
入
れ
、
昔
の
字
、
ま
し
て
や
浄
瑠
璃
の
元
本
は
私
た
ち
さ

え
わ
か
ら
ず
、
理
解
し
易
い
よ
う
書
き
か
え
、
子
ど
も
た
ち
は
指
導
す
る

私
た
ち
が
頭
が
下
が
る
ほ
ど
皆
真
剣
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
こ
の
大
道
に
残
る
伝
統
芸
能
継
承
の
た
め
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
と
望
み
を
持
ち
、
命
の
あ
る
限
り
指
導
に
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
一
度
大
道
人
形
浄
瑠
璃
を
観
に
来
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
手
廻
り
保
存
会

大
道
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

　
　

国こ

う府
の
節ぶ
し

保
存
会　
　

代
表　
　

林　
　

伸
彦　

　

今
は
昔
、
奈
良
時
代
西
暦
七
三
〇
年
頃
、
現
在
の
大
道
切
畑
の

金
山(

か
な
や
ま)

で
長
門
鋳
銭
司
の
銅
銭
製
造
に
用
い
る
鉱
石
を

採
掘
し
た
。

　

そ
の
山
開
き
の
時
、
周
防
国
府
の
役
人
と
と
も
に
地
元
の
人
達

が
祝
賀
の
た
め
に
唄
い
踊
っ
た
の
が
「
国
府
の
節
」
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

　

防
長
風
土
注
進
案
に
よ
る
と
、
三
田
尻
村
、
三
田
尻
町
、
西
佐

波
令
村
、
仁
井
令
村
、
植
松
村
、
新
田
村
、
浜
方
村
等
で
盆
踊
り

の
際
に
謡
い
踊
り
候
事
と
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
、
唄
い
継
が
れ
踊
り
継
が
れ
て

来
た
が
、
現
代
で
は
防
府
市
の
一
隅
大
道
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
い

る
の
み
と
な
っ
た
。

　

当
保
存
会
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
地
区
有
志
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
、
目
的
は
郷
土
芸
能
の
保
存
普
及
に
よ
っ
て
明
る
く
豊
か
で

健
や
か
な
ふ
る
さ
と
造
り
を
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
山
口
県
盆
踊

大
会
で
一
位
入
賞
の
輝
か
し

い
記
録
を
残
し
て
い
る
。

　

活
動
は
、
主
に
大
道
地
区

で
の
各
種
行
事
に
出
演
し
、

他
地
区
か
ら
の
要
請
に
も
応

じ
て
い
る
。
近
年
は
、
大
道

小
学
校
・
同
中
学
校
の
運
動

会
に
も
参
加
し
、
郷
土
文
化

の
継
承
・
向
上
に
努
め
て
い

る
。 国

府
の
節
保
存
会
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（
公
財
）
日
本
郵
趣
協
会
防
府
支
部
は

　
　
　
　
　
　

切
手
収
集
に
興
じ
る
人
々
の
集
ま
り
で
す　
　

　

代
表　

斎
藤　
　

智　

　

公
益
財
団
法
人
日
本
郵
趣
協
会
防
府
支
部
は
、
切
手
収
集
家
の

全
国
組
織
の
支
部
で
、
三
十
四
年
前
に
設
立
さ
れ
て
、
今
日
ま
で

弛
ま
ず
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
趣
味
を
通
じ
て
の
異
業
種
交
流

の
場
と
し
て
の
性
格
が
強
い
の
で
す
が
、
毎
月
の
支
部
報
と
例
会

で
会
員
が
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、
組
織
の
常
と
し
て
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
加
入
は
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
元
で
あ
り
、
そ
の

目
的
の
為
に
、
外
部
へ
向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
欠
か
さ
ず
に
続
け

て
い
ま
す
。　

　

人
を
集
め
て
支
部
へ
の
参
入
を
促
す
為
に
、
切
手
の
テ
ー
ブ
ル

バ
ザ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
年
三
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
四

月
と
八
月
と
十
二
月
の
最
初
の
日
曜
日
の
、
午
前
九
時
半
か
ら

十
五
時
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
の
ク
ラ
フ
ト
展
示

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
防
府
切
手
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
県
下
一
円
は
も
と

よ
り
、
広
島
県
や
福
岡

県
、
岡
山
県
と
熊
本
県

に
加
え
て
、
島
根
県
等

の
県
外
か
ら
も
大
勢
が

集
い
、
少
し
は
知
ら
れ

た
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し

ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
、
ど
な
た
で
も
参
加

が
で
き
る
、
入
場
無
料

の
切
手
交
換
会
で
す
。

「
華
浦
音
頭
」
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

坪
郷　

好
夫

　

　

防
府
市
華
浦
地
区
の
「
地
域
お
こ
し
」
の
一
助
に
と
、
当
時
の

華
浦
地
域
自
治
会
連
合
会
の
吉
次
忠
正
会
長
が
中
心
に
な
ら
れ

て
、
全
住
民
か
ら
歌
詞
を
募
り
作
詞
、
踊
り
の
振
り
付
け
を
地
区

関
係
者
で
作
り
上
げ
、
作
曲
は
桑
原
一
朗
さ
ん
に
依
頼
し
、
平
成

十
六
年
の
華
浦
地
区
文
化
祭
で
初
め
て
披
露
さ
れ
た
。　
　
　
　

　

こ
の
時
の
製
作
者
が
華
浦
地
域
自
治
会
連
合
会
と
華
浦
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
二
つ
組
織
で
し
た
。

　

歌
詞
に
は
今
で
は
、
懐
か
し
い
「
鞠
生
松
原
・
三
田
尻
塩
田
・

桑
山
・
野
村
望
東
尼
・
お
茶
屋
・
英
雲
公
・
河
野
養
哲
」
な
ど
の

名
所
旧
跡
を
お
り
込
み
最
後
は
「
み
ん
な
の
笑
顔
で
渡
る
希
望
の

橋
」
と
締
め
く
く
り
、
未
来
へ
の
思
い
を
込
め
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。

　

今
で
は
、
華
浦
地

区
の
盆
踊
り
大
会
、

華
浦
小
学
校
大
運
動

会
、
敬
老
会
、
文
化

祭
、
地
区
イ
ベ
ン
ト

等
で
多
く
の
地
区
住

民
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
披
露
し
て

い
る
。
今
後
、
末
永

く
踊
り
継
が
れ
る
と

思
う
。

第
五
十
四
代
奉
仕
の
心
を
受
け
継
ぎ
繋
い
で
い
く 

 
 

防
府
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
　

会
長　

國
田　

浩
一　

 　

防
府
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
一
九
六
五
年
に
結
成
し
、
本

年
度
で
54
年
を
迎
え
ま
し
た
。  

 
 

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、
防
府
市
内
少
年
野
球
大

会
は
42
回
目
を
数
え
開
催
し
、
防
府
市
内
小
中
学
校
善
行
児
童
生

徒
表
彰
を
各
学
校
に
て
表
彰
、
献
血
推
進
イ
ベ
ン
ト
参
加
で
は
皆

様
に
お
声
掛
け
を
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
協
力
を
し
て
も
ら
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 

　

防
府
市
役
所
交
差
点
ほ
か
毎
月
２
回
の
立
哨
を
す
る
中
で
他
団

体
の
方
、
み
ま
も
り
隊
の
方
と
お
会
い
し
地
域
の
安
全
を
守
る
と

い
う
志
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

　

小
中
学
校
へ
の
植
樹
、
清
掃
活
動
や
幸
せ
ま
す
フ
ェ
ス
タ
に
お

け
る
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
、
愛
情
防
府
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
教

育
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
貢
献
事
業

な
ら
び
に
災
害
地
域
へ
の
義
援
金
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
長
い
歴
史
の
中
で
地
域
に
対
す

る
奉
仕
の
心
の
精
神
を
大
切
に
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
会
員
が
協
力

し
合
い
、
友
好
を
図
り
切
磋
琢
磨
し
、
地
域
の
発
展
に
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
共
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
活
動
の
活
性
化
と
会
員
増
強
の
促
進
を
図
り
た
い
と
思

い
、
少
し
で
も
興
味
を
持
た

れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

ご
一
報
下
さ
い
。
会
員
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
郵
趣
協
会

華
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

防
府
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

防
府
天
満
宮　

宮
司　

鈴
木　

宏
明　

　

こ
れ
ま
で
に
防
府
市
の
文
化
財
保
護

と
継
承
に
尽
力
さ
れ
た
同
会
に
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
、
地
方
に
お
い
て
は
す

べ
て
に
お
い
て
持
続
可
能
な
事
業
展
開
が
困
難
を
極
め
る
中
、
神

楽
を
始
め
と
す
る
伝
統
文
化
や
地
域
の
風
土
や
習
慣
が
創
り
出
し

た
音
楽
・
舞
踊
な
ど
、
や
や
も
す
る
と
埋
も
れ
て
し
ま
い
そ
う
な

文
化
財
を
、
昔
話
と
な
ら
な
い
よ
う
に
市
民
の
記
憶
か
ら
無
く
な

ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
意
義
は
本
当
に
大
き
い
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

防
府
天
満
宮
に
と
り
ま
し
て
も
、
花
神
子
社
参
式
に
格
式
を
添

え
る
「
お
手
廻
り
」
保
存
会
に
は
四
十
年
以
上
の
長
い
年
月
使
用

し
た
お
道
具
の
修
理
や
新
調
に
、
ま
た
稚
児
舞
・
神
楽
「
紅
わ
ら

べ
」
の
衣
装
修
理
に
も
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
。
更
に
は
三
十

年
続
く
天
神
お
ん
な
神
輿
の
お
囃
子
を
担
当
す
る
か
わ
い
い
小
学

生
で
構
成
す
る
「
梅
っ
こ
」
に
は
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
表
彰
し

て
頂
き
総
会
の
折
に
は
皆
さ
ん
の
前
で
演
奏
さ
せ
て
頂
く
と
い
う

子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
支
援
に
よ
り
会
員
の
向
上
意
識
は
以
前
に
比
べ

は
る
か
に
高
ま
り
、
会
の
運
営
存
続
と
防
府
天
満
宮
に
大
き
な
お

力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
防
府
市
文
化
協
会
の
益
々
の
発
展

と
防
府
市
の
文
化
が
更
に
高
ま
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝

い
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

生
涯
現
役
で
社
会
貢
献
を　
　

山
口
県
退
職
公
務
員
連
盟　

防
府
支
部
長　

吉
川　

知
至　

　

退
職
公
務
員
連
盟
は
、
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
を
問
わ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
す
べ
て
の
公
務
員
退
職
者
で
構
成
さ
れ
て

い
る
組
織
で
す
。

　

そ
の
退
職
公
務
員
連
盟
は
、
国
・
県
・
市
い
ず
れ
の
組
織
に
お

い
て
も
、
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
創
立
時
の
理
念
の
も
と
で
、
次

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

即
ち
、
①
年
金
を
は
じ
め
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制

度
の
構
築
と
、
健
全
な
公
務
員
制
度
の
確
立
②
会
員
相
互
の
絆
を

深
め
、
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
増
進
や
伝
統
文
化
高

揚
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
積
極
的
な
推
進
な
ど
で
す
。 

　

防
府
支
部
は
現
在
、
正
会
員
数
二
百
十
名
。
男
性
会
員
が

百
六
十
六
名
、
女
性
会
員
が
四
十
四
名
で
す
。
職
種
別
で
は
、
教

職
Ｏ
Ｂ
が
百
五
十
三
名
で
全
体
の
七
十
三
％
を
占
め
、
次
い
で
市

職
Ｏ
Ｂ
の
五
十
一
名
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は

七
十
五
・
八
歳
。
会
員
総
数
も
、
ピ
ー
ク
時
に
は
五
百
三
十
名
で

し
た
が
、
今
で
は
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

防
府
支
部
の
活
動
は
、
四
月
の
地
区
幹
事
会
で
承
認
を
得
た
事

業
計
画
及
び
予
算
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
ま
す
が
、
退
公
連
新
聞

及
び
県
連
盟
・
支
部
会
報
の
配
布
を
通
じ
た
情
報
提
供
を
は
じ

め
、
愛
情
防
府
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
、
会
員
作
品
展
や

会
員
ふ
れ
あ
い
の
集
い
の
開
催
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
「
生
涯
現
役
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
そ
の
知
識
と
経
験

を
活
か
し
て
、
社
会
貢
献
・
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す

防
府
天
満
宮

山
口
県
退
職
公
務
員
連
盟

ホ
ー
リ
ー
会
（
傾
聴
勉
強
会
）
の
活
動

　
　
　
　
　
　

ホ
ー
リ
ー
会
代
表　
　

西
村　

忠
夫　

　

文
化
福
祉
会
館
で
の
我
々
の
勉
強
会
も
お
陰
様
で
十
三
年
近
く

続
い
て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
初
十
名
弱
で
開
始
し
た
会
も
現
在
で
は
二
十
名
強
が
集
ま
り

毎
月
一
回
、
防
府
市
内
の
仲
間
を
中
心
に
県
内
各
地
か
ら
も
参
加

し
傾
聴
や
心
理
療
法
の
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
達
は
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師
等
の
心

理
や
福
祉
の
専
門
家
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
興
味
の
あ
る
労
務
担

当
者
の
集
り
で
す
。
そ
し
て
我
々
の
相
談
業
務
の
中
で
重
要
と
な

る
傾
聴
技
法
に
つ
い
て
元
児
童
相
談
所
長
で
経
験
豊
富
な
堀
江
秀

紀
氏
を
講
師
に
学
習
を
続
け
て
お
り
、
ホ
ー
リ
ー
会
の
名
前
の
由

来
も
こ
れ
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
傾
聴
と
は
何
か
に
つ
い
て
述
べ
我
々
の
会
の
内
容
を
少

し
で
も
知
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
人
は
簡
単
に
理
解
で
き

る
よ
う
な
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
言
葉
や
表
情
か
ら
色
々

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
が
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
そ
の
人
の

一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

傾
聴
と
は
相
手
の
身
と
な
っ

て
相
手
に
寄
り
添
い
、
相
手

の
感
情
、
欲
求
、
葛
藤
な
ど

相
手
の
内
面
の
世
界
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
日

常
の
会
話
と
は
異
な
り
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
重
要
で

大
切
な
技
法
と
な
る
も
の
で

す
。

ホ
ー
リ
ー
会
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公
益
社
団
法
人
防
府
青
年
会
議
所 

活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人
防
府
青
年
会
議
所　

第
五
十
九
代
理
事
長 

新
原　

耕
由　

　

平
素
は
、
多
大
な
る
ご
支
援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
公
益
社
団
法
人
防
府
青
年
会
議
所
は
、
「
明
る
い
豊
か

な
社
会
の
実
現
」
を
理
想
と
し
青
少
年
開
発
事
業
の
開
催
や
地
域

活
性
化
事
業
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
日
本
三
大
天
神
の
一
つ
で
あ
る
防
府
天
満
宮
の
事
業
に
も
共

催
す
る
な
ど
、
文
化
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

毎
年
八
月
三
日
～
五
日
の
三
日
間
、
菅
原
道
真
公
の
ご
生
誕
を
お

祝
い
す
る
「
防
府
天
満
宮 

御
誕
辰
祭
」
で
は
、
約
二
千
個
の
ろ
う

そ
く
を
灯
し
て
「
灯
火
の
大
河
」
を
演
出
す
る
「
万
灯
の
夕
べ
」

を
本
会
議
所
で
行
な
い
、
文
化
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域
伝
統
行
事
「
花
神
子

社
参
式
」
や
「
御
神
幸
祭
」
に
も
、
御
手
廻
り
の
奴
（
大
名
の
御

道
具
持
ち
役
）
と
し
て
花
神
子
や
大
行
司
・
小
行
司
の
皆
様
と
行

列
を
共
に
し
な
が
ら
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
の
伝
統
文

化
の
継
承
を
目
的
と
し
た
活
動
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
文
化
振
興
の
た
め
の

活
動
を
メ
ン
バ
ー
一
同
し
っ
か
り

と
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
な
ら
び

に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
本

会
議
所
の
活
動
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

防
府
青
年
会
議
所

　

防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
御
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
も
た
く
さ
ん
の
者

が
、
文
化
協
会
の
会
員
と
し
て
参
加
し
て
お
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
文
化
活
動
と
し
て
は
、
昨
年
十
一

月
七
日
に
、
第
十
五
回
俳
句
大
会
を
開
催
し
、
防
府
市
長
様
、
防

府
市
議
会
議
長
様
、
防
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
、
Ｊ
Ａ
防
府
と

く
ぢ
農
業
組
合
様
の
ご
支
援
を
頂
い
て
、
伊
藤
仙
女
先
生
の
ご
指

導
で
入
賞
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
月
に
は
、
御
園
生
百
合
子
先
生
の
御
指
導
で
紙
上
川
柳
大
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
十
月
三
日
に
は
、
文
化
財
探
訪
と

し
て
、
山
口
花
博
へ
い
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
四
日
に
は
、
ソ
ル
ト
ア
リ
ー
ナ
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
交
流
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
ラ
ス
大
会
に
も
、
牟
礼
・
大
道
の
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
が
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
的
に
も
、
各
人
が
持
っ
て
い
る
趣
味
や
特
技
を
生
か
し

て
、
地
域
社
会
の
福
祉
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
各
地
域
で
活
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

　

さ
さ
や
か
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
防
府
市
の

一
市
民
と
し
て
文
化
活
動
に
協

力
で
き
れ
ば
と
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
防
府
市
文
化
協
会

の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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３．会　則　等

防 府 市 文 化 協 会 会 則

（名　称）
第１条　この会は、防府市文化協会という。
（事務局）
第２条　この会は、事務局を防府市文化財郷土資料館内に置く。
（目　的）
第３条 　この会は、市民の文化・芸術活動に理解と関心を持ち、会員相互の連絡、提携のもとに、あらゆる

文化・芸術活動の促進を図り、市民の文化・芸術の向上に寄与するとともに、薫り高い文化に富んだ
まちづくりに貢献することを目的とする。

（事　業）
第４条　この会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う

（１）各種文化・芸術活動の推進と奨励に関すること　
（２）各種文化・芸術活動の支援・助成に関すること　
（３）各種文化・芸術活動の調査、研究、顕彰に関すること　
（４）会員相互の連絡・提携に関すること　
（５）その他この会の目的達成に必要な事項　

（会　員）
第５条　この会は、会の目的に賛同し、入会する次の会員をもって構成する。
　　　　第一号会員　　団体会員　
　　　　第二号会員　　個人会員　
　　　　第三号会員　　学校会員　
　　　　第四号会員　　名誉会員
（入　会）
第６条 　この会に入会しようとする者は、所定の入会申込書に当該年度の会費を添えて申し込むものとす

る。
（退　会）　
第７条 　この会を退会しようとする者は、会長にその旨を届け出なければならない。なお、途中退会者につ

いては、会費は返還しないものとする。
　　２　 会長は、この会の会員として不適当と認めた場合は、理事の３分の２の決議を経て脱退させること

ができる。
（役　員）
第８条　この会に、次の役員を置く。

（１）会　　長　１名　
（２）副 会 長　２名
（３）常任理事　若干名
（４）理　　事　若干名
（５）監　　事　２名
（６）顧　　問　若干名

（選　出）　
第９条　役員の選出は、会員の中から次の方法により選出する。

１　会長、副会長、監事は、常任理事会の議を経て選出する。
２　常任理事は、理事の互選により選出する。
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３　理事は、会員の中から別に定める方法（別紙）により選出する。
４　顧問は、会長が常任理事会の承認を経て、委嘱する。

（任　務）
第10条　役員の任務は、次のとおりとする。

１　会長は、会務を総括し、会を代表する。
２　 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、副会長のうちあらかじめ会長が指名する者がそ

の職務を代理する。
３　 常任理事は、常任理事会を構成し、この会の運営に関する事項を企画執行するとともに、総会並び

に理事会に付議する事項について審議する。緊急重要なる事項については、審議決定する。
４　理事は、理事会を構成し、この会の運営に関する事項を審議決定する。
５　監事は、会務及び会計を監査する。
６　顧問は、会長の諮問に応ずるとともに、意見を述べることができる。

（任　期）
第11条　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
　　２　役員に欠員が生じた場合における任期は、前任者の残任期間とする。
（事務局職員）
第12条　この会の事務局に、職員を置く。
　　２　職員（事務局長）の任免は、会長が常任理事会の承認を経て行う。
　　３　事務局長は、会務及び会計事務を処理する。
　　４　事務局長の服務については、防府市職員の例による。
（会　議）
第13条　この会に次の会議を置く。
　　１　総会　２　常任理事会　３　理事会　４　事業部会　５　専門委員会
（総　会）
第14条　定期総会は、会長がこれを招集し、毎年１回開催する。
　　２　 臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は常任理事の３分の２以上の要求があったときは、これ

を開く。
　　３　総会において、次の事項を議決する。

（１）予算及び決算に関すること　
（２）事業計画及び実施に関すること　
（３）会則の改廃に関すること　　
（４）その他必要な事項　

（常任理事会）
第15条　常任理事会は、会長、副会長、常任理事をもって構成する。
　　２　常任理事会は、会長がこれを招集し、次の事項を審議する。

（１）予算及び決算に関すること　
（２）事業計画及び実施に関すること　
（３）規約の改廃に関すること　　
（４）その他必要な事項　

（理事会）
第16条　理事会は会長、副会長、理事をもって構成する。
　　２　臨時理事会は、会長が認めるとき、又は理事の３分の２以上の要求があったときは、これを開く。
　　３　理事会は、会長がこれを招集し、次の事項を審議決定する。

（１）予算及び決算に関すること　
（２）事業計画及び実施に関すること　
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（３）規約の改廃に関すること　　
（４）退会に関すること　
（５）その他必要な事項

　
（事業部会）
第17条　この会に次の事業部会を設ける。

（１）市民文化活動支援事業部会
（２）文化振興奨励事業部会
（３）市民文芸選考事業部会

　　２　各事業部会の委員は、別に定める方法により委嘱する。
　　３　各事業部会は、別に定める方法により必要事項を審議決定する。
（専門委員会）
第18条　この会は、必要に応じ専門委員会を設けることができる。
　　２　専門委員は、会長が理事会の推薦によって委嘱する。
（会議録）
第19条　会議に際しては、会議録を調製し会議の次第及び出席役員の氏名を記載しなければならない。
　　２　会議録には、議長及び２人以上の役員が署名しなければならない。
　　３　前項の会議録に署名する役員は、議長が指名する。
（議　長）
第20条　総会の議長は、会員の中から選出する。
　　２　常任理事会の議長は、常任理事の中から選出する。
　　３　理事会の議長は、会長とする。
（議　決）
第21条 　総会・常任理事会・理事会、及び事業部会は、構成員の２分の１以上の出席により成立し、議決

は、出席者の過半数をもって決める。可否同数であるときは、議長が決するところによる。
（会　計）
第22条　この会の経費は、会費、寄付金、補助金、事業収益金、その他の収入をもって充てる。
　　２　会員は、次により会費を納入しなければならない。

（１）第一号会員（団体会員）　　年 3,000円
（２）第二号会員（個人会員）　　年 1,500円
（３）第三号会員（学校会員）　　無　料
（４）第四号会員（名誉会員）　　無　料

　　３　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。
（積立金）
第23条　協会は理事会の議決を経て特定の目的のために積立金を設けることができる。
　　２　積立額については毎年度理事会に諮り決定する。
（その他）
第24条　この会則施行について必要な事項は、理事会において審議決定する。

　　附　則
　　　　この会則は、平成10年10月16日から施行する。
　　　　この会則は、平成13年２月23日に改正する。
　　　　この会則は、平成18年１月５日に改正する。
　　　　この会則は、平成24年４月１日から施行する。 
　　　　この会則は、平成26年４月１日から施行する。

−66−



防府市文化協会　市民文化活動支援事業部会規約

（名　称）
第１条　この部会は、防府市文化協会市民文化活動支援事業部会（以下「部会」という。）という。

（目　的）
第２条 　この部会は、防府市文化協会会則第１７条に基づき、防府市に所在する企業、個人等（防府市外に

在住する防府出身者を含む。）が参加して結成する組織で、防府市内で実施する文化・芸術等の活動
を支援し、市民の文化・芸術の向上を図るとともに、潤いのあるまちづくりに貢献することを目的と
する。

（事　業）
第３条 　この部会は、前条の目的を達成するため、次の活動や事業を支援する。
　　　（１）防府市に在住する団体及び個人が、防府市内で開催する文化・芸術等の活動に対する助成
　　　（２）その他、本会の目的を達成するために必要な事業

（会　員）
第４条 　この部会は、部会の目的に賛同し入会した会員（企業及び個人等）をもって構成する。

（会　費）
第５条　会員は、会費を納付しなければならない。
　　２　会費は、年　一口　10,000円とする。

（役　員）
第６条　この部会に次の役員を置く。
　　　（１）部 会 長　…　１名
　　　（２）副部会長　…　１名
　　　（３）委　　員　…　若干名
　　　（４）監　　事　…　２名
　　２　委員は、市民文化活動支援事業部会で選任し、防府市文化協会会長が委嘱する。
　　３　部会長、副部会長は、市民文化活動支援事業部会委員会（以下「委員会」という。）で選任する。
　　４　監事は、防府市文化協会監事を充てる。

（職　務）
第７条　部会長は、この部会を代表し、その業務を統轄する。
　　２　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故のあるときは、その職務を代理する。
　　３　委員は、委員会を構成し、この部会の運営に関する次の事項を企画執行する。
　　　（１）支援する事業の助成及び協賛に係る必要事項の決定
　　　（２）別に定める審査基準及び方法による助成対象者並びに助成金額等の決定
　　　（３）その他、本事業の目的達成に必要な業務の処理
　　４　監事は、業務及び会計を監査し、委員会の議決を経て防府市文化協会の総会で報告する。

　（任　期）
第８条　役員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。
　　２　役員に欠員が生じた場合における補欠役員の任期は、前任期間とする。
　　３ 　役員は、辞任した場合、又は任期満了の場合においても、後任者が就任するまでは、必要な職務を

行わなければならない。
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　（会　議）
第９条　この部会の会議は、委員会とする。
　　２　委員会は、部会長が７月と12月の年２回招集する。
　　３　委員会の議長は、部会長がこれに当たる。

　（定足数）
第10条　委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ開会することができない。

　（議　決）
第11条 　委員会における決定は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決する

ところによる。

　（報　告）
第12条　部会長は、委員会の審議結果及び審査結果を防府市文化協会会長に報告しなければならない。

　（会　計）
第13条　この部会の経費は、会費及びその他の収入をもって充てる。
　　２　この部会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

　（その他）
第14条 　この規約に定めるものの他、この部会の運営に関する必要事項は委員会の議決を経て、部会長が

定める。
　　附　則
　　　　この規約は、平成11年９月３日から施行する。
　　　　この規約は、平成24年４月１日から施行する。
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市民文化活動支援事業助成金交付要綱　

（目　　的）
第１条 　この要綱は、市民文化活動支援事業部会規約第７条第３項に基づき審査基準及び内容など必要な事

項を定める。
（助成の対象者等）
第２条 　助成対象となるものは、防府市に在住する団体、個人及び防府市出身者（以下「団体等」）とい

う。）とする。
（助成の対象事業等）
第３条 　助成の対象となる事業は、別表に掲げる、文化・芸術活動等であって、防府市内で行なわれるもの

とする。ただし、次の各号に揚げる事業活動は、助成の対象としない。
（１）営利を目的とする事業
（２）利益が見込める事業
（３）宗教、政治的、商業的、または興業的な意図が認められる事業

（助成金の交付申請）
第４条 　助成金の交付を受けようとする団体等（以下「申請者」という。）は、市民文化活動支援事業部会

長へ６月末日、11月末日に、市民文化活動支援事業部助成金交付申請書（別紙　第１号様式　以下
「申請書」という。）に掲げる書類を添えて提出しなければならない。
（１）事業計画書（別紙　第２号様式）　
（２）事業収支予算書（別紙　第３号様式）
（３）団体概要書（別紙　第４号様式）又は個人概要書（別紙　第５号様式）
（４）第３号に掲げるもののほか、会長が定める書類

（助成金の交付決定）
第５条 　部会長は、申請者から申請書の提出があった場合は、審査委員会を招集し、審査員の審査を経て当

該申請書に係る事業につき助成金の交付が適当であると認めるときは、その旨を申請者に通知するも
のとする。

（事業完了の届出）
第６条 　助成対象者は、事業が完了したときは完了の日から30日以内に支援事業実績報告書（別紙　第６

号様式）に、次に揚げる書類を添えて部会長に提出しなければならない。
（１）事業実績書　　　（別紙　第６号－１様式）
（２）事業収支精算書　（別紙　第６号－２様式）
（３）請求書・領収書　（別紙　第６号－３様式）
（４）参考資料

（助成金の確定、交付）
第７条 　部会長は、支援事業実績報告書の提出があったときはその内容を審査の上、助成金の額を決定し交

付する。
（助成金の交付決定の取消等）
第８条 　部会長は、助成対象者が、次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の交付決定の全部または

一部を取り消すことができる。
（１）この要綱に違反したとき　
（２）事業の実施方法が不適当であると認めたとき　
（３）支出額が予算額に比して減少したとき　
（４）収入額が予算額に比して増加したとき　

（その他）
第９条　この要綱に定めるもののほか助成について必要な事項は、部会長が別に定める。
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　　附　則
　　　　この要綱は、平成11年７月19日から施行する。
　　　　この要綱は、平成13年３月22日に改正する。（第３条の第４項を削除）
　　　　この要綱は、平成24年４月１日から施行する。

【別　表】

補助対象事業 主　な　内　容

文化・芸術等
の創出、伝承活動

①　 音楽・美術・文芸・演劇などの創作、公演、
展示、鑑賞の場づくり

②　歴史的街並保存等の文化的な環境づくり
③　文化財、伝統芸能の保存伝承
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防府市文化振興奨励賞授賞規程　

（趣　旨）
第１条  この規程は、防府市文化協会会則第１７条に基づき、防府市の芸術・文化の振興に資するため、防

府市文化振興奨励賞（以下「奨励賞」という。）を授賞することについて必要な事項を定めるものと
する。

（授賞の対象）
第２条 　市内に居住する者又は、主たる事務所等を有する団体で、次の各号のいずれかに該当する者に対し

て会長は、奨励賞を授賞する。
（１）芸術・文化の分野で高い水準の創作活動を行なっている者
（２）永年にわたり地道な芸術・文化活動を続け、多大な成果をあげている者
（３）芸術・文化の振興発展に尽力し、功績が顕著な者
（４）文化財、郷土芸能の保存、継承に永年にわたり尽力している者
（５）文化団体が主催する文化行事において、優秀な業績をおさめ、他の模範となる者

（授賞候補者の推薦）
第３条　会長は、次の各号に掲げる者に奨励賞の授賞候補者の推薦を依頼するものとする。

（１）防府市文化協会理事
（２）防府市教育委員会
（３）（公財）防府市文化振興財団
（４）その他、会長が特に必要と認める者

　　２　第２条各号に該当する者があるときは、別に定める授賞候補者推薦調書を会長に提出するものとする。
（文化振興奨励事業部会）
第４条 　会長は、奨励賞授賞の候補者選考に関する事項を調査審議するため、文化振興奨励事業部会（以下

「部会」という。）を置く。
　　２　部会委員は、次の各号に掲げる者について、会長が委嘱する。

（１）防府市長
（２）防府市教育長
（３）（公財）防府市文化振興財団事務局長
（４）防府市文化協会副会長
（５）その他、会長が特に必要と認める者

（授賞者の決定）
第５条　奨励賞の授賞者は、部会が選考した者のうちから、会長が決定する。
（賞及び授賞の期日）
第６条　奨励賞は、賞状及び記念品とする。
　　２　授賞日は、別に定める日とする。
（授賞の取消し）
第７条 　第５条の定めにより、奨励賞の授賞の決定を受けた者が不都合の行為があった場合は、当該授賞の

決定を取り消すものとする。
（追賞）
第８条     第５条の定めにより、奨励賞の授賞の決定を受けた者が、奨励賞を受ける前に死亡した時は、死亡

後であっても表彰を行う。
（その他）
第９条　この規定に定めるもののほか、奨励賞の授賞について必要な事項は、部会において別に定める。
　　附　則　　この規程は、平成11年３月25日から施行する。
　　　　　　　この規程は、平成18年１月５日に改正する。
　　　　　　　この規程は、平成24年４月１日から施行する。
　　　　　　　この規程は、平成26年４月１日から施行する。
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防府市文化協会市民文芸年度賞等授賞規程　

（趣　旨）
第１条 　この規程は、防府市文化協会会則第17条に基づき、防府市の芸術・文化の振興に資するため市民

文芸年度賞等（以下「年度賞等」という。）を授賞することについて必要な事項を定めるものとす
る。

　
（授賞の対象）
第２条 　市内に居住又は事業所に勤務する者で、川柳、俳句、短歌、自由律俳句の投稿者の中から毎年度中

の市広報「市民文芸」欄に掲載された者の中から会長は年度賞等を授賞する。

（賞の種類）
第３条　賞の種類は、次の号に掲げるものとする。
　　　（１）市民文芸特別賞（同一部門で市民文芸賞を２回授賞した者）
　　　（２）市民文芸賞（同一部門で年度賞を４回授賞した者）
　　　（３）年度賞（川柳、俳句、短歌、自由律俳句の各部門からそれぞれ５句（首））
　　　（４）佳　作（年度賞を逸した者のうち、各部門からそれぞれ５句（首））
　
（市民文芸選考事業部会）
第４条 　会長は、年度賞等の選考に関する事業を調査審議するため、市民文芸選考事業部会（以下「部会」

という。）を置く。
　　　　部会の委員は、市民文芸選者に会長が委嘱する。

（受賞者の決定）
第５条　年度賞等の受賞者は、部会が選考した者のうちから会長が決定する。

（賞及び授賞の期日）
第６条　年度賞は、賞状及び記念品とする。
　　　　授賞日は、別に定める日とする。

（授賞の取り消し）　
第７条 　第５条の定めにより年度賞等の授賞の決定を受けたものが、不都合の行為があった場合は当該授賞

の決定を取り消すものとする。

（追　賞）
第８条 　第５条の定めにより年度賞等の授賞の決定を受けた者が年度賞等を受ける前に死亡した時は、死亡

後であっても表彰を行う。

（その他）
第９条　この規程に定めるもののほか、年度賞等の授賞について必要な事項は部会において別に定める。
　　　
　　附　則　　この規程は、平成11年２月25日から実施する。
　　　　　　　この規程は、平成19年３月16日から実施する。
　　　　　　　この規程は、平成24年４月１日から実施する。
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「防府市文化振興奨励賞」受賞者（団体・個人）一覧

年次 年　度 個人の部 団体の部
氏　名 部　門 氏　名 部　門

１ 平成11年度

渡 邉 長 月 短歌 華道家元池坊防府支部 華道
花 柳 寿 三 五 郎 舞踊 アキヨバレエ研究所 洋舞
長 宗 敦 子 仕舞 三田尻女子高等学校バトントワリング部 音楽
鈴　木　満寿子 箏曲
若 林 清 利 文化振興
礒　村　百合子 茶道

２ 平成12年度

加 藤 重 美 陶芸 グループ ”キット” 美術工芸
加 藤 一 雄 書道 末田・堀越壷まつり実行委員会 美術陶芸
荻 原 　 旭 郷土史 野島盆踊保存会 郷土芸能
山 田 如 仙 水墨画 松崎歴史同好会 学術郷土史
中　山　美代子 箏曲 右田お田植祭実行委員会 郷土芸能
河 村 一 郎 詩吟

３ 平成13年度

西　山　ミサエ 文化振興 下津令大神楽 文化
木 原 節 子 華道 敷山城址保存会 歴史・文化
桑 原 一 朗 音楽 防府商業高校演劇部 文芸・演劇
山　野　富貴代 茶道
古 谷 　 昇 歴史文化
橋 口 昌 子 文化功労

４ 平成14年度

脇 　 正 典 文化功労 中関塩浜唄の会 郷土芸能
皆 元 百 代 ちぎりえ 野島を愛する会 総合
村 松 逸 眺 尺八 切畑代神楽保存会 郷土芸能
中　村　みゆき 茶道 防府詩吟連合会 邦楽・詩吟

５ 平成15年度

米 本 峯 子 華道 勝間歴史同好会 学術文化
西 村 　 謙 文芸 ＭＵＲＥジュニアマーチングバンド 音楽

半田代神楽舞保存会 郷土芸能
小俣代神楽保存会 郷土芸能
大道中学校吹奏楽部 音楽

６ 平成16年度

橋 本 藤 夫 生活文化 華浦の歴史を学ぶ会 学術文学
佐 藤 國 憲 音楽 春日鬼面保存会 生活文化
田　村　ハナエ 生活文化
西 村 茂 夫 文芸
杉 山 珠 子 生活文化

７ 平成17年度

宮 内 威 徳 文化功労 （財）小原流防府支部 華道
田 中 是 親 文化功労 華西中学校吹奏楽部 音楽
吉 本 鶴 吉 民謡 小俣八幡宮「笑い講」（特別文化功労賞） 民俗芸能・文化
末 冨 和 子 華道
宇　田　富美子 工芸

８ 平成18年度

中 尾 岳 奨 邦楽（詩吟） 富海史談会 学術文化
藤 井 鳳 仙 民謡 龍美女太鼓 民俗芸能
増 田 保 子 華道
坂　東　香登代 舞踊
花　柳　鶴千榮 舞踊
田 中 和 夫 生活文化

９ 平成19年度

池 田 幸 子 工芸（美術） 防府グリークラブ 音楽
角　中　悦太郎 音楽 勝坂手作り会 美術
筒 井 久 夫 短歌
田 中 竹 風 生活文化（華道）

４．表　彰　
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年次 年　度 個人の部 団体の部
氏　名 部　門 氏　名 部　門

10 平成20年度

御園生　百合子 文芸（川柳） 防府映像サークル 映像
羽 仁 和 子 文芸（短歌） 晒石奴長持保存会 民俗芸能
伊 藤 仙 女 文芸（俳句） 国府中学校吹奏楽部 音楽
村 本 昭 重 映像 防府少年少女合唱団 音楽
坂 本 修 治 盆栽
青 木 昭 代 洋舞

11 平成21年度

坪 郷 久 榮 生活文化 ＫＩＭＩＥダンススタジオ 洋舞
山　野　歌奈女 邦楽（筝） 大村能章顕彰会 音楽
稀音家六知せい 邦楽（長唄）
小 林 範 山 邦楽（尺八）
谷 村 一 美 音楽

12 平成22年度

松 田 龍 仁 美術工芸 勝間浦人太鼓 民俗芸能
山　田　アサコ 芸術 宇佐八幡宮の腰輪踊り 民俗芸能
吉 田 　 稔 音楽
花　柳　扇千鶴 邦楽（舞踊）

13 平成23年度

針 間 文 彦 美術 防府吹奏楽団 音楽
藤 澤 宗 和 生活文化（茶道） 防長民謡会 邦楽（民謡）
佐 藤 　 通 音楽
新山王　　　哲 総合

14 平成24年度

山 本 　 歩 美術（木彫） 鴻峯吟詠防府朗吟会 邦楽
髙　杉　三千惠 美術（染色工芸） 中関小学校吹奏楽部 音楽
中 野 光 栄 文芸（短歌）
杉 山 玲 子 生活文化（華道）

15 平成25年度
久 保 　 敬 文芸（短歌） 上田流尺八道菅友会 邦楽（尺八）
若　柳　吉冬貴 邦楽（舞踊） 山頭火讃歌隊 音楽
羽 嶋 貞 子 生活文化（華道）

16 平成26年度

上 田 清 子 民俗芸能 萌えぎ会 邦楽（筝）
國 廣 眷 爾 映像 防府天神神輿囃子「梅っ子」 民俗芸能
上 山 喜 譽 歴史
上 山 忠 男 学術・歴史

17 平成27年度

西 山 森 作 民俗芸能 日本吟舞曽光流曽光会 邦楽（吟舞）
窪 田 耕 二 文芸 十二の舞保存会 民俗芸能
久 保 聲 邦 邦楽（箏）
竹 中 俊 二 音楽

18 平成28年度

永 田 菅 堂 民俗芸能 都山流尺八楽範山会 邦楽（尺八）
國　貞  喜美江 生活文化（茶道） 草月流新光会 生活文化（華道）
原 田 信 夫 美　術
川 本 禮 子 民俗芸能
河 村 康 子 文　芸

19 平成29年度

原 田 紅 月 生活文化（華道） 防府市俳句協会 文芸
岡 田 博 幸 美術 天神おんな神輿の会 民俗芸能
西 村 　 一 映像
山　野　安珠美 邦楽（箏）
田 村 京 子 歴史

20 平成30年度

中　村　ゆきえ 民俗芸能 若柳流吉冬貴の会 邦楽（舞踊）
髙 橋 瑞 峯 生活文化（華道） 防府歴史と考古学の会 歴史
池 田 初 子 生活文化（茶道） 牟礼フォークダンス同好会 洋舞
鰐 石 洋 己 美術（写真） 山口県立防府西高等学校吹奏楽部 音楽
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　　　「市民文芸年度賞」受賞者一覧
　　　　   年度
部門

第37回 第38回 第39回 第40回 第41回 第42回
（平成10年度） （平成11年度） （平成12年度） （平成13年度） （平成14年度） （平成15年度）

川 　 　 　 柳

大 橋 ツ ヤ 子 大 橋 　 九 一 清 水 　 俊 子 河 野 　 芳 雄 大 橋 　 九 一 竹 重 　 満 夫
田 中 　 初 枝 竹 重 　 満 夫 杉 岡 　 静 子 白 井 智 津 子 久 保 　 　 敬 藤 井 美 寿 子
林 　 ス エ ノ 藤 井 美 寿 子 田 中 　 初 枝 竹 重 　 満 夫 桑 原 　 右 峰 白 井 智 津 子
伏 谷 　 節 代 堀 江 　 勝 子 種 田 の ぶ 子 林 　 ス エ ノ 中 野 　 清 子 伏 谷 　 節 代
安 村 　 敏 子 吉 武 三 和 子 中 川 フ サ 子 藤 井 　 清 子 山 本 サ カ エ 河 野 　 芳 雄

俳 　 　 　 句

河 野 　 雪 江 今 川 マ サ 子 内 田 　 チ エ 荒 瀬 ま ゆ 美 岡 山 　 美 彦 清 水 　 正 枝
益 冨 　 竹 川 篠 原 　 久 子 津 秋 　 悦 代 河 合 　 知 子 金 子 　 清 子 今 川 マ サ 子
松 永 美 津 江 中 司 　 愛 子 村 上 　 安 遊 坂 根 　 　 豊 古 谷 　 季 子 粟 本 　 房 子
三 宅 　 　 巴 藤 井 　 和 子 村 重 　 光 子 田 中 　 盟 子 村 重 　 光 子 俵 　 　 昭 二
吉 武 三 和 子 松 本 　 春 子 吉 武 三 和 子 松 本 　 春 子 四 井 　 富 士 内 田 　 チ エ

短 　 　 　 歌

大 田 　 茂 樹 下 瀬 　 常 子 大 田 　 茂 樹 上 田 ス ミ エ 粟 本 　 房 子 脇 屋 　 信 子
佐 山 　 　 昇 蓮 住 キ ク エ 篠 崎 　 康 三 椎 木 ア サ 子 大 田 　 茂 樹 上 田 ス ミ エ
椎 木 ア サ 子 宮 澤 　 澄 子 菅 　 　 義 男 原 田 　 益 子 末 永 　 敦 子 田 中 　 花 子
杉 岡 　 静 子 山 縣 美 代 子 山 本 　 緑 宮 澤 　 澄 子 永 地 美 枝 子 篠 崎 　 康 三
吉 末 　 　 一 脇 屋 　 信 子 吉 末 　 一 山 根 亜 矢 子 山 本 　 穆 子 久 保 　 　 敬

自 由 律 俳 句

市 民 文 芸 賞

安 村 　 敏 子 藤 井 　 和 子 杉 岡 　 静 子 林 　 ス エ ノ 竹 重 　 満 夫
益 冨 　 竹 川 山 縣 美 代 子 中 川 フ サ 子 藤 井 　 清 子 藤 井 美 寿 子

村 上 　 安 遊 清 水 　 正 枝
大 田 　 茂 樹 今 川 マ サ 子

脇 屋 　 信 子
特 　 別 　 賞 該 当 者 な し 該 当 者 な し 該 当 者 な し 該 当 者 な し 該 当 者 な し 該 当 者 な し

　　　　   年度
部門

第43回 第44回 第45回 第46回 第47回 第48回
（平成16年度） （平成17年度） （平成18年度） （平成19年度） （平成20年度） （平成21年度）

川 　 　 　 柳

山 根 　 利 正 松 村 　 玲 子 松 村 　 咲 夫 山 根 　 利 正 白井　智津子 松 村 　 玲 子
田 中 　 初 枝 白井智津子⑷ 梅 田 　 智 子 田 中 　 初 枝 大 平 　 　 峯 村 重 　 栄 子
藤 井 　 清 子 竹 重 　 満 夫 藤 井 　 清 子 藤 井 美 寿 子 福 田 ナ ミ エ 梅 田 と も か
南 部 　 節 夫 大 橋 　 九 一 重 田 　 二 枝 安 達 　 愛 子 藤 井 　 幸 生 山 根 　 利 正
中 野 　 清 子 中 川 フ サ 子 杉 岡 　 静 子 村 重 　 栄 子 伏 谷 　 節 代 藤 井 美 寿 子

俳 　 　 　 句

河 野 　 雪 江 内 田 チ エ ⑷ 田 中 　 盟 子 篠 原 　 久 子 岸 本 　 千 絵 春 吉 　 智 子
山 本 　 ミ ネ 村 重 　 光 子 松 本 　 邦 子 内 田 　 チ エ 藤 田 　 玲 子 山 本 　 ミ ネ
松 永 美 津 江 國 弘 　 惠 子 山 本 　 ミ ネ 俵 　 　 昭 二 古 谷 　 季 子 村 上 　 安 遊
荒 瀬 ま ゆ 美 篠 原 　 久 子 古 谷 　 季 子 田 中 　 裕 子 荒 瀬 ま ゆ 美 篠 原 　 久 子
村 上 　 安 遊 俵 　 　 昭 二 津 秋 　 悦 代 金 子 　 清 子 大 村 　 和 子 俵 　 　 昭 二

短 　 　 　 歌

椎 木 ア サ 子 林 　 タ キ 子 末 永 　 敦 子 丹 後 日 出 雄 古 谷 　 和 子 重 田 　 二 枝
古 谷 　 和 子 重 田 　 二 枝 粟 本 　 房 子 山 本 　 　 緑 末 永 　 敦 子 金 山 　 教 夫
岸 本 マ サ エ 山 本 　 　 緑 古 谷 　 和 子 林 　 タ キ 子 粟 本 　 房 子 篠 崎 　 康 三
桂 　 ユ リ 子 吉 末 　 　 一 岸 本 マ サ エ 田 中 　 花 子 余 園 　 岡 子 林 　 タ キ 子
田 中 　 育 子 丹 後 日 出 雄 山 縣 美 代 子 篠 崎 　 康 三 山 縣 美 代 子 山 本 　 　 緑

自 由 律 俳 句

三 木 　 知 子 新 山 の ぶ 子 有 　 　 冬 扇 河 野 　 楡 平
江 内 キ ヨ 子 三 浦 　 ツ ヤ 丹 後 日 出 雄 田 中 　 里 美
田 中 む つ こ 門 田 美 和 子 中 村 ユ キ 子 岡 　 　 君 江
大 村 　 久 子 田 中 　 里 美 江 内 キ ヨ 子 藤 川 　 未 奈
有 　 　 冬 扇 下 瀬 美 保 子 國 澤 　 志 帆 松 永 　 淑 子

市 民 文 芸 賞

松 村 　 玲 子 坂 根 　 　 豊 該 当 者 な し 該 当 者 な し 篠 原 　 久 子
白井　智津子 俵 　 　 昭 二
内 田 　 チ エ 篠 崎 　 康 三

林 　 タ キ 子

特 　 別 　 賞 椎木　アサ子 該 当 者 な し 該 当 者 な し 該 当 者 な し 該 当 者 な し 山 本 　 緑
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　　　　   年度
部門

第49回 第50回 第51回 第52回 第53回 第54回
（平成22年度） （平成23年度） （平成24年度） （平成25年度） （平成26年度） （平成27年度）

川 　 　 　 柳

佐 藤 　 静 枝 吉 川 　 知 至 山 根 　 利 正 佐 藤 　 哲 夫 佐 藤 　 哲 夫 坪 郷 英 美 子
杉 岡 　 静 子 藤 井 　 絹 枝 松 村 　 玲 子 城 尾 　 公 美 山 本 　 ミ ネ 田 邊 千 寿 子
山 本 　 幸 恵 坪 郷 英 美 子 田 邊 千 寿 子 高 松 　 康 子 坪 郷 英 美 子 藤 井 　 絹 枝
中 野 　 清 子 佐 藤 　 哲 夫 竹 内 　 英 雄 村 重 　 栄 子 田 邊 千 寿 子 村 重 　 栄 子
末 岡 千 代 子 藤 井 　 幸 生 宮 内 　 正 子 岡 村 　 京 子 松 村 玲 子 ⑷ 山 根 利 正 ⑷

俳 　 　 　 句

田 中 　 裕 子 村 上 　 安 遊 河 村 　 一 彦 三 戸 志 津 江 春 吉 　 智 子 関 谷 　 和 子
田 中 　 盟 子 宮 崎 　 三 郎 光 井 加 代 子 角 本 　 幸 子 田 中 　 裕 子 春 吉 　 智 子
光 井 加 代 子 清 水 　 正 枝 田 中 　 裕 子 宮 崎 　 三 郎 藤 田 　 玲 子 新 山 王 　 哲
津 秋 　 悦 代 大 村 　 和 子 俵 　 　 昭 二 田 中 　 恵 子 関 谷 　 和 子 山 村 さ だ 子
村 重 　 光 子 山 本 ミ ネ ⑷ 大 村 　 和 子 阿 部 　 明 美 山 村 さ だ 子 田 中 　 裕 子

短 　 　 　 歌

余 園 　 岡 子 田 中 　 義 規 末 永 　 敦 子 重 田 二 枝 ⑷ 戝 間 由 美 子 重 田 　 二 枝
椎 木 ア サ 子 林 　 タ キ 子 粟 本 　 房 子 山 本 　 　 緑 粟 本 　 房 子 末 永 　 敦 子
末 永 　 敦 子 重 田 　 二 枝 余 園 　 岡 子 田 中 　 義 規 河 野 美 津 子 林 　 タ キ 子
粟 本 　 房 子 山 本 　 　 緑 岡 本 　 泰 代 山 田 　 公 子 河 野 　 豊 子 山 本 　 　 緑
古 谷 　 和 子 鈴 木 　 朝 子 林 　 タ キ 子 余 園 岡 子 ⑷ 江 川 　 詳 子

自 由 律 俳 句

清 水 　 俊 子 松 下 　 満 江 丹 後 日 出 雄 有  冬 扇 ⑷ 清 水 　 俊 子 松 下 　 満 江
中 村 ユ キ 子 有 　 　 冬 扇 倉 床 　 節 子 西 岡 　 悦 子 倉 床 　 節 子 財 間 　 香 苗
丹 後 日 出 雄 河 野 　 楡 平 中 村 ユ キ 子 米 田 　 多 冴 河 野 　 楡 平 西 岡 　 悦 子
倉 床 　 節 子 西 岡 　 悦 子 清 水 　 俊 子 藤 井 　 総 子 江 内 キ ヨ 子 田 中 　 里 美
川 村 　 安 奈 葛 原 　 和 希 大 村 　 久 子 國 澤 　 知 世 丹後日出雄⑷ 吉 崎 　 　 剛

市 民 文 芸 賞

村 重 　 光 子 山 本 　 ミ ネ 該 当 者 な し 重 田 　 二 枝 松 村 　 玲 子 山 根 　 利 正
末 永 　 敦 子 有 　 　 冬 扇 余 園 　 岡 子 田 中 　 裕 子
粟 本 　 房 子 丹 後 日 出 雄
古 谷 　 和 子

特 　 別 　 賞 該当者なし 該当者なし 該当者なし 該当者なし 該当者なし 該当者なし

　　　　   年度
部門

第55回 第56回 第57回
（平成28年度） （平成29年度） （平成30年度）

川 　 　 　 柳

城 尾 　 公 美 江 山 　 　 豊
松 村 　 玲 子 岡 田 　 芳 江
山 根 　 利 正 藤 井 　 絹 枝 　
坪 郷 英 美 子 重 宗 　 隆 治
田 邊 千 寿 子 佐 藤 哲 夫 ⑷

俳 　 　 　 句

阿 部 あ け 美 新 山 王 　 哲
村 瀧 　 富 子 光 井 加 代 子
三 戸 志 津 江 入 江 　 伸 枝
江 山 　 　 豊 田 中 　 裕 子
春 吉 　 智 子 藤 岡 久 美 子

短 　 　 　 歌

余 園 　 岡 子 山 本  緑 ⑷
戝 間 由 美 子 末 永 　 敦 子
山 田 　 槌 登 重 田 　 二 枝
石 井 　 弘 一 蓑 島 美 佐 子
山 本 ヨ ネ コ 江 川 　 詳 子

自 由 律 俳 句

倉 床 節 子 ⑷ 西 岡 悦 子 ⑷
清 水 俊 子 ⑷ 田 中 里 美 ⑷
河 野 楡 平 ⑷ 財 間 　 香 苗
倉 重 　 遥 代 松 下 　 満 江
白 石 　 祥 子 佐 伯 　 初 枝

市 民 文 芸 賞

城 尾 　 公 美 佐 藤 　 哲 夫
倉 床 　 節 子 山 本 　 　 緑
清 水 　 俊 子 西 岡 　 悦 子
河 野 　 楡 平 田 中 　 里 美

特 　 別 　 賞 該 当 者 な し 該 当 者 な し
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防府市文化協会５周年支援事業振興賞表彰企業

事業所名 代 表 者 名 事業所名 代表者名
(株)ロータリーコーポレーション 万　野　龍之介 医療法人神徳会三田尻病院 神 徳 真 也

(株)シャンピアホテル 嶋 崎 隆 郎 医療法人至誠会
　　　防府中央外科・胃腸科 谷 川 精 一

防府商工会議所 澤 田 光 穂 防府信用金庫 嶋 本 　 博
山口銀行防府支店 辻 田 信 次 藤井建設（株） 藤 井 　 勝
内崎建設（株） 内　崎　美智代 日本通運(株)防府支店 宮 中 　 豊
山陽建設工業（株） 塩　田　津多子 (株)　三　友 元 　 正 邦
防府天満宮 鈴 木 宏 明 藤本工業（株） 藤 本 宏 司
大村印刷（株） 大 村 俊 雄 防府青年会議所 中 谷 　 泰
（有）防府モータース 米 田 繁 喜 英友総合設計事務所(株) 吉 岡 保 彦
作曲家 高 橋 正 剛

防府市文化協会10周年支援事業振興賞表彰企業

事業所名 代表者名 事業所名 代表者名

防府商工会議所 澤 田 光 穂 医療法人至誠会
　　　防府中央外科・胃腸科 谷 川 精 一

(株)ロータリーコーポレーション 万　野　龍之介 藤本工業（株） 藤 本 宏 司
大村印刷（株） 大 村 俊 雄 医療法人神徳会三田尻病院 神 徳 真 也
山陽建設工業（株） 塩　田　津多子 藤本工業（株） 藤 本 宏 司
防府信用金庫 嶋 本 　 博 日本通運(株)防府支店 杉 谷 一 郎
内崎建設（株） 内　崎　美智代

防府市文化協会15周年支援事業振興賞表彰企業

事業所名 代表者名 事業所名 代表者名
(株)ロータリーコーポレーション 万　野　龍之介 山陽建設工業（株） 塩　田　津多子
防府商工会議所 澤 田 光 穂 防府信用金庫 嶋 本 　 博
日本通運(株)防府支店 神 田 俊 彦

防府市文化協会20周年支援事業振興賞表彰企業

事業所名 代表者名 事業所名 代表者名
(株)ロータリーコーポレーション 万　野　龍之介 山陽建設工業（株） 塩　田　津多子
防府商工会議所 喜多村　　　誠 東山口信用金庫 嶋 本 　 博

「支援事業振興賞」受賞企業一覧
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５．市民文化活動支援事業助成金交付状況
　　　　　年度
分野　　　　　 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

音 楽 ･ 美 術 ･ 文
芸・演劇等の創
作発表

・ 防府詩の会発
足25周年記念
アンソロジー
出版

【50千円】

・ 和尚なまず劇
化発表
【300千円】

・ 郷土誌「三田
尻」創刊号発
行

【10千円】

・ 第４回ギター
とマンドリン
の集い
【150千円】

・ 親子で楽しむ
手作りＸ’mas
コンサート

【50千円】

・ 第30回記念防
府市新人演奏
会
【200千円】

・ 「姫島婿島物
語」公演

　【100千円】

・ 芙 蓉 会 合 同
葉 俳 句 集 発
行
　【20千円】

・ 0 4 や ま ぐ ち
県詩祭

【50千円】

・ 国府中学校　
　 防 府 の 方 言

歌、踊りの創
作発表

　【100千円】
・ 第60回合唱コ

ンクール大会
【150千円】

公演･展示･鑑賞
等の場づくり

・ 第３回アンサ
ンブルジョイン
トコンサート

【30千円】
・ 防府ウインド

アンサンブル
【150千円】

・ 人形劇「風の
泉」の上演
【150千円】

・ 笛師九兵衛お
もちゃ箱コン
サート

【30千円】

・ ミ ス タ ー ・
ムーンライト
<月光旅人>
上演

　 劇 団 ろ け っ
と☆まん
【100千円】

・ 防府ミュージ
カルキッズ

　【50千円】
・ 和尚なまず公

演
【120千円】

歴史的町並みの
保存等
文化的な
環境づくり

・ 防府天満宮お
手廻り（奴）
保存会
【500千円】

・ 全 国 山 頭 火
フォーラムin
防府
【300千円】

・ 第２回山頭火
　 いろはかるた

大会
【50千円】

・第３回山頭火
　 いろはかるた

大会
【50千円】

文化財･伝統芸
能の保存伝承

・ 第12回右田お
田植祭

【50千円】
・ 大平ふるさと

保存会（ヤン
ソラ踊り）

【38千円】

・ 浜子唄保存会
背景幕製作
【126千円】

・西浦音頭
【100千円】

・切畑玉祖神社
　代神楽保存会

【50千円】

・ 華 浦 音 頭 作
成事業
【130千円】

・ 切 畑 代 神 楽
の伝承保存
【200千円】

・ 西浦えひめあ
やめ保存会
【100千円】

・勝間太鼓
【250千円】
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　　　　　　年度
分野　　　　　　 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

音楽･美術･文芸・
演劇等の創作発表

・児童文学講演会
【30千円】

・ 防府映像サーク
ル映写会

【20千円】
　
・ 市民音楽祭参加

及び合唱講習会
【20千円】

・文化講演
【5千円】

・ 本を読む市民の
つどい　

【４千円】

・ 市民音楽祭参加
及び合唱講習会

【20千円】
・ 山口県障害者芸

術文化祭出品作
品作成事業及び
防府市障害者ふ
れあい芸術展出
品作品作成事業

【50千円】
・ 創作ツリーコン

テスト
【10千円】

・ 全日本アンサン
ブルコンテスト
全国大会

【100千円】
・ ロマンチックナ

イトiｎ防府2007
【10千円】

・ 人形劇とゲーム
巡回上演

【70千円】

・ ＨＣＢカウント
エース結成40周
年記念コンサー
ト

【100千円】
・ 市民音楽祭参加

及び合唱講習会
【20千円】

・ 文化講演会
【10千円】

・ 佐波中学校によ
る防府の歌・踊
り）の創作　

【100千円】
・ 華浦短歌会合同

歌集「華浦」の
出版

【10千円】
・ 子ども読書まつり

【10千円】

・山頭火劇
【60千円】

・市民音楽祭参加
及び合唱講習会

【20千円】
・市民短歌会

【10千円】
・市民川柳会

【10.5千円】

・ 市民音楽祭参加
及び合唱講習会

【20千円】
・ 第４回山口県総

合芸術文化祭’10
やまぐち県詩祭

【20千円】
・ 第４回山口県総

合芸術文化祭第
47回山口県俳句
大会

【30千円】

公演･展示･鑑賞等
の場づくり

・KIMIEDANCE
　ス　タ　ジ　オ
SPRINGCONCERT

【50千円】
・雅楽演奏

【10千円】
・人形浄瑠璃

【10千円】

・勝間浦人太鼓
【20千円】

・ 勝間浦人太鼓指
導 （ 桑 原 一 朗
氏）

【20千円】
・ 第60回防府市美

術展【50千円】
・ KIMIEDANCE
　スタジオ

【30千円】

歴史的町並みの保
存等文化的な環境
づくり

・ 防府天満宮御誕
辰祭「万灯の夕
べ」

【50千円】

文化財･伝統芸能
の保存伝承

・ 勝間浦人太鼓・
い き い き プ ロ
ジェクト

【90千円】

・ 天神囃子「梅っ
子」

【46千円】
・ 創 作 「 風 鎮 神

楽」による地域
の活性化

【200千】
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　　　　　　年度分野　　　　　　 平成28年度 平成29年度 平成30年度

音楽･美術･文芸・
演劇等の創作発表

・ 最 新 版 リ ー フ
レット野村望東
尼ゆかりのまち
防府（仮称）の
作成・配布事業

【100千円】
・西本正彦著
　 郷土の俳人種田

山頭火の生涯と
業績について教
師の経験からみ
た彼の心と句を
出版、頒布する

【150千円】
・ 「 野 村 望 東 尼

150回忌記念短
歌作品募集と優
秀作品の表彰」
事業 【100千円】

・ 語りつぐ藍と愛
－襤褸・ぼろ展

【200千円】
・西本正彦著
　 「秘すれば花な

り山頭火」出版
事業

【100千円】
・ 防府天神祭振興

会30周年記念誌
制作

【100千円】

・ ＨＣＢカウント
エース結成５０
周 年 記 念 コ ン
サート

　【100千円】
・ 防 府 マ ン ド リ

ン・ギターアン
サンブル第20回
定期演奏会

【50千円】

公演･展示･鑑賞等
の場づくり

・ 防府民俗芸能連
盟　大平ふる里
保存会によるヤ
ンソラ踊り

【30千円】
・ 山口県書道連盟

防府支部書道展
【50千円】

・ 「上山満之進に
学ぶ会」地域公
開フォーラム　
防府の先人　上
山満之進の精神
をいかに現代に
活かすか～台湾
との友好を目指
して～

【100千円】

・ お手廻り道具保
存修理事業

　【400千円】
・ 防府民俗芸能連

盟西浦音頭保存
会による西浦音
頭

【30千円】

歴史的町並みの保存等
文化的な環境づくり

文化財･伝統芸能
の保存伝承

・「防府の民俗芸
能をたずねて」改
訂版作製及び配布
事業　【200千円】

　　　　　　年度分野　　　　　　 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

音楽･美術･文芸・
演劇等の創作発表

・市民音楽祭参加
及び合唱講習会

【20千円】

・ 合唱による老人
保健施設慰問、
学校訪問活動

【20千円】
・ 山頭火讃歌隊結成

10周年記念事業
【50千円】

・ 第９回山口県総
合芸術文化祭　
　’15やまぐち県
詩祭防府

【50千円】

公演･展示･鑑賞等
の場づくり

・ 第21回全国山頭
火フォーラム

【100千円】

・ フルートフェス
タ山口2013

【100千円】

・ 中関小唄ＣＤ作
成事業 【50千円】

・ 防府映像サークル
　 第20回ビデオ作

品上映会 
【55千円】

歴史的町並みの保存等
文化的な環境づくり

文化財･伝統芸能
の保存伝承

・ 防府民俗芸能ま
つり

【180千円】

・ 大道文楽人形浄瑠
璃保存会による人
形浄瑠璃公演

【30千円】

・ 「中関塩浜唄の
会」による太鼓
演奏

【30千円】
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〈
文
芸
〉
９
団
体

◦
初
め
て
の
自
由
律
俳
句
の
会
み
も
ざ

◦
防
府
市
俳
句
協
会

◦
防
府
市
民
短
歌
会

◦
防
府
市
市
民
川
柳
会

◦
防
府
図
書
館
自
由
律
句
講
座

◦
防
府
詩
の
会

◦
防
府
市
民
文
芸
自
由
律
俳
句
の
会

◦
文
化
サ
ー
ク
ル
爛
銀

◦
山
頭
火
ふ
る
さ
と
会

〈
美
術
〉
27
団
体

◦
ほ
う
ふ
水
彩
画
倶
楽
部

◦
書
研
・
風
信
会

◦
書
友
会

◦
絵
手
紙
同
好
会

◦
ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十
色
会

◦
ア
ト
リ
エ　

８

◦
す
ず
ら
ん
会

◦
鎌
倉
彫
サ
ー
ク
ル

◦
西
日
本
墨
仙
会

◦
彫
美
会

◦
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
ひ
ま
わ
り

◦
防
府
市
美
術
連
盟

◦
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

◦
さ
く
ら
の
会

◦
防
府
市
書
道
連
盟

◦
書
研　

鳩
山
書
院

◦
大
濤
書
道
会

◦
絵
手
紙　

楽
の
会

◦
絵
手
紙　

季
の
会

◦
花
桜
の
会

◦
遊
の
会

◦
書
道
塾　

茜
雲
会

◦
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ズ
写
意

◦
面
龍
会

◦
書
の
学
習
会

◦
彫
歩
会

◦
藍
と
愛
の
会

〈
音
楽
〉
20
団
体

◦
オ
カ
リ
ナ
花
み
ず
き

◦
合
唱
組
曲
佐
波
川
を
歌
う
会

◦
防
府
マ
ン
ド
リ
ン

　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

◦
勝
間
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

◦
大
村
能
章
顕
彰
会

◦
大
正
琴
さ
ん
ご
樹

◦
防
府
吹
奏
楽
団

◦
防
府
市
民
合
唱
団

◦
コ
ー
ル
・
シ
オ
ン

◦
防
府
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル

◦
サ
ル
ビ
ア
・
コ
ー
ル

◦
日
本
ク
ー
ラ
ウ
協
会
山
口
支
部

◦
防
府
音
楽
連
盟

◦
堀
江
鴻
と

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ド
リ
ー
ム
ズ

◦
み
つ
ば
ち
合
唱
団

◦
は
ち
み
つ
コ
ー
ラ
ス

◦
リ
ト
お
ん
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

◦
防
府
音
楽
協
会

◦
山
頭
火
讃
歌
隊

◦
Ｈ
Ｃ
Ｂ
カ
ウ
ン
ト
エ
ー
ス

〈
邦
楽
〉
28
団
体

◦
鴻
峯
吟
咏
防
府
朗
吟
会

◦
茜
屋
出
雲
流　

茜
会

◦
岳
誠
流
防
府
岳
誠
会
師
範
会

◦
防
長
民
謡
会

◦
岳
誠
流
日
本
吟
道
防
府
岳
誠
会

◦
日
本
舞
踊 

花
扇
の
会

◦
鷲
朋
吟
詠
会
防
府
総
支
部

◦
防
府
詩
吟
連
合
会

◦
防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟

◦
日
本
吟
舞
曽
光
流
曽
光
会

◦
都
山
流
尺
八
楽
範
山
会

◦
筝
曲　

「
雅
会
」

◦
都
々
美
会

◦
和
歌
奈
会

◦
上
田
流
尺
八
道
菅
友
会

◦
都
山
流
山
口
県
支
部
松
山
会

◦
吟
詠
岳
奨
会

◦
萌
え
ぎ
会

◦
鶴
千
榮
会

◦
千
鶴
の
会

◦
吉
冬
貴
の
会

◦
友
貴
の
会

◦
祐
矢
の
会

◦
浜
子
う
た
保
存
会

◦
長
宗
閑
祥
会

◦
茜
屋
出
雲
流　

松
姿
会

◦
茜
屋
出
雲
流　

松
賀
会

◦
み
ん
よ
う
華
の
会

〈
洋
舞
〉
25
団
体

◦
ベ
ー
シ
ッ
ク
会

◦
ム
ー
メ
ン
ト
会

◦
ア
ロ
ハ
・
フ
ラ　

フ
レ
ン
ズ

◦
太
極
拳 

翠
楊
会

◦
ホ
ー
ム
ヨ
ー
ガ

◦
ル
ル
ベ

◦
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

◦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ヨ
ガ

◦
健
康
ヨ
ー
ガ
倶
楽
部

◦
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
研
究
会

◦
大
道
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

◦
太
極
拳 

な
ご
み
の
会

◦
龍
華
の
会

◦
子
ど
も
フ
ラ
ダ
ン
ス

◦
イ
ク
エ　

フ
ラ　

Ｐ
Ｄ
Ｃ

◦
牟
礼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

◦D
ance Studio Kirara Spirits

◦
谷
淑
江　

ス
ペ
イ
ン
舞
踊

　

ス
タ
ジ
オ
ダ
ン
サ
ル
テ

◦
の
び
の
び
健
康
体
操

◦
ヤ
エ
コ
＆
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

◦
カ
パ
ー
ク
ー
カ
ウ
イ

　

オ
ク
ウ
プ
ア
レ
フ
ア

◦
テ
ィ
ア
ラ
・
バ
レ
エ
ア
ー
ト

◦
重
藤
亜
季
恵
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

◦Izum
i Ballet Studio

◦
防
府
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

〈
映
画
〉
１
団
体

◦
防
府
映
像
サ
ー
ク
ル

〈
歴
史
〉
３
団
体

◦
上
山
満
之
進
に
学
ぶ
会

◦
防
府
野
村
望
東
尼
会

◦
防
府
史
談
会

〈
生
活
文
化
〉
38
団
体

◦
煎
茶
道
三
癸
亭
賣
茶
流

◦
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
を
作
る
会

◦
着
物
リ
メ
イ
ク
教
室

　

G
rupo de Rosas

◦
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会

◦
専
心
池
坊
山
口
県
中
部
支
部

◦
大
道
盆
栽
会

◦
華
道
家
元
池
坊
防
府
支
部

◦
華
道
二
葉
流
山
口
県
支
部

◦
衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム

◦
オ
レ
ン
ジ

◦
表
流
防
和
会

◦
洋
裁

◦
草
月
流
新
光
会

◦
日
本
礼
道
小
笠
原
流
煎
茶

◦
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
山
口
支
部

◦
萌
の
会

◦
専
心
小
笠
原
流
煎
茶
防
府
会

◦
さ
く
ら
ん
ぼ

◦
茶
道
講
座

◦
若
葉
会

◦
表
千
家
青
年
部
防
府
地
区　

◦
パ
ン
・
お
菓
子
サ
ー
ク
ル

◦
着
物
の
会

◦
柴
山
古
流
清
風
会

◦
小
原
流
華
城
地
区

　

伝
統
文
化
い
け
花
親
子
教
室　

◦
防
府
市
華
道
連
盟

◦
華
道
専
心
池
坊
防
府
会

◦
お
菓
子
サ
ー
ク
ル

◦
ハ
ー
ブ
の
会

◦
花
供
養
あ
じ
さ
い
会

◦(
財
）
小
原
流
防
府
支
部

◦
着
付
サ
ー
ク
ル

◦
水
月
会
防
府
支
部

◦
専
心
池
坊
山
口
西
京
支
部

◦
子
供
そ
ろ
ば
ん

◦
わ
か
翠
グ
ル
ー
プ

◦
防
府
茶
道
連
盟

◦
防
府
盆
栽
会

〈
民
俗
芸
能
〉
７
団
体

◦
中
関
塩
浜
唄
の
会

◦
古
典
芸
能
南
京
玉
す
だ
れ

　

山
口
保
存
会

◦
防
府
民
俗
芸
能
連
盟

◦
笑
い
講

◦
創
作
風
鎮
神
楽
会

◦
国
府
の
節
保
存
会

◦
大
道
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

〈
福
祉
〉
４
団
体

◦
新
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

◦
防
府
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◦
防
府
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◦
華
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

〈
学
術
〉
９
団
体

◦
日
本
郵
趣
協
会
防
府
支
部

◦
ホ
ー
リ
ー
会

◦
山
口
県
退
職
公
務
員
連
盟

　

防
府
支
部

◦
防
府
市
退
職
校
長
会

◦
牟
礼
校
区
こ
ど
も
会

◦
防
府
天
満
宮

◦
防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◦
ふ
る
さ
と
大
道
を
掘
り
起
こ
す
会

◦
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
教
室

　

合
計
171
団
体
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７．歴 代 の 役 員
年　代 平成10年６月～平成13年３月 平成13年度～平成14年度 平成15年～平成16年度
会 　 長 橋口　照男 音　楽 橋口　照男 音　楽 橋口　照男 音　楽

副 会 長

太田　耕作 ユネスコ協会 太田　耕作 ユネスコ協会 吉岡　保彦 芸術文化協会
吉岡　保彦 芸術文化協会 吉岡　保彦 芸術文化協会 福島　正則 商工会議所

福島　正則 14年より商工会
議所

中谷　泰・
中塚　達美 青年会議所

常任理事

宮川　晃一 公民館 澤田　健規 青年会議所 山田　如仙 美術連盟

櫻井　宏明 青年会議所 山田　如仙 美術連盟 桑原悦子・
田中　佳子 音楽協会

山田　如仙 美術連盟 桑原　悦子 音楽協会 杉山玲子・
田中　節子 華道連盟

桑原　悦子 音楽協会 山中　雅恵 華道連盟 種田　　勇 川柳会
末冨　和子 華道連盟 伊藤　仙女 俳句協会 近棟歌登美 邦楽連盟

伊藤　仙女 俳句協会 近棟歌登美 邦楽連盟 重村ゆき子
・岩城克枝

ママさんコーラ
ス連盟

近棟歌登美 邦楽連盟 村木　浅江 ママさんコーラ
ス連盟

富永鳩山・
窪田　耕二 山頭火ふるさと会

岩城　克枝 ママさんコーラ
ス連盟 富永　鳩山 山頭火ふるさと

会
内﨑せつ子
・新山王哲 ユネスコ協会

富永　鳩山 山頭火ふるさと会 小林　雅明 文化振興財団 小林　雅明 文化振興財団
（15年）

福島　正則 商工会議所 増野　泰夫 アスピラート館長
小林　雅明 文化振興財団 先村　健二 民俗芸能連盟

理 　 事

田中　詩生 川柳会 種田　　勇 川柳会 伊藤　仙女 俳句協会
渡邉　長月 合同短歌会 渡邉　長月 短歌会 渡邉　長月 短歌会
大森昭太郎 勝坂手作り会 大森昭太郎 勝坂手作り会 大森昭太郎 勝坂手作り会
山田　梓江 書道 山田　梓江 書道 山田　梓江 書道
石川　　功 音楽連盟 石川　　功 音楽連盟 石川　　功 音楽連盟
青木　昭代 洋舞の会 青木　昭代 洋舞の会 青木　昭代 洋舞の会
中尾　岳奨 詩吟連合会 小林　範山 邦楽尺八 中尾　岳奨 詩吟連合会
花柳寿五郎 舞踊 花柳寿五郎 舞踊 花柳寿五郎 舞踊

米倉　　弘 映像サークル 中尾　岳奨 詩吟連合会
（13年まで） 小林　範山 邦楽尺八

中村みゆき 茶道連盟 米倉　　弘 映像サークル 山野冨貴子 茶道連盟
坂本　修治 盆栽連合会 中村みゆき 茶道連盟 坂本　修治 盆栽連合会

坂本　修治 盆栽連合会 田村　清利 小学校長会
小中学校 　 校長会 俣賀　幹夫 中学校長会

監 　 事

坪郷　久榮 連合婦人会長 坪郷　久榮 連合婦人会長 坪郷　久榮 連合婦人会長

池田　　功 生涯学習課長 渡邉　輝美 生涯学習課長 渡邉　輝美 生涯学習課長
（15年）

中尾　　博 生涯学習課長
（16年）

事 務 局

吉川　邦雄 事務局長 吉川　邦雄 事務局長 小田　　寛 事務局長
（15年）

馬場　玲子 事務局員 馬場　玲子 事務局員 矢野　嘉彦 事務局長
（16年）

馬場　玲子 事務局員
（15年）

末富　美幸 事務局員
（16年）
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年　代 平成17年～平成18年度 平成19年～平成20年度 平成21年～平成22年
会　長 橋口　照男 音　楽 橋口　照男 音　楽 橋口　照男 音　楽

副会長 吉岡　保彦 芸術文化協会 先村　健二 民俗芸能連盟 新山王　哲 ユネスコ協会
先村　健二 民俗芸能連盟 新山王　哲 ユネスコ協会 中尾　岳奨 邦楽舞踊連盟

常任理事

久保浩通・
長沼　幸忠 青年会議所 田中康一・

中村大二郎
青年会議所 先村　健二 民俗芸能連盟

山田　如仙 美術連盟 山田　如仙 美術連盟 山田　如仙 美術連盟

吉田　　稔 音楽家 吉田　稔・
桑原　一朗 音楽家 桑原　一朗 音楽家

田中　竹風 華道連盟 田中繁満・
末冨　和子 華道連盟  末冨　和子 華道連盟  （21年）

みそのゆり 川柳会 御園生百合子 川柳会 原田　貞子 華道連盟  （22年）
近棟歌登美 邦楽連盟 近棟歌登美 邦楽連盟 御園生百合子 川柳会
岩城克枝・
小林　雅明 女声合唱連盟 松田秀子・

浅川紀代美
女声合唱連盟 近棟歌登美 邦楽連盟

窪田　耕二 山頭火ふるさと会 窪田　耕二 山頭火ふるさと会 中村喜美子 女声合唱連盟
（21年度）

新山王　哲 ユネスコ協会 増野　泰夫 アスピラート館長 岩城　克枝 女声合唱連盟
（22年度）

増野　泰夫 アスピラート館長 中尾　岳奨 詩吟連盟  （20年） 窪田　耕二 山頭火ふるさと会

深田　慎治 支援事業部
（20年） 増野　泰夫 アスピラート館長

深田　慎治 支援事業部
弘中　貴之 青年会議所

理 事

伊藤　仙女 俳句協会 伊藤　仙女 俳句協会 伊藤　仙女 俳句協会
渡邉　長月 短歌会 渡邉　長月 短歌会 羽仁　和子 短歌会
大森昭太郎
・中田英二 勝坂手作り会 中田　英二 勝坂手作り会 中田　英二 勝坂手作り会

山田　梓江 書道 山田　梓江 書道 山田　梓江 書道
石川　　功 音楽連盟 石川　　功 音楽連盟 石川　　功 音楽連盟
青木　昭代 洋舞の会 青木　昭代 洋舞の会 青木　昭代 洋舞の会
小林　範山 邦楽尺八 中尾　岳奨 詩吟連合会 小林　範山 都山流尺八範山会
坂東香登美 舞踊連盟 小林　範山 邦楽尺八 花柳扇千鶴 舞踊協会
中尾　岳奨 詩吟連盟 花柳扇千鶴 舞踊連盟 清澄　邦夫 映像サークル
清澄　邦夫 映像サークル 清澄　邦夫 映像サークル 宗野　初枝 茶道連盟
山野宗貴・
藤津　常樵 茶道連盟 藤津常樵・

國貞喜美江 茶道連盟 岡　　義和 盆栽連合会

坂本　修治 盆栽連合会 坂本　修治 盆栽連合会 藤田　健二 小学校長会
藤田　辰夫 小学校長会 芝口　英夫 小学校長会 松原　秀樹 中学校長会
原田　信夫 中学校長会 臼杵　裕世 中学校長会

監 事

坪郷　久榮 連合婦人会長 坪郷　久榮 連合婦人会長 坪郷　久榮 学識経験者

中尾　　博 生涯学習課長 岡部　忠則 生涯学習課長
（19年） 徳冨　健司 生涯学習課長

福田　雄二 生涯学習課長
（20年）

事 務 局

猪俣　光生 事務局長  （17年） 岡﨑久美子 事務局長 岡﨑久美子 事務局長
生雲　尚一 事務局長  （18年）
冨重　典子 事務局員  （17年）
岡﨑久美子 事務局員  （18年）
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年代 平成２３年度 平成２４年～平成２５年 平成２６年度～平成２７年度
顧 　 問 橋口　照男 音　楽 橋口　照男 音　楽 橋口　照男 音　楽
会 　 長  岡田　利雄 個人・賛助会員 岡田　利雄 個人・賛助会員 岡田　利雄 個人

副 会 長
新山王　哲 ユネスコ協会 中尾　岳奨 邦楽舞踊連盟 中尾　岳奨 邦楽舞踊連盟
中尾　岳奨 邦楽舞踊連盟 桑原　一朗 防府民俗芸能連盟 桑原　一朗 防府民俗芸能連盟

常任理事

先村　健二 青年会議所 羽仁　和子 防府市民短歌会 藤井　繁美 防府市俳句協会
山田　如仙 美術連盟 中田　英二 勝坂手づくり会 岡田　博幸 美術連盟
桑原　一朗 音楽協会 荻原　悦子 女声合唱連盟 田中　和実 大村能章顕彰会

原田　貞子 華道連盟 竹尾耶衣子 ヤエコ＆
　リズムダンス 竹尾耶衣子 ヤエコ＆

　リズムダンス
御園生百合子 川柳会 上山　喜譽 野村望東尼会 上山　喜譽 野村望東尼会

近棟歌登美 邦楽連盟 髙橋　宗信 茶道裏千家淡交
会山口支部 中野　倫子 草月流新光会

林　　清子 女声合唱連盟 新山王　哲 悠々会 新山王　哲 悠々会

窪田　耕二 山頭火ふるさと会 吉川　知至 県退職公務員連
盟防府支部 吉川　知至 県退職公務員連盟

防府支部
上原　久生 アスピラート館長 窪田　耕二 山頭火ふるさと会 窪田　耕二 山頭火ふるさと会
深田　慎治 支援事業部 深田　慎治 支援事業部 深田　慎治 支援事業部
竹内　恵一 青年会議所 林　　　勲 青年会議所 西村　直記 中学校長会

西村　直記 中学校長会 山内　博則 文化・スポーツ
　課長26年

中村　淳二 生涯学習課長 藤井　　隆 文化・スポーツ
　課長27年

理 事

伊藤　仙女 俳句協会 富永　鳩山 防府市書道連盟 富永　鳩山 防府市書道連盟

羽仁　和子 短歌会 片岡　泰鳳 書の学習会 鰐石　洋己 フォトフレンズ
写意

中田　英二 勝坂手作り会 石川　　功 音楽連盟 石川　　功 音楽連盟
山田　梓江 書道 小林　範山 都山流尺八範山会 小林　範山 都山流尺八範山会
石川　　功 音楽連盟 若柳吉冬貴 吉冬貴の会 若柳吉冬貴 吉冬貴の会
青木　昭代 洋舞の会 徳本喜美恵 ルルべ 山野歌奈女 和歌奈会
小林　範山 都山流尺八範山会 橋本　政代 華道連盟 徳本喜美恵 ルルべ
若柳吉冬貴 舞踊協会 岡　　義和 大道盆栽会 松下　里美 茶道連盟
清澄　邦夫 映像サークル 佐戸レイ子 花供養あじさい会 荒瀬　玲子 オレンジ
髙橋　宗信 茶道連盟 鈴木　宏明 防府天満宮 鈴木　宏明 防府天満宮
岡　　義和 盆栽連合会 河村　俊之 小学校長会 河村　俊之 小学校長会

村上　恭子 小学校長会 永田美津生 アスピラート館長 永田　美津生 アスピラート
　館長26年

西村　直記 中学校長会 湯面　栄二 アスピラート
　館長27年

林　　　勲 青年会議所26年
久保田雅久 青年会議所27年

監 事
坪郷　久榮 学識経験者 坪郷　久榮 学識経験者 坪郷　久榮 学識経験者
福嶋　慎次 生涯学習課長 清澄　邦夫 映像サークル 清澄　邦夫 映像サークル

事 務 局 岡﨑久美子 事務局長 岡﨑久美子 事務局長 岡﨑久美子 事務局長
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年 代 平成28年～平成29年度 平成30年～
顧 問 岡田　利雄　29年 岡田　利雄 個人

会 　 長 岡田　利雄
　　　28年

岡本　早智子
　　　　　　29年 岡本早智子 防府野村望東尼会

副 会 長
小林　範山 都山流尺八楽範山会 小林　範山 都山流尺八楽範山会
竹尾耶衣子 防府市洋舞の会 竹尾耶衣子 防府市洋舞の会

常 任
理 事

佐藤　文彌 防府詩の会 佐藤　文彌 防府詩の会
山田　如仙 墨仙会 山田　如仙 墨仙会
石川　　功 防府音楽連盟 石川　　功 防府音楽連盟
若柳吉冬貴 防府邦楽舞踊連盟 若柳吉冬貴 防府邦楽舞踊連盟
岡本早智子
　　　28年 防府野村望東尼会 河内山厚子 防府茶道連盟

髙橋　瑞峯 華道　二葉流 桑原　一朗 防府民俗芸能連盟

桑原　一朗 防府民俗芸能連盟 坪郷　好夫 華浦地区社会福祉
協議会

坪郷　好夫 華浦地区社会福祉
協議会 斎藤　智 日本郵趣協会防府

支部

斎藤　　智 日本郵趣協会防府
支部 窪田　耕二 個人会員

窪田　耕二 個人会員 前原　隆志 中学校長会
河村　俊之 中学校長会 深田　慎治 支援事業部

深田　慎治 支援事業部 杉江　純一 総合政策部文化・
スポーツ課長

杉江　純一 総合政策部文化・
スポーツ課長

理 事

佐古　淳子 防府市美術連盟 佐古　淳子 防府市美術連盟
藤井　三男 フォトフレンズ写意 藤井　三男 フォトフレンズ写意
石川　　功 音楽連盟 石川　　功 音楽連盟
竹内　　亮 防府市民合唱団 竹内　　亮 防府市民合唱団
中尾　岳奨 防府邦楽舞踊連盟 中尾　岳奨 防府邦楽舞踊連盟
若柳吉冬貴 吉冬貴の会 若柳吉冬貴 吉冬貴の会
山野歌奈女 花柳　扇千鶴 花柳扇千鶴 千鶴の会
徳本喜美恵 ルルべ 徳本喜美恵 ルルべ

福田　育恵 イクエフラＰＤＣ 田村　梨乃 テ ィ ア ラ バ レ エ
アート

國貞喜美江 防府茶道連盟 羽嶋　貞子 防府市華道連盟
新山王　哲

H28 個人会員 中川　栄治 小学校長会

中川　栄治 小学校長会 鈴木　宏明 防府天満宮

鈴木　宏明 防府天満宮 新原　耕由
　　　H30 防府青年会議所

脇　　幸典
　H28 防府青年会議所 湯面　栄二 アスピラート館長

梅本　洋平
　　　H29 防府青年会議所

湯面　栄二 アスピラート館長

監 事
坪郷　久榮 個人会員 坪郷　久榮 個人会員
清澄　邦夫 映像サークル 清澄　邦夫 映像サークル

事 務 局 岡﨑久美子 事務局長 岡﨑久美子 事務局長
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　防府市文化協会『20年のあゆみ』の編集に携わって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防府市文化協会　事務局長　　岡﨑　久美子　

　防府市文化協会は創立20周年を迎え、この機会に20周年記念誌を作製するにあたり、改めて創立から現
在までを紐解いて振り返る機会に触れ、平成12年に『生涯学習都市宣言』をし、市民活動のさかんな防府
市に育まれながら、役員の皆さま・文化団体・会員の皆さま・諸関係団体等に支えられ、無事20周年を迎
えられた事を実感し、感謝申し上げます。
　防府市文化協会とのご縁を持つことができましたのは、平成18年の国民文化祭が山口県で開催された年
でありました。防府市が自由律俳句大会の開催場所となり、山頭火の生誕地である防府市のＰＲや自由律俳
句の普及に多くの方々がご尽力されたことが思い起こされます。あれから、13年。手腕のたけた歴代の会
長様、役員の皆さま等のご指導・ご協力のおかげにより、今日まで事務局が続けられ、新しい課題や出会い
の中で、自分自身を成長させて頂いていることに深く感謝するとともに、2020年には、日本で東京オリン
ピックが開催されることから、今まで以上に海外から多くの外国の方々が訪問され、おもてなしが行なわれ
る事となるでしょう。それは同時に、私たち日本人そのものが忘れかけている日本の文化・芸術の重要性を
再認識することにも繋がるように思います。
　これまで文化協会を支えてくださった多くの先人の方々のご遺志も引き継ぎ、これから次世代にバトン
タッチしながら、当会が、どのような役割を担っていけるのかを皆さまと模索し、未来に向けて継承・発展
し前進し続けるよう、今後とも益々のお力添えをいただきますようよろしくお願い申し上げます。

事務局からのお知らせ

＜会員募集＞
◎ 　防府市文化協会では、皆さんの文化・芸術に関する発表事業及び研究・顕彰・啓発事業のお手伝い

をする団体です。団体会費３,０００円、個人会員１,５００円です。
＊会員特典
　 　個人会員は、『防府の生んだ自由律俳人山頭火』を進呈。団体会員は、加入団体の共催・後援。
　 文化福祉会館・公民館施設（文化福祉会館大会議室を除く）月１回１区分無料利用。（但し電気代等

実費利用分は有料となりますので、必ず各施設にご確認ください。）
　 　入会申込書（防府市役所文化・スポーツ課のホームページからダウンロード可能）と会費を添えて

事務局へ。但し、団体会員については、会員名簿（氏名のみ）を添付してください。
＊期限：年度の４月１日から翌年３月３１日までの一年間（年度ごと更新）

◎『防府の生んだ自由律俳人 山頭火』の新書を発売中
　内容が子どもさんから大人まで、山頭火についてわかりやすくまとめた本

を刊行しました。一冊６0０円。山頭火ふるさと館・アスピラート・デザイン
プラザＨＯＦＵ・文化財郷土資料館３階文化協会事務局で販売しています。
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編　集　後　記

　防府市文化協会創立二十周年の節目にあたり郷土の文化、芸術の発展、向上にご

活躍をいただいている各種団体の皆様に感謝の意を表するとともに、その活動の状

況を記録に留めた記念誌を発刊することになりました。文化協会加入団体は百七十

余団体、個人会員を含めて一万人を超え、県下でもトップレベルの加入率となって

おります。

　編集にあたり過去の事業報告、表彰者のほか、各団体メンバーの活動報告、今後

の抱負など紹介スペースの充実にも努めました。　

　歴史と文化の薫るまち防府をテーマに昭和四十五年から平成十年まで活動した防

府市の文化を高める会を継承、平成十一年から二十年間の環境変化は激動ともいえ

るものがあり、高齢化少子化、国際化、情報手段の高度化、パソコンに象徴される

メデイア革命による家庭生活、社会生活への影響も多大なものがあります。

　昭和、平成、そして新しい元号令和の時代を迎えるこのような時代だからこそ、

心を癒し豊かにする芸術、文化活動の重要性が見直される時代ともいえます。

　新しい情報時代に、いかに対応していくのかは、これからの文化協会の大きな

テーマになるのではないでしょうか。

　本誌を通じて会員同士の心の絆をより深め、活動の輪を広げていただくことを願

い、御寄稿を賜りました池田防府市長はじめ、会員の皆様に衷心よりお礼申し上げ

ます。

編集委員長　窪田　耕二　
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防府市美術連盟　
　　　初代会長　鰐石　俊男　作

　裏表紙のこのロゴマーク（会章）
は、カルチュア（文化・文明の意）
のＣを中心に市章を包んだ形で、
本市の文化都市としての将来の夢
を表したものです。
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